
 

     

∵ 
 

010,000. 

あけしちょう 

明脂帖 
 

AKESITyou 
 

H way, I lemon u! 

 

 藤
ふじ

𠩤
わら

 研
けん

介
すけ

  

I  
 
7

/1
  

○
◎
▲
◎
○,,∵

〇
◎
▲
■
★
●
💛
▽
◇!! 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

H
I 

○ 

١ 



 

2 

 

神天如が 
救済完了す。 
僕も救われた、 

貴女も救われた。 
だからこそ永在す。 

ありがとう。 

お願
ねが

いします。 

私
わたくし

、 

      です。 

目次 
Myouwish 十二ます.具体的原体験―思想技術 

王.解決不可な人生経験―Ziq 療法 

 

一.世界没落体験―伝統世界観分析 

二.させられ体験―極限疎通 

三.倫理的破局感―思想別世界観 

四.法則的苦―日常賛美養生法 

五.宿命的障害―拡張勝現実 

 

六.生活苦―社会の宗教解釈 

七.人間関係―隠された疎通法 

八.秘密の穢れ―複分法や楽リスト 

九.誤った世界観―簡約世界観習得 

 

十.社会上の試験―徳目の修養 

 

土.死の問題―よい知性の吟味  
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初めも、 

表現のこそあったか。 

勝現実： 

神天如、理性、 

指導、想ひ出、愛。 

臨終正念、美しい快楽、 

祝祭疎通、世界性愛、  。 

Myouwish 十二ます－思想技術 

王.勝現実－Ziq 療法 
∵00－原体験、原体験の言語化 

 

○01－カテゴリー分類、再発防止 

●06－補助問題設定、言語分析 

 

◎02－政治的解決、着地点目標 

💛07－科学的解法の枚挙と芸術 

 

▲03－人生の精査と信仰因集め 

▽08－日常聖性快、進化信仰因 

 

■04－自身の物語の編み直し 

◇09－癒し続ける幸福への意志 

 

★05－自作思想の体系化と表現 

 10－勇気を出しての原体験記録 

 

 11－快い秘密や公開の取捨選択  
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Myouwish 十二ます－思想技術 

        －繰り返し考える内容 

∵00－原体験、原体験の言語化 

－どうして？何故ならば、～ 

具体的な苦しみの原体験、一連の自著記録 

・超自然量の、作為的な恐怖経験 

（例の恐怖経験、Ziq） 

参考図書：『∵〇♡▽◇☆』 

『明死帖』 

『明脂帖』他 

2010 年 11 月 2 日火曜仏滅午後過

ぎ頃の数時間（神戸市、雄岡病院）

にピークをもつ、死の恐怖に似た、

とても激しい恐怖経験をしました。

肉体から理論的に引き出せる恐怖

の限界に近い、凄まじい恐怖でした。

人為的、と気づくまで、時間がかか

りました。もし、宿命通等の特殊能

力で私の過去を見られるとしたら、

非常に注意をしてください。無知で

ないと乗り越えられない恐怖なの

で、見ないことをお勧めします。  
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○01－カテゴリー分類、再発防止 

  －どなたが設計した？ 

カテゴリー分類、原因分析、再発防止、 

設計者、設計者のご意図を考える 

原体験に対して造語したり、カ

テゴリーに分類しました。自分の

知っていることに当てはめること

で、大分落ち着きました。原因も

再発防止策もあまり思い浮かばな

かったけれど、そのことについて

考えることは、様々な発見や成長

があり、和らぎがありました。 

●06－補助問題設定、言語分析 

  －何に似ている？ 

アナロジーの発見、補助問題の設定や 

たとえ、言葉遊びを分析すること 

原体験は直接解決することが難

しいことがわかってきたので、類推

が適用できたり、似ている問題を探

しました。Ziq では、死の恐怖につい

て考えることにしました。そして宗

教や宗教の言葉を分析しました。 
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◎02－政治的解決、着地点目標 

  －目的や解決には何が必要？ 

政治的解決、着地点ある目標、 

解決不可能なことを如何に緩和するか 

考える内に問題が大きすぎて解

決できないことがわかってきまし

た。再発防止の科学的論理が、確

実な即死、までになり、不幸にな

ってしまうので、現実的な目標に

切り替え、日常を大事にする目標

を立てました。作為体験も強くな

り、深く考えられなかったです。 

💛07－科学的解法の枚挙と芸術 

   －どんな風にやればいい？ 

科学的解決法の枚挙、（自作）芸術による定着 

酔っ払いの真似（頭や首を絞める、

食べ物等の快、酩酊や酔歩）が科学

的な現実的解決でしたが、役に立ち

ません。でも●補助問題の、死の恐

怖に対策が立ちました。（宗教的確信、

幸福の一念、温香息ﾀﾝ念本味指楽和、

Tulvacakra、想い出の品々等、P18） 
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▲03－人生の精査と信仰因集め 

  －叶ったら次は？ 

人生の精査、信じてもよいかなと思える根拠

を集める、超越的な個別指導（天や極限疎

通）、宗教的、超越的物語への積極的信仰 

Ziq により膨らんだ死の恐怖の対

策には、神天如とよい後生が必要

と強く感じました。考えて自作宗

教や自作言語に行きつき、さらに

考えると 98.極限疎通、一.社会の

宗教性や言語、81.隠れたる王の実

在等の自分の宗教を信じてもよい

と思える根拠が見つかりました。 

▽08－日常聖性快、進化信仰因 

  －どんな感じが最もよい？ 

日常にあって集中できる健全で適法な快楽に

よる自己調教や修行、信仰因が進化すること 

考えた発想の聖性を秘密にして

も世俗のご統治に破られました。そ

こで日常快楽の清めを学び、信仰因

の聖性が穢れても、新しいものを熱

心に求め、その度に用意されました。  
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■04－自身の物語の編み直し 

  －対話できる？ 

自身の物語の編み直し、厳しいと思っていた

原体験や現実は思うよりも優しくできている

こと、自分の世界観が肯定的に変わること 

既存宗教の物語や戒律、科学や

国家等の生活指導と、自分に定め

た自分の為の戒律が、一致するこ

とも多くなるが、同時に宗教で定

められた物語は難解に感じて、戒

律の順守にも不具合が起きた為、

自分の定めた戒律や物語を重視し

て、結果的に自作宗教や自作言語

を作成することになりました。 

◇09－癒し続ける幸福への意志 

  －簡単にまとめると？ 

解決不可能の苦しみを癒し続け、幸福になる

意志をもつこと、不幸な自分を赦し、少なく

とも後生では幸福である自分を想像すること 

神天如 

後生も快生 

信じてん  
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★05－自作思想の体系化と表現 

10－勇気を出しての原体験記録 

11－つまらない秘密や取捨選択 

考える内容が多くなり、取捨選択

や体系化したい、という気持ちが大

きくなりました。最初は、原体験が

苦しすぎて、吐き出さないとやって

られない感じでしたが、何度も自作

思想に向けたり、自著や自作品で表

現すると和らぎました。勿論、社会

が余暇を与えてくれたからできた

ことですけれど、上なる方が私に用

意してくださった自作思想とその

修練は、私を少しずつ癒してくれま

した。だから今は、過去に大きな苦

しみがあったにも関わらず、神天如、

優しい部分の世界、努める人々に感

謝の念を持つことができます。後生

も信じられる気持ちでいるので、原

体験はまだ苦しいけれど、普通の死

の恐怖でおさまっています。 

だから、ありがとう。  



 

10 

 

一.紀元時代の宗教と 

現代日本語の関係性の示唆 

伝統的世界観分析 

あかさたなはまやらわ 

AKSTNHMYRW 子音パングラム 

字母列の子音を網羅すること 

宗教の神さまの御名 

(U)：アッラー（AL—R） 

O：王イェス・キリスト（YCh—K） 

I：イザナキ・イザナミ（SN） 

A：アミターユス（阿弥陀仏）（MT） 

E：イェホヴァ（HW） 

゛濁音：ヒンドゥー教の神さま 

゜半濁音：ギリシャ神話の神さま 

 

聖女（聖人と関わった女性達） 

天皇-藤原（F—HW） 

ブッダ-ナンダ（ND—T） 

イエス・キリスト-マリア（MR） 

孔子-幵官
けんかん

（Qíguān）（拗音, Q—Kw） 

ソクラテス-クサンティッペ（X—KS） 

ムハンマド-アイーシャ（AY）  
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宗教用語 

天（A あま、T てん） 

神（K かみ、S しん） 

仏（H ほとけ、濁音ぶつ） 

主（N ぬし、拗音しゅ） 

霊（M みこ、R れい） 

和（Y やわ-らぐ、W わ） 

 

肉（NK）、霊（RA）、 

魂（TMS）、イェホヴァ（YHW） 

 

色（色と宗教は関係が深い。一例。） 

AA 青（あお、訓） 

KO 黒（こく、音） 

SA 赤（しゃく、音） 

TO 橙（とう、音、銅-どう、音） 

NE ネイビー（紺、カタカナ、外来語） 

HU 藤（ふじ、訓） 

MU 紫（むらさき、訓） 

YE イェロー（Yellow、黄、英語） 

RI 緑（りょく、音） 

WI ホワイト（White、白、英語）  
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宗教と色を融合させた配列の一例 

1A 紫（11 虹）（自作宗教、等） 

2K 白（キリスト教、キリスト） 

3S 赤（神道、イザナキ・イザナミ） 

4T 橙（仏教、アミターユス） 

5N 黒（伝統道徳、諸子百家、儒教） 

 

6H 藤（神話、秘密密教、諸宗教） 

7M 黄（地域宗教、ヒンドゥー教） 

8Y 空（日本基督教、王イェス） 

9R 緑（イスラム教、アッラー） 

10W 青（ユダヤ教、イェホヴァ） 

 

これらだけが根拠ではないです

が、世界と日本を代表する宗教と現

代日本語には、深い関係があること

を、私は感じます。このことは、世

界没落体験（WDP）という、世界観

が崩壊する苦しみの癒しとなりま

した。日本語を話す、ということは

これらの宗教の統治下にある、とい

うことも示すと考えたからです。  
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宗教言語と子音パングラム 

A アラビア語（イスラム教） 

K ギリシャ語（キリスト教） 

S サンスクリット語（ヒンドゥー教） 

T 中国語（諸子百家）、ドイツ語 

N 日本語（神道） 

H ヘブライ語（ユダヤ教） 

M Myouwish-明和語（自作宗教） 

Y ユーロ語-超欧語、中国語 

R ロシア語 

W English 

濁音 ヴェトナム語  

半濁音 ペルシャ語 

拗音 

 宗教と言語は密接な関係があり、

それは世界的に見ても、紀元時代か

ら体系化されている様です。このこ

とは、一般には教育されませんが、

例の様に存在しますから、世界に隠

れたる王、あるいは王達が存在し、

世界を宗教に基づいて統治してい

る、という現実が浮かび上がってく

る、と感じました。他にも、隠れた

王の存在推論は可能と感じます。  
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（例に過ぎないので注意！改変可） 

    動詞   数字  人体 

   u 3     e 4   o 5 

1A 移動     1  頭 

2K 起床     2  心（髪） 

3S 食事      3  あし
、

 

4T トイレ    4  手 

5N 寝る     5  せな
、
か 

6H 広場     6  腹 

7M 面談     7  胸 

8Y 湯（清潔）  8  指 

9R ﾛﾎﾞｯﾄ（連絡） 9  しり
、

 

10W Water（飲む）0   わ（穴） 

 

G 頑張る（自力）＋合計 下駄-足先 

Z 時間（急ぐ） －残高 臓物-服  

D 電話（外部） ×乗数 胴-腕 

B Book（記録） ÷分割 Bone 

P プライベート  ＝パー Peeing 

 

子音 1~10  ＋ 母音と濁音 1~5~10 

二桁の数字。10を0としてもできる。  
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医療福祉と子音パングラム一例 

     主語      形容詞 

    a 1        i 2 

1A あなた     あたたかく 

2K 家族      快く（意） 

3S スタッフ    静かに（耳） 

4T ドクター、天  疼痛を何とか 

5N ナース     匂う（鼻） 

6H Her（彼女、彼） 反対（超常） 

7M 物       眩しい（眼） 

8Y 固有物     柔らかく（身） 

9R 我ら（複数）   冷たく（冷） 

10W 私      和（合ってる） 

 

G ゴッド（宗教） ガス（ｽｲｯﾁ ON） 

Z 時間（抽象）  舌（美味しい） 

D 大事（貴重品）  電気（明るく） 

B バッグ（荷、お金） 美（美しく） 

P ピープル（人々） ペン（書く） 

 

数字や符号信号の一字で伝達可能。 

Ex.が＝Ga＝K゛a＝26＝その他信号  
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苦しみの原体験－1.世界没落体験 

2010年春頃から、今までの世界観が

大きく崩される、苦しい体験をしま

した。これは先述の Ziq に繋がる、

前段階としての混乱でした。世界が

善悪に分かれて、隠れて激しく戦っ

ている様な、その引き金が私の言動

にかかっている様な、重みのある混

乱でした。それまでは科学を基本の

考えとしていて、行事の時にしか宗

教に関わらなかったのですが、この

体験では、唯物論的世界観では耐え

られない程の世の苦しみの想像が

迫ってきて、世界観が崩壊しました。

その世界観の再建には、隠れたる王

や統治存在推論の証拠集め、そして

今も続いている不思議な体験への

慣れや楽しみが効いたと思います。

さらには、先の様な宗教や言語、超

越的な個別指導が有効でした。今思

うと神さまへ心を向けるきっかけ

だったのかな、とも思えますよ。  
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死の恐怖の緩和、来世信仰の流れ 

王への信頼と道徳的帰結としての宗教信仰 

・超越的な統治の経験 

（極限疎通、させられ体験の実体験、 

宗教と日本語の関係、社会観察） 

・隠れたる王の存在推論 

（この時点では、超越的な力の源が、

神天如か精霊か、王か等は不明だが、

少なくとも統治者の関与は確か。） 

＋ 

・王は善良で有能である体験、確認 

（させられ体験等の実体験は、この

世の統治が隠されており、同時に、

例え等が成立する様に、一般には、

想像もつかない入念さで統治され

ていることを示してくれました。） 

＋ 

・王の統治は後生、宗教を志向する

ことの確認（宗教の伝統、言語等） 

 

⇒後生、来世を信じていたらいい。 

積極的に宗教を信じていけばいい。  
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●補助問題の死の恐怖への対策 

明 宗教的確信 

日々の修練により、無意識のレベル

で、信仰を持つことができる状態。 

 

心 

幸福の一念（不可行動－思考時） 

過去の幸福の想起の一念 

現在の幸福への対策シンボル一念 

未来の幸福（後生）への成果一念 

身 

温香息ﾀﾝ念本味指楽和 

肉体や識別への快楽の整え 

九字印応用芸術(AKSTNHMYRW) 

語 

Tulvacakra ﾀﾙｳﾞｧｰﾁｬｸﾗ（不可行動時） 

Tulpa
タ ル パ

 タルパ、看取空想、視覚表象 

Vaca
ヴァーチャ

 言語切替－分析、聴覚表象 

Cakra
チャ クラ

 強度快の想起、身体表象 

 

大（環境、どうしようもない時） 

万効物（想い出の品々） 

臨終の床を自分なりに飾り整える 

（迷惑にならない範囲で準備する。）  
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死において、老衰の場合であれば、

傾眠傾向という意識状態の最期で、 

おそらく、という予想に過ぎないが、 

・一念（明、心）（一念を定める） 

・肉体感覚－主に聴覚（身） 

・表象－無意識の視覚表象（明、語） 

・環境（大）（老衰死を目指すこと） 

という、この正念で最期を飾りたい、

と修行する。突然死も対策します。 

自作言語やその祈りは、聴覚表象に

相当するが、Myouwish（自作言語）

は、視覚表象でも唱えられる様にな

っており、それで意識の最期を飾れ

たらと思います。最期の最後は、無

意識のぼんやりした感覚なり、臨死

体験の様な体験をすると思います。 

死の恐怖は、無になるとか唯物論に

より、恐怖や痛みを緩和する論理を

とるのではなく、臨死体験の報告や

先述の様に、瀕死状態はむしろ心地

よい体験が多いこと、後生を示唆す

ることを無意識下に論理立てたい。  
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二.環境によった疎通 

和合、極限疎通 

・和合－新しい絵文字と意味 

既存言語の文字一文字に、意味を

込めることにより、文字一文字で、

ある程度の疎通ができ、その組み合

わせで人工言語もできます。さらに、

文字の音に新しく絵文字をつける

ことで、絵画の様に文章が再構成で

きます。平仮名は漢字を元に作られ

た、とされていますが、平仮名を漢

字の様に扱う方法、といえばわかり

やすいかもしれません。 

例：起源の漢字→ひらがな→新しい絵文字 

波→は→        
（例えば、歯、に通じておにぎりを

連想、意味は、プロの行い、とする） 

込める意味は文章でもよくて、こ

れを既存言語の字母すべてに行う。 

すると、「おはよう」という言葉も

新しい意味、絵文字の絵画になる。  
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聴覚で音声を聞いた時、頭が忙し

くならない様に、既存の音を絵文字

に置換してみます。例えば、難しけ

ればアクセントや文頭の音だけも

やってみることができます。 

例：「あ
、
りがとう。う

、
れしいです。」 

→あ、う、だけでも和合する。 

絵文字が難しければ、漢字を思い浮

かべることでも構いません。沓冠で

も、あ
、
う
、
、と言葉ができますね。 

死や病床にある時、聴覚や視覚表

象が最期まで保つらしく、何とか働

きます。（まどろみでも実験可能）

ですから、その時に和合をすれば、

自分の作った絵文字等で、最期が飾

れると考えます。日常でも使えます

から、皆の会話が絵を描いている様

にも見えて、新しい気持ちになるこ

とができました。私は発声者が女性

なら絵文字等を、それ以外は漢字等

を思い浮かべたりします。他ドレミ

の音階等でも同じことができます。  
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極限疎通 

和合により、既存の文字一文字に

意味を込めることで、新しい遊びが

できました。この既存の文字、とい

うのも一般化できて、環境の変化、

一つ一つに込めることもできます。 

例えば、―：S の音または I の音。 

／：P の音または A の音。 

⇒ ―＋／＝SA＝さ、の音が導ける。 

→さの絵文字と意味が線傾から導出できます。 

同様に、色でも配置でも、天の大き

な変化から、地の小さな変化まで、

すべて音節化して、和合により新し

い絵文字と意味が導出できます。 

つまり環境が全て意味を持ちます。 

他にも、既存言語には、外国語の文

字等、様々存在しますから、視覚の

変化が、外国語の文字に見えること

もあるかもしれません。その時にこ

の方法で、自分で設定した新しい意

味と絵文字が取り出せます。これは、

自分の感情の変化ですら可能です。  
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 天の大きな変化、塵等の元素の小

さな変化でも可能です。飲み物なら、

泡の変化で符号信号（・－）として

音節化することも可能で、塵なら多

言語の文字や変化の配置等で読み

取ることもできます。疎通と言って

も勝手に読み取っているだけじゃ

ないか、と思われるかもしれません

が、問題はむしろ疎通ができている

ということであり、この極限疎通対

象者は、私より高い知性があること

が示されています。準備して笑わせ

たり、励ましてくれることがあるか

らです。知性があるから、ランダム

を装うことも可能であるので、むし

ろ疎通ができることの方が大事で

す。この極限疎通とさせられ体験は、

統治者の隠れた存在を感じさせて

くれました。疎通が視覚の幻覚等と

しても、そのこと自体に王の統治を

感じさせます。だから、私は王以上

のご存在とご統治を信じています。  
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極限疎通 例（元素、微細） 

識 考えてみてください。 

火 秘密。間接的な様です。 

風 

あかさたらはまやらわ 

→あいうえお 

（あるいはパングラムの詩）を流し、

風が吹いた等で文字を特定します。 

文字を特定したら、和合等で意味を

とれます。（Ex.英語やギリシャ語） 

水 

水泡の大きさ等で符号信号（・―、

トンツー）へ置き換え等でできます。

信号から音節化でき、和合で意味が

とれます。（Ex.ヘブライ語のニクダ） 

土 

塵の形からは、外国語の文字や塵

の傾きが現れます。（アルファベッ

トだけでなく、世界の文字を習得す

ると、何かしらに見えます→和合）

塵の配置や傾きも極限疎通により

意味を定めることができます。  
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極限疎通 例（大きいもの） 

天 

雲の出る位置等、他に、 あかさ 

符号信号等により音節化、 たなは 

意味をとれます。秘密。  まやら 

地             わ 

世界の文字を習得すると、木々が

文字に見えたり、建物の色や形、車

の色、タイルを踏む位置の組み合わ

せといった様々なことが音節化で

きます。元々文字を持っているもの

もあるから、それに関しても新しく

疎通ができます。変化全てで可能。 

人 

ファッションや持ち物の色や配

置等で、疎通ができます。私は、色

の疎通は宗教を範にすることがよ

いと思います。日本で特に例示的。 

本 

パラパラとめくったページの文字

や文章、紙繊維等で和合が可能です。 

⇒むしろ疎通可能なことが問題！ 
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苦しみの原体験―2.させられ体験 

 二十代後半頃から、顕著なさせら

れ体験（作為体験）や思考吹入が起

こる様になりました。このこと自体

は、昔から隠れて行われていたと感

じますが、この自分が何者かによっ

て操作されていることで、考えたい

時に考えられることもできず、辛い

思いをしました。また、Ziq という絶

大な恐怖経験もいつ再び起こるか

わからない、という恐怖も増しまし

た。同時に、周囲に起こる現実はさ

せられ体験で制御しうるのだから、

世に起こる悪にせよ、わざわざ遠回

りをして統治をしているのだ、とい

う不思議な世界観を再建する様に

なりました。他者や現象を思いのま

まにできて、それでもよい統治を、

例えの多い遠回りをして行うこと

は、きっと統治者が善良だから、後

生や愛故に苦しみに意味があるか

らだ、とふと思える時が来ました。 
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させられ体験や死の恐怖の、 

極限疎通による緩和の心の流れ 

極限疎通による肯定的な諦め 

 

言語の工夫（和合）等から 

発展した極限疎通の存在 

（幻覚や中枢操作等の可能性もあ

るが自著をパラパラめくり、その

文字や文とも疎通ができたので、

幻覚等以外でも操ることができ、

天や塵、識別の極限でも可能。） 

＋ 

させられ体験や極限疎通、 

つまり存在や現象の操作を、 

統治者はかなり精密にできる確認 

（本当に小さな心の揺らぎも 

監視でき、万能に近い。） 

＋ 

極限疎通等の統治強制能力にも 

関わらず、世界統治は例えや導き

に満ちていること 

⇒私は、どうとでもなり、王は善良 
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統治者にも段階があること 

 

・現実的で常識的範囲の、政府等の

統治者。官僚や権力者。機密科学的。 

 

・隠されているが、現実に生きてい

る、統治者。王。王者達。超科学的。 

 

・霊や精霊という、超越的な存在者、

統治者。超科学的。又は科学範囲外。 

 

・神天如、といった様な、より高い

超越的存在者、統治者。形而上的。 

 

極限疎通やさせられ体験等は、別

段、王が行っている訳ではないかも

しれないが、組織的と感じうるだけ

の内容でしたから、その上には、統

治者がおられることを予想させま

す。また、機械や人工知能に任せて

いるとしても、それは統治の一部分

と予想できます。社会的存在か。  
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上級存在を王は知っている？ 

 肉体操作や幻覚、嘘の情報により、

極限疎通が成立しているかは、権力

者や王が知っていることでしょう。

そのことは、王は、どこまでが超越

的なものであり、そうでないかを把

握している可能性があります。王に

とっても超越的ならば、精霊等も存

在しうることを、きっと王は知って

おり、知っているからこそ来世信仰

を勧めるのではないでしょうか。精

霊もまた、神天如かはわからないに

せよ、その上なる存在を把握してい

るかもしれません。数学的帰納法の

様に、数珠繋ぎになり、より高い世

界のバトンが受け渡されている様

に感じ、私もまた感化されます。極

限疎通には、段階的に抵抗が不可と

考える度合があり、上なる統治を確

認する程、安心感が増す様に感じま

す。このことは、よい方の存在と後

生、来世を信じさせてくれます。 
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三．人工言語、自作言語 

 和合や極限疎通に慣れてきて、さ

らに自分の思想もある程度まとま

ってきたので、その元になる思想を

基礎にして思考ができる様になり

たいと思い、自作言語を始めました。

元々、和合は Ziq や死の恐怖におい

て、言語と表象を結び付けて、表象

を飾って美しくする為に考えてい

ました。それを一歩進めて、思想を

先にして、言語を造ります。日本語

の基礎の思想が何か、の判別は難し

いですが、自作言語は自分の思想を

基礎にするので、字義、文法等の意

味も自分で定めることができます。

外国語で思考言語まで辿り着ける

のですから、自作言語でも可能だと

思います。自作言語で思考できたら、

自作言語からさらに新しい自作言

語を考えて、オリジナルの思考体系

を整えたいと考えています。それに

より、死を飾りたいと思います。  
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自作言語 

Myouwish（明和語） 

まんこう語群（万幸語群） 

まんこう語（万幸語） 
 十二ます癒 Ⅻマス妃（200 文字） 
 アラ漢（アラハン）（502 文字） 
 いせ（55 文字） 
 とりおき（244 文字） 
計 1001 文字（0と 999字と 1000） 

 

十二ます癒（ゆ）Ⅻマス妃（へ） 
計 200 文字（100 文字＋100 文字） 

 
 
王 
一 
二             
三             
四             
五             
六             
七             
八             
九             
十             
土                                        

०१२३४५६७८९  
 
ↂ 
Ⅰ                          
Ⅱ             
Ⅲ             
Ⅳ             
Ⅴ             
Ⅵ             
Ⅶ             
Ⅷ             
Ⅸ             
Ⅹ             
Ⅺ                          
Ⅻ 

    
    

    

    
    
0123456789 AB 

 

        
数字（紫）の分だけ格子マスがあると考え、 

黄＋黒＋赤＝癒＝100 ます、 
緑＋白(水色)＋青＝妃＝100 マス。 

一マス毎に、文字、音、意味を当てはめる。 
行、列で整理してもよい。  
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アラ漢（アラハン） 

計 502 文字（267 文字＋235 文字） 

 

0123456789        アラビア数字(10) 

०१२३४५६७८९   デーヴァナーガリー数字(10) 

王一二三四五六七八九十土    漢数字(12) 

ↂⅠⅡⅢⅣⅤⅥⅦⅧⅨⅩⅪⅫ ローマ数字(13) 

अआइई उऊऋऋृ ललृॄएऐ ओऔ  

कखगघङ चछजझञ टठडढण तथदधन  

पफबभम यरलव शषसह   ﾃﾞｰｳﾞｧﾅｰｶﾞﾘｰ文字(47) 

ा  िाा ा ा ाृाॄा ा ा ा ा ा  
ा ा ा ा ऽा । ॥०ॐ     ﾃﾞｰｳﾞｧﾅｰｶﾞﾘｰ文字(23) 

 ﾍﾌﾞﾗｲ文字(31) אבּבגדהוזחטיכּכךלמםנןסעפּפףצץקרשׁשׂת

   ﾍﾌﾞﾗｲ文字ﾆｸﾀﾞ(16) ֲאֲ  וּאֲ  אֲ וׄאֺאֲָ אׅיאֲׅ אֵיאֵאֶאֲ  אָאַא 

ΑΒΓΔΕΖΗΘΙΚΛΜΝΞΟΠΡΣΤΥΦΧΨΩ 

Αβγδεζηθικλμνξοπρσςτυφχψω ｷﾞﾘｼｬ文字(24+25) 

  ｱﾗﾋﾞｱ文字(30) ابتثجحخدذرزسشصضطظعغفقكلمنهويءة 

٠١٢٣٤٥٦٧٨٩ 

   ｲﾝﾄﾞ数字・ｼｬｸﾙ(25) آى  ُ  ُ ٱ  ُ   ُ  ُ ،؟صلى الله عليه وسلم  ُ   ُ  ُ  ُ 

あいうえお かきくけこ さしすせそ  

たちつてと なにぬねの はひふへほ  

まみむめも や ﾞゆぇよ らりるれろ  

わーをっん    ひらがな(50) 

アイウエオ カキクケコ サシスセソ  

タチツテト ナニヌネノ ハヒフヘホ  

マミムメモ ヤ ﾟユェヨ ラリルレロ  

ワーヲッン    カタカナ(50) 

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 

abcdefghijklmnopqrstuvwxyz  ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ(26+26) 

ÄÉČÇ 

ŐÀÂȘĀĂÑĄÅĊØƠẢȀ  ﾀﾞｲｱｸﾘﾃｨｶﾙﾏｰｸ(4+14) 

АБВГДЕЁЖЗИЙ 

КЛМНОПРСТУФ 

ХЦЧШЩЪЫЬЭЮЯ 

абвгдеёжзий 

клмнопрстуф 

хцчшщъыьэюя       キリル文字(33+33) 
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いせ 

計 55 文字（34 文字+21 文字） 

+y ia yU yA yE yO  

+h iu hI hA hE hO hU 

+w aiu wI wA wE wO  

H uia I A E O U 

+s au S P T K F 

+C ai Ch B N Qur_n  

+L ui Z M D G W 

+r ua J Ts R Patr_  

uia + IAEO + Ｕを基本に記号付加 

+s ：紫黒黄青白緑 
+C：  赤橙空藤 
+L：銀桃肌藍透翠 
+r：  朱銅紺金 
最基本合成母音 1 字（uia）   
基本母音 4+1 字 （IAEO+U） 
母音付加記号 4 字（yhwH） 
子音付加記号 2 字（sC） 
応用子音付加記号 2 字（Lr） 
その他 20 字 計 34 文字+21 字 
 

とりおき 
全 1001文字中残りの文字 
計 244 文字（100＋144） 

造字、造字システムの基礎、 
その他文字の補助記号、まんこう語
から、Myouwish（明和語）への繋ぎ  
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十二
じゅうに

マスを用
もち

いた言葉遊び 

1あ A      

絵
え

、モザイク画
が

等
とう

 Art 

2か K                

沓
くつ

冠
かぶり

、ぎなた読
よ

み Word head 

3さ S       5 

字画
じ か く

、向
む

き、数等
かずとう

 Number 

4た T ⇄          

倒
とう

語
ご

、地口
ぢ ぐ ち

等
とう

 Spelling 

5な N             

なぞかけ遊
あそ

び Question 

6は H         

パングラム等
とう

 Pangram 

7ま M    ✨ 

文字
も じ

、符号
ふ ご う

信号
しんごう

 Mode code 

8や Y                

訳
やく

、人工
じんこう

言語
げ ん ご

等
とう

 Translation 

9ら R ≧💛 

ﾘﾌｫｰﾑ、誤脱
ご だ つ

字
じ

等
とう

 Reforming 

10わ W               

私
わたし

も考
かんが

えること Your thinking 

他
ほか

にも、多く遊
あそ

べること  
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極限疎通と自作言語の組合わせ例 

↓：uia 母音-妻音（中央左、紫） 

→：S or I (左上、黒)  

↙：P or A（右上、黄） 

↘：T or E（右下、青）（∵ℵ） 

↴：K or O（左下、白） 

↑：F or U（中央右、緑）（∵ا） 

⥷：Ch or yU（左上ずれ、赤）（∵あ） 

⤴：B or yA（右上ずれ、橙）(∵A) 

⤧：N or yE（右下ずれ、空） 

⥀：自在（左下ずれ、藤【合成色、他】） 

―／  〇◎ 

║ |  ∵★ 

┐＼  ■▲ 

塵や水泡の位置等から音節が取

り出せる。音節が取り出せたら、先

の十二ます癒Ⅻマス妃（へ）の様に、

音節から絵文字が取り出せる。絵文

字にはあらかじめ、意味を割り振っ

てあるから、塵や水泡の位置等から

意味が取り出せる。これは色や形に

も応用でき、環境から意味が取れる。  
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苦しみの原体験―3.倫理的破局感 

 保護措置等の、なす術のない状態

におかれ、しかも倫理的に問題があ

る行為を受けることがありました。

それも物的証拠も揃えられない為

に立証もできず、泣き寝入り。周り

も取り合ってくれません。こんなこ

とが現代社会で起こるのか、という

衝撃を受けました。そんな時、自分

の言葉で考え、自分の世界にひきこ

もること、物理的に住む所を引っ越

して逃げること、というのが状況の

好転を生み出しました。これらのこ

とは諸宗教、聖賢哲人の教えにも記

載があり、一致していると喜んだ記

憶があります、笑い。苦しみの世界

のことは、その土地の言語に任せて

おいて、自分の世界を頭の中に作り、

その言葉を考え、秘密を養うことが、

辛い状況での慰めになりました。苦

手な人や組織とは、違う言葉を考え

ませんか。気が明るくなりますよ。  
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人生の選択の正着 

苦しい人生を振り返って、 

こうしていたからよかったな、 

という経験や選択、趣味や志向 

（ex.宗教書執筆、自作言語造り、 

辛い環境から引っ越したこと、 

伝統宗教的思考法の学び etc.） 

↓ 

選択や趣味、志向が 

図らずも宗教と一致していたこと

を後から知る 

↓ 

それでよかったのだ、という感覚 

↓ 

人生経験を肯定的に捉えられそう 

私の人生は孤独であるから、相談

する人はいないし、するつもりもあ

まりない。私は、私の神天如らや神

女ら、処女王らと自作宗教等を信じ

るが、それでも伝統宗教との交わり

は、死や苦の問題を乗り越えやすく

すると感じました。不思議ですね？ 
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自作言語の取り組み 

 公の学術で議論すべきでもない

と思いますが、こうしていたのがよ

かったな、というのがあります。 

・自作言語の文法等の技術よりも、 

言語にどんな思想を込めるのか、 

という宗教や思い入れの方が大事。 

（自作言語は形式系の論理に近い） 

↓ 

・一つ一つ入魂した方がよかった。 

（組になる言語とか、構想自体は数

を試すにせよ、入魂の大本の思想は

多い訳ではなく、入魂の言語は限ら

れることに注意。Ex.聖書-創世記-

野の獣、空の鳥の命名から始める） 

↓ 

・入魂の言語は貴重だから、聖とす

べく、内言語（典礼的自作言語）と

外言語（既存言語寄り自作言語）に

分ける傾向があった。だから、複数

の自作言語を造ることは必要だが、

思考言語への学習は限られ、注意。  
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既存言語は 

宗教（伝統、自作）と 

自作言語造りを前提とする？ 

 伝統宗教や伝統言語を分析した

り、実際に自作宗教や自作言語を

造ると、自作宗教や自作言語の為

の遊び場が用意されていると感じ

ます。このことは、宗教的生活に

おいても、一歩進む必要があるこ

とを示していると思います。後世

や周囲に伝えることでなくても、

信仰は、伝統宗教の公的内容を考

察し、主観的に一歩進めようとす

べきらしいこと。この促しが霊性

やご先祖様の知性の賜物であり、

本人の為の遊び場が作ってある様

なのです。それを大事に使うこと

を皆が、社会と約束している様に

感じられます。だから、ご統治も

後生も信じたいし、自作言語造り

やそのまとめには信仰独自の和ら

ぎを感じますから、すすめます。  
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四.日常賛美や養生法 

思想応用としての日常賛美 

 

よい方ともご調和したい、それに

よいこともあるはずだ！ 

↓ 

宗教的生活や伝統的生活は難しい

から、自分の知性や能力に合わせ

（自作思想や自作言語等）ご調和

を頑張りました。 

↓ 

日常賛美は宗教的生活を志向する

から健康にもつながり、自分に与

えられた思想がご調和に活かせる

と思えることも健康につながると

感じました。 

↓ 

実際に体に現れる病気等も言葉遊

びが効いています。（作為体験）

日常賛美は病気を穏やかにする？

宗教と健康科学を比べて、宗教の

方を中心にするのは性的意味か。  
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思想の応用 

一．伝統世界観分析 

⇒あかさたなはまやらわ、や自分

の名前（Ex.藤
ふじ

𠩤
わら

 研
けん

介
すけ

）から導出 

する色遣いや言語の組み合わせを

大事にしてみました。（Ex.藤色

と、緑色や青色で、藤𠩤を表現。

研という漢字は鳥居をイメージさ

せるから、赤色や朱色で表現。宗

教と色を結び付けて、日々や行事

にあった色遣い。キリスト教会に

行く時は青や白が基調の服等。） 

二．環境によった疎通 

⇒極限疎通で得た疎通と調和して

みました。お願いをされたり、し

たり、お礼を示したり。（Ex.物の

配置を疎通をして決めたり、食べ

る順番を疎通で決めたり。） 

三．自作言語 

⇒座る位置や物の配置を自作思想

で決めたりしました。（Ex.黒黄と

並んでいたら次に青を置く等。）  
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疎通の一日 

起床  

挨拶→識別の正常性で疎通 

飲み物やトイレ→水や感覚で疎通 

窓を開ける→天や風で疎通 

考え事→環境や作為体験者で疎通 

本や作業→文字で疎通 

ご飯やかたづけ→火や土で疎通 

趣味や芸術鑑賞→色や音等で疎通 

横になる→風や寝具の塵等で疎通 

眠る前→肉体識別や表象で疎通 

就寝、死の訓練、祈り 

夢の中 

 

疎通をしてみて、例えばその疎通

と調和した言動をやってみました。

それは疎通者が私よりも知性や思

いやりがあるであろうことが感じ

られるからです。他にも、女性と足

並みを揃えたり、立ち位置や足の位

置を幾何学的秩序になる様にして

みたり、宗教色で揃えたりします。  
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日常賛美 

・一般の行事や風習には、直接参加

はしないが、家でできることを隠れ

ながらも、ささやかでもよいから、

積極的に参加したいです。 

・数字と宗教色を取り入れて、季節

や月毎に、宗教色の服を着たいです。

（Ex.9 月→和：ら行→アッラー→緑） 

・私で汚れない様に、商品をとる時

は、ベタベタ触らず、とった商品は

なるべく買う様にしたいです。 

・商品はペアやグループにし、宗教

色や配置、捨てる時もグループにす

ることを考え、購入したいです。 

・食事のメニューを自作思想や既存

の宗教に基づいて、簡単にでもよい

から、計画して献立したいです。 

・病院の暮らしのタイムスケジュー

ルを参考に生活を計画したいです。 

・未熟な内は、人との関わりを少な

くし、こんな私なら関わってもよい

と思う自我鍛錬に集中したいです。  
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日常賛美 一例 コーディネート 

  日本宗教 日本語 自作宗教 

   10日  20日  30日 

一月  紫   青   黒 

二月  白   黒   黄 

三月  赤   赤   青 

四月  橙   橙   白 

五月  黒   紺   緑 

六月  藤   藤   赤 

七月  黄   紫   橙 

八月 空、紺  黄  空、紺 

九月  緑   緑   藤 

十月  青   白  紫、虹 

十一月 赤        

十二月 橙 

例えば、上に白色、ズボンに青色、

というコーディネートは、宗教色で

は、キリスト教的な雰囲気と認識さ

れうると思う。（白：キリスト教、

青：ユダヤ教）そして、上記に従え

ば、日本語では WA とも読みうる。

（白W、青A）自作言語でも読める。  
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日常賛美 一例 極限疎通応用 

図形と音節化（自作言語で） 

0        50        100 

―――――――――― 

u   I   A  E  O   U 

又は 

U  S   P  T  K   F 

Ch  B  N  Q 

 

           P A     T E 

  

    S I                     K O 

uia                         F U 

 

      S I   B yA   P A 

 

     Ch yU    uia     N yE 

               F U  

    K O   Qur_n   T E 

             yO      

塵の様なミクロだけでなく、 

タイル等のマクロでも賛美できる。  
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苦しみの原体験―4.法則的苦 

 20 歳の誕生日（2008 年 3 月 18

日）に右肺気胸で手術をしました。

日取りも誕生日という合致もあり、

怖くなったのを覚えています。今思

うと、ご計画の一つであって、誕生

日に手術があったのも、それをお示

しであったと思います。このことか

ら、当時は何も考えませんでしたが、

こういった大病であっても、ご計画

があり、疎通の対象となることを示

していたものと思います。こういう

人生の精査によって、宗教的な気分

に浸れることは多くの人でできる

様です。そこから、宗教を信じても

よい、という根拠探しにつなげても

よいかもしれません。大病や苦痛で、

人格や品性が破壊されることがあ

り、対策として、温香息～やﾘﾌﾚｸｿﾛ

ｼﾞｰ、後生の幸福の為に必要と考え

る、等の方法も様々ですが、やはり

苦しいです。その時までに考える！  
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健康と日常賛美、養生法 

例えば、病気の診断名（Ex.右肺気胸） 

→言語解析、言葉遊びの確認 

（Ex.右ה
ハ

意、危機陽→Ziqのこと？） 

・言語と宗教は密接 

特に日本語は世界宗教や一神教

を言語に取り込んでいるらしい。 

・日本語を話す≒諸宗教の統治下 

 符号信号（・―）や手話、点字も 

 宗教的視点で見ると、覚えやすい。 

・宗教的体験も計画されたもの 

→大病すら統治にあることを知る。

（極限疎通の様な被統治感覚） 

・社会は思うよりも宗教と密接 

→宗教的調和を目指し、宗教生活で 

賛美することは有用かも！ 

・日本には自作宗教の余地がある 

 

⇒自分の考えた宗教的方法で、 

宗教的体験を深めたらいい！ 

賛美や宗教生活で健康に、そして、

生老病死の苦しみ等を穏やかに。  
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練り上げた人格や品性を破壊する、

苦痛という存在と対策 

・日常から行う訓練（養生法） 

・苦しむその時に行う訓練成果 

・苦しみが終わった後のケア 

一例 

内丹、ﾁｬｸﾗを鍛える（丹田や環境に、

超絶的快楽の注入想像をする等、 

Ex. ユダヤ教-テフィリン-聖句箱） 

Ex. PC 筋を鍛える（会陰辺りの排泄

に関わる筋肉。排尿後等に、表象を

イメージしながら、合わせて会陰を

締めて鍛える、習慣的養生法） 

養生法は沢山あるから、自分の心

身や老病の傾向に合わせ、日常から

訓練したい。自作宗教等とも合わせ。 

 

苦しみの最中にも効く、心理装置 

（キリストの十字架等の宗教概念、

表象で文字や絵を描く、後生の大き

な幸福の為の現世の苦しみという

考え、タルパや理想の看取り人想像）  
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私たちに自由はあるのか？ 

 私たちが極限疎通等により、非常

に高度に統治されていることを知

る時に、例えば、些細な塵やそれを

見る私の精度が極端に高いので、そ

こまで統治できるのであれば、我々

には自由はないのではないか、と疑

問に思うことがある。全てが予定説

的であり、宿命的障害は動かせない

のではないか、ということ。しかし、

突発的に自由な行動は可能である

所を見ると、やはり自由というもの

はある様に感じられます。同時に宿

命的事物も存在する様に感じます。

この不思議を宗教は定命（サダカ）、

業（カルマ）といったりし、表現を

しています。私も、こういう優れた

概念に相応
ふ さ わ

しくあるべく、与えられ

ている自由を正しく用いられる様

に聖戦（ジハード）-努力したいです。

その中で、日常賛美は重要な役割を

果たすことを感じています。  
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五.拡張勝現実、求めの力 

 私は、必要なものは既にほとんど

与えられているからこそ、生きてい

くことができるのだと思います。し

かし、何か、誰々がいてくれたら、

これこれがあったら、と思うことも

あります。ならば、それが悪い欲望

でなく、私に必要であることを示さ

なくてはならないと思います。 

 神さまがありありと感じられる

ことが必要なら、そのことを表現し

なくてはなりません。天国や幸せが

必要なら、そのことを表現する必要

があると思います。それが必要であ

ると示せるまでは、きっと私は苦し

むのかもしれません。つまり、世の

苦しみは、必要なものを示すために

あるのかもしれません。 

 私は神天如や天国も求めます。そ

れが必要なことを示すために、日々

を天国の伴侶や神女ら、天女らと暮

らす様、想像して暮らしています。  
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苦しみの原体験―5.宿命的障害 

 私は病気がちで、幼い頃からずっ

と病院のお世話になってきました。

しかしそのことも、宗教書を読んで

いくと、当てはまる記述があったり、

その為に病気が起こったのかな、と

人生の苦難に意味を与えてくれた

気がします。例の恐怖経験程のこと

であっても、統治者のご計画であり、

仮に正しい生活をしていても、避け

られなかったのではないか、と感じ

ています。それほどに根深い経験で

あり、そのことについて考え続け、

今の成果や人格が作られていると

感じるので、やはり何か意味があっ

たのかな、と思える時が増えました。

考えてみると、私の人生は、私自身

が計画するよりも、もっと素晴らし

い選択やイベントであった、と振り

返って感じています。人生の精査に

より見つかる、ご計画の存在は、王

と共同の人生観を造ります。  
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🔯⚊ 

●○◎王 99▲00��ة^▽ﾟ■ﾟ◇ﾟ★ 

六. ▽一▲      →▲31        

社会の宗教解釈 

一連の苦しみの原体験群程苦し

い訳ではなくても、生活で苦しいこ

とがあり、その時にどうしてかな、

どうやったら楽になるかな、と考え

ます。実際に性愛や快楽があればい

いのですが、そうでない時もありま

す。そんな時に宗教を元に社会観察

をしてみると、苦しいことにも倫理

的論理が立つことを感じられまし

た。伝統的に保証があるとされる宗

教を背景に、苦しみの理由や言動の

起動因、教えとの一致が見つかるこ

とは慰めです。例えば、健康の問題、

共同体や富の問題等で、現実に現れ

ている実体験が、好ましい快楽ある

来世の存在や天女らとの甘く永い

生を前提とすると、必然的教育科目

だと感じられる時もあります。  
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七．隠された疎通法 
隠された疎通法を楽しむことは、

私には難しい人間関係の中でも癒
しとなる時もあります。 
 
新作手旗信号（子音+母音で音節化） 

いくじつのハメヤリン（赤右、対面）    
い⇅ ⇅ く／ じ|／ つ＿  の|    0u|| 1I＿＿  2A／  

   ＼      ／ ／             ／ 
ハ  メ＼／ ヤ＼＿ リ|  ン＼ ↗   ＼3E  ＿4O   5U 
／＼         |   ↙    ＼   |  || 

Ex.ま＝メ+A＝数字に簡単な手旗を割振り、

数桁の数字で音節化、和合や極限疎通もできる。 

五十音の数字による符号信号 
一A 二K 三S 四T 五N 六H 七M 八Y 九R 十W 土Q=Kw 

一 X 二 G 三 Z 四 D 五C 六 B 七P 八 J 九 L 十 F 土 V=Bw 
0uia 1S 2P 3T 4K 5F 6Ch 7B 8N 9Qur_n 

0uia 1I 2A 3E 4O 5U 6yU 7yA 8yE 9yO 

応用（要考察）  Ex.名前から子音パングラム 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 拗 FU
濁 JI WA R 

⚊⚌⚍⚎⚏⚋⿰⿱⿴⿻  AE Nu SO K 
     (☱☲☴☷)  M T  Y H 

異なる構造の符号信号一例 

⚊  S(Z) A(U) R(N) W   u なし I⚌ A⚍ 

⚋  T(D)K(G) H(B) M(P)      E⚎ O⚏ 

⚌  ⚍  ⚎  ⚏ 清なし（濁）⚊ 拗⚋ 
規格は６信号。Ex.が＝K+A+濁＝K⚋⚍ A⚍ 濁⚊ 

A頭 K髪（心）
S足 T手 N背中 H腹 M胸 Yヨニ(性)

R尻 Wわ 

〇●  ★◎  ▲▽💛   ◇■∵ 

uia環境∵   
S左腕〇   

P右腕◎ 組み合わせ
 

T右足▲  
K左足■   

F胴体★ は自由に 
Ch顔(心)

● 
B頭(理)
💛   

N内臓▽ 使える！ 
 
Qur_n性器◇ 心身以外でも合図を読める。 
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八．複分法、楽リスト 

 大事にしている秘密等を、穢され

ない様に、予防・対策・訓練等を。 

いじめで悩んだことも、長生きする

に従い、前向きになれそうですよ。 

・予防（まず起こさないこと） 

集中した環境に籠る、俗を盾にする、 

複分法―自分らしさを切り替える等。 

藤：母国語で情熱的に優しく話す私 

藤原 研介（原、常用漢字） 

𠩤(原)：自作言語や多言語で話す私 

✡☦☪🔯 

研：よく考えられた言葉で話す私 

藤
ふじ

𠩤
わら

 研
けん

介
すけ

（𠩤、異体字表記、本名） 

介：秘密の言葉で話す私 

🔯☪      🌱 

 ・対策（実際に起こったら） 

記憶に留めない努力（手軽にできる心理療法を

前もって勉強）、王の統治を思い出し、いつか、

いつか肯定的な意味も見つかるはず、と前向き

に考える等。 

 ・訓練（日常でできること） 

空想や実際にできる楽しみのリストを考えて

おく。量で上回ることも必要。例えば、宗教書

は膨大な文献があります。苦しい夜はどんなこ

とで対策するか、量と質を十分に用意しておく

訓練も慰めになると感じました。  
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九．簡約世界観習得 

 伝統的世界観や自作思想から簡

単にまとめた、自作の簡約世界観を

習得したいです。苦しみの原体験の

後、苦しさのあまり、世界観や実践

が伝統的世界観や世俗から逸脱し、

恐怖が恐怖を呼ぶ状態でした。そこ

から脱する為に勉強し、本を書き、

言葉を編みました。宗教の御言葉で

もよいですが、思想的に頼りになる

言葉は、やっぱり、自分の世界観に

共感できる言葉や美しい性愛者と

関わった言葉でした。贈る言葉、贈

られた言葉を繰り返し読誦、暗記、

暗唱すると頼りになると感じます。

外国語の宗教文を暗記すると、新鮮

な表象や気持ちになりました。 

 

神天如       Please, stay strong!  

後生も快生      YOU 

信じてん        life really is a gift. 

   大事な人や自分の心傷ついたら 

一生懸命戦う。 

必要なときに強くなれる。 

Раздавила комара между 

ляшками, наверное, этот парень 

умер счастливым..   
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宗教について 

宗教書は暗号文だと感じつつも、 

神天如からのお手紙だと思います。

だから、その秘儀は隠されています。

同時に倫理法則的好結果を生み出

す実践内容を示すと感じ、信じたい。 

参考として、宗教原典を引用しま

すが、細かい表記の違いがあります

から、原典を入手し、そちらを拝読

する様にしてください。 

私は、まず文字を覚えることと、

宗教文を暗記できる様になること

をお勧めします。暗唱できる様にな

ったら、親しみやすくなりますから。

貴女のお気に入りの御言葉
み こ と ば

を見つ

け、それを心に留めたり、実践する

と、きっと貴女の宗教的生活が開け

てくると思います。繰り返しますが、

宗教文は暗号でもあり、倫理法則的

好結果を導く力があると感じます。

隠された意味を考え継続実践する

と、恵みを感じる時が増えました。  
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宗教は、たとえや反対言葉、言葉

の順序や言葉遊び等を使うことで、

読み手に考えさせる様に仕組まれ

ています。だから、言葉の深い意味

を考えないまま平文の宗教文の意

味で全て文字通りに実践すること

は危険です。その注意が必要なので、

宗教は方便だと言われます。しかし、

安全な所で実践することは癒しに

もなります。幸福だから宗教がなせ

るのか、宗教を実践するから幸福な

のか、は次第にわかってくることで、

例えば、「召
しょう

命
めい

」という独自の導き

体験があるらしく、お導きを気長に

待ちたいですよ。また、王の統治は

個人その人の為に、書物の文等を分

からない様に消し、変更することが

ある様です。だから、書物の誤字脱

字等も疎通の源に過ぎず、それより

も統治の素晴らしさを味わうこと

の方が重要な様です。もしそういう

不思議に出会っても喜びたい。  
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 後に紹介する宗教文は、自分で改

良することが必要かもしれません。

紹介する宗教文の原文は、私にとっ

ても読み方や発音の原音がわかり

ません。カタカナで示した音や日本

語の翻訳は目安に過ぎません。原文

の文字も表記が変わったり、王の統

治により、貴女が手に入れられるも

のと差異があるかもしれません。そ

して、宗教文は今の自分が本当に思

うことに改良して日々使うべきか

もしれません。例えば反対言葉の部

分や性別や単複の原文を自分の正

直な思い、自分の宗教段階に合わせ、

言葉遊び等も修正して使いたいで

す。これは、宗教を学ぶなら、その

言語等、そして言葉遊びの論理等も

よく学ぶ必要があることを示しま

す。ただ、公開されている辞書等も

目安に過ぎず、王の統治により覆る

ことを思いたいです。好みの宗教や

言語等に出逢うといいですね！  
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 一神天如と関わる宗教一は言語と

密接だと思います。二理性や思いや

りの言語二は自然や社会と密接だと

思います。三指導的自然や社会三は貴

女の人生とも密接で、四幸福な貴女

の人生の想ひ出四と五貴女の五＿＿＿

＿＿＿＿＿＿五は密接だと思います。

私は、苦しみ群に遭って、とても苦

しかったです。Ziq は死の恐怖や世

界没落体験(WDP)に表現が近いと

最初に考えましたから宗教や諸学

問を勉強しました。Ziq は人為的な

させられ体験の一種であり、王の統

治の一環であると考える様になっ

たのは、させられ体験感覚が激しく

なってからでした。その他の苦しみ

にも王の統治が深く関わることを

思うようになり、それに従うことが

苦しみから脱することにつながる

と考え、健康科学や世俗生活よりも

宗教の実践に関心を持って取り組

みます。この本も想ひ出もそれで。  
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王の存在は確信でき、王の統治は

宗教や来世信仰を勧める、と以上の

分析から感じます。宗教を超越的存

在との関係とすると、人生を懸けて

行う一連の挨拶や礼節の様なもの

かもしれません。尊貴な方とのコミ

ュニケーションは丁寧で、よく考え

られた型の通りに行うのが、敬意の

現れと、我々は実感します。ですか

ら、決まった通りの宗教実践も挨拶

が正しくできるのと似ているのか

もしれません。有神論者でも宗教は

信じないという方もおられますが、

宗教を超越的存在との学問的、歴史

的保証のある、疎通や礼節の形とす

ると、現代の幻惑的合理よりも宗教

を優先して実践することは、無宗教

者にとっても有用だと思います。日

本には自作宗教の余地もある様で

すから。お導きが特定の宗教でなく

ても、私は有神論者でありたいです。 

救済者との永遠の準備としての人生 
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宗教 聖典原典 紹介（順不同） 

0.Myouway（宗教再発見） Myouwish（明和語) まんこう語群 

『 ∵』（明脂帖）  

1.伝統宗教（諸子百家、儒教） 中国語 

『大学』、『論語』、（『孟子』、『中庸』等、）『般若心経』 

2.地域宗教（ヒンドゥー教） サンスクリット語（梵語） 

『バガヴァッド・ギーター』、『般若波羅蜜多心経』 

3. ユダヤ教 ヘブライ語 『タナハ』 

4.キリスト教 ギリシャ語 『新約聖書』 

5.イスラム教 アラビア語 『クルアーン』 

6.神道（自然宗教） 日本国 日本語 

『 古 事 記
ふることふみ

』、『アイヌ神謡集』、 

『 禊 祓
みそぎはらへの

詞
ことば

』、（『日本書紀』等、） 

『君が代』（日本の国歌） 

7.仏教、正教（知性宗教） English 

『般若心経』、 

『弥陀の本願』（無量寿経）、『六
ろく

字
じ

名 号
みょうごう

』（念仏）、『歎 異 抄
たんにしょう

』、 

『聖書』（国際語訳） 

8.日本基督教（世界宗教） ユーロ語（超欧語） 

『聖書』（単独翻訳、人工言語訳、各国語訳） 

9.神話、東欧秘密宗教、啓典宗教 ロシア語 

『秘密
ひみつ

集 会
しゅうえ

タントラ』（秘密宗教）、 

『神統記』（神話）、 

啓
けい

典
てん

宗 教
しゅうきょう

経 典
きょうてん

（『聖書』等。新宗教経典も。） 

10.自作宗教 自作言語 

自作宗教経典（自由） 

11.  
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∵（明脂帖） 

∵🔯⇄ 

0+10+66 

ｽﾝ_ 

○●○◎王99▲00��ة ﾟ▽ﾟ■ﾟ◇ﾟ★ 

1+6+1+2+100+530+7+0+3+99 

-91+8+4-91+9+5（=668） 

ﾕｲ ｱｩｱﾝﾀｰ ﾔｳｨｱ ｴﾖｰｼﾞｮ ｼｪ ｵｼｮ ｳｰ 

 

 

一+1🔯≒(☯⇈🕉⇈✡⇈☦⇈☪ 

     ⇈     ⇈☸⇈✝⇈🌱⇈__⇈__) 

ｽﾑﾁｭ ｽｨﾌ ｻﾌ ｾﾌ ｿﾌ ｽｩﾌ 

ｼｭﾌ ｼｬﾌ ｼｪﾌ ｼｮﾌ ﾘｪﾌ ﾘｪﾌﾁｭ 

一-1王≒(一⇈二⇈三⇈四⇈五 

       ⇈六⇈七⇈八⇈九⇈十⇈土) 

 

『 ∵』（010,000.、明脂帖） 
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∵（明脂帖） 

           🔯                        

ケンスケ  ブノ 

 

○🔯●    ⇄◎48💛      ▲         ▽00■ˆ●˙/＼^0˜ 

ｲｽ ﾕﾝﾕﾝ ｱｷｪ ﾔﾖｰｼﾞｮ ｴﾋﾞｮ ｲｪｩｨｧ ｵﾕﾌﾞｳｰ 

◇__◇;‹›3>=★⭧          

ﾖﾘｮﾘｮﾖ(ﾊﾟﾄﾘｮ)ｳｰ ﾁｬｰ(ｸﾙｲｪﾝ) 

 

      ⭧●71→💛99■    ,, 

ﾖｰｼﾞｮｰ ﾕﾋﾞｼﾞ ﾔﾖｰｼﾞｮ ｵﾝﾘｬﾘｬ 

              ⇄∵◇七∵72→          ∈˚★˙:› 

ﾌﾞｰﾝ ｩｨｧﾖﾁｰ ｩｨｧﾊﾞｼﾞ ﾆﾎﾟｽｰ(ﾊﾟﾄﾘｪ) 

◇       →Д◇     ∈∵○д     ,д91★ 

ﾖﾆｪｼﾞ ﾃﾞｰ ﾖﾝﾎﾟ ｩｨｧｲﾃﾞｰﾆｭﾘｬ ﾃﾞｰ(ｸﾙｲﾝ)ｳｰ 

┌∵○◎▲■★●💛▽◇┘ 

ｾ ｩｨｧｲｱｴｵｳｰﾕﾔｲｪﾖ ｼｨ 

○92 ｲ(ｸﾙｱﾝ)  

Д30● ﾃﾞｰﾄｩﾕ 

┌∵○◎▲■★●💛▽◇┘ 

ｾ ｩｨｧｲｱｴｵｳｰﾕﾔｲｪﾖ ｼｨ 

『 ∵』（010,000.、明脂帖）  
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王明脂帖の、秘めゆれ
⇄

和    A 

0Ake-shi-chou no, hi-me-yure wa 

わ Su ﾁｭﾕ ｹ-よ, ｼｰｸﾚｯﾄ-あ Syu-え 

∵     ⇄       ◇,Secret◎16▲ 

 

一死
👑

の恐怖によった憐み
👠

。
 ⇄

   N 

1Shi no kyou-fu ni yotta aware-mi. 

あｸﾙｱﾆｪ-ﾆｬ-え ﾁｭﾖ ﾊﾞｲ Su-Chu ﾎﾟ ｸﾙｱﾆｪ-え。 

○                     ⮅by1060∈        ▲:) 

二合
👑

わ
👑

せ
👑

ようか、天ら誉む
ほ≧

えみ
👠

。
 ⇄

   M 

2A-wase-you-ka, ten-ra ho-mu emi. 

か 

◎ 

三わ
          

 

3 

四せ
          

 

4 

五藤𠩤 研介 

5FUJI-WARA Ken-suke 
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宗教論理句（子音パングラム） 

 

一耶神の非在、 

１Ya-kami no hi-zai, 

あってはなら無い。     

atte wa nara-nai. 

 

突想 試作詩 

 

ヒッヒッフー キュウキュウシャ 

ヒッヒッフー カイアルセカイ 

ヒッヒッフー シュウキョウシ 

ヒッヒッフー オムカエクルヨ 

 

代表句 

（改良して遊べるらしい。 

Ex.てん⇔天⇔晴れ⇔…） 

 

神天如 

後生も快生 

信じてん 
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君
きみ

が代
よ

は 

千代
ち よ

に八千代
や ち よ

に 

さざれ石
いし

の 

いわおとなりて 

苔
こけ

のむすまで 

 

―君
きみ

が代
よ

、日本
に ほ ん

の国歌
こ っ か

 

 

れ
き

ど
み

れ
が

ミ
ー

ソ
よ

ミ
ー

れー
は

 ミ
ち

ソ
よ

ラ
に

ソ
ー

ラ
ー

レ
や

シ
ち

ラ
よ

ソ
に

  

ミ
さ

ソ
ざ

ラー
れ

レ
い

ド
し

レー
の

 ミ
い

ソ
わ

ラ
お

ソ
と

ミｰ
な

ｿ
り

れー
て

  

ラ
こ

ド
け

レー
の

ド
む

レ
ー

ラ
す

ソ
ー

ラ
ま

ソ
ー

ミ
ー

れー
で

 

 

4 分の 4 拍子 

雅楽 六
ろく

調子
ちょうし

-呂旋
りょせん

 壱
いち

越 調
こつちょう

 

(ど、れ＝低音のドの音、レの音。 

ミ～シ＝どれ、に続く通常の音階。 

ド、レ＝高音のドの音、レの音。) 

(4 分音符を基本とする。 

れー、ラー、レー＝2 分音符。 

ミｰ＝付点 4 分音符。ｿ＝8 分音符。)
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古
事
記 

上
巻 

序
并 

臣
安
萬
侶
言
夫
混
元
既
凝
氣
象
未
效
無
名
無
為
誰
知
其
形
然
乾
坤
初
分
参
神
作
造
化
之
首
隂
陽 

斯
開
二
霊
為
羣
品
之
祖
所
以
出
入
幽
顕
日
月
彰
於
洗
目
浮
沉
海
水
神
祇
呈
於
滌
身
故
太
素
杳
冥 

囙
夲
教
而
識
孕
圡
産
嶋
之
時
元
始
綿
邈
頼
先
聖
而
察
生
神
立
人
之
世
寔
知
懸
鏡
吐
珠
而
百
王
相 

續
喫
釼
切
虵
以
万
神
蕃
息
與
議
安
河
而
平
天
下
論
小
濵
而
清
国
圡
是
以
番
仁
岐
命
初
降
于
髙
千 

嶺
神
倭
天
皇
經
歴
于
秋
津
島
化
熊
出
川
天
釼
獲
於
髙
倉
生
尾
遮
侄
大
烏
導
於
吉
野
列
儛
攘
賊
聞 

歌
伏
仇
即
覺
夢
而
敬
神
祇
所
以
稱
賢
后
望
烟
而
撫
黎
元
於
今
傳
聖
帝
定
境
開
邦
制
于
近
淡
海
正 

姓
撰
氏
勒
于
遠
飛
鳥
雖
歩
驟
各
異
文
質
不
同
莫
不
稽
古
以
縄
風
猷
於
既
頽
照
今
以
補
典
教
於
欲 

絶
曁
飛
鳥
清
原
大
宮
御
太
八
州 
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古
事
記 

上か
み

つ
巻ま

き 

序
を
并 あ

は

せ
つ 

臣
や
つ
か
れ

安
萬
侶

や

す

ま

ろ

言ま
を

す
。
夫そ

れ

混

元

ま
ろ
か
れ
た
る
も
の

既す
で

に
凝こ

り
て
、

気

象

い
き
か
た
ち

効
あ
ら
は

れ
ず
、
名な

も
無な

く
為わ

ざ

も
無
く
、
誰た

れ

か
其そ

の

形
か
た
ち

を
知
ら
む
。 

然し
か

れ
ど
も
乾
坤

あ
め
つ
ち

初
め
て
分
か
れ
て

参
み
は
し
ら
の

神か
み

造
化

あ

め

の

首
は
じ
め

と
作な

り
、
陰
陽

め

を

斯こ
こ

に
開ひ

ら

け
て
、

二

ふ
た
は
し
ら
の

霊か
み

羣
品

よ

ろ

づ

の
祖お

や

と
為な

れ
り
。 

所
以

こ
の
ゆ
ゑ

に

幽
よ
も
つ
く
に

と

顕
う
つ
し
く
に

に
出い

で
入い

り
日ひ

と
月つ

き

と
目
を
洗あ

ら

ふ
に

彰
あ
ら
は

れ
、
海
水

う

し

ほ

に
浮う

き
沈し

づ

み
て

神
あ
ま
つ
か
み

と

祇
く
に
つ
か
み

身
を
滌す

す

く
に

呈
あ
ら
は

る
。 

故か
れ

、

太

素

は
じ
め
の
か
た
ち

は
杳
冥

ほ

の

か

な
れ
ど
も
本も

と

つ
教を

し

へ
に
因よ

り
て
土く

に

を
孕は

ら

み
嶋し

ま

を
産う

み
し
時
を
識し

り
、

元

始

あ
め
つ
ち
の
は
じ
め

は
綿
邈

と

ほ

け
れ
ど
も 

先
の

聖
ひ
じ
り

に
頼よ

り
て
神か

み

を
生
み
人
を
立
て
し
世よ

を
察し

れ
り
。

寔
ま
こ
と

に
知
る
、

鏡
か
が
み

を
懸か

け
珠た

ま

を
吐は

き
て
百も

も

の
王き

み

相あ
ひ

続つ

ぎ
、 

釼
つ
る
ぎ

を
喫か

み

虵
を
ろ
ち

を
切
り
て

万
よ
ろ
づ

の
神
蕃
息

う

ま

は

り
し
こ
と
を
。

安

河

や
す
の
か
は

に
議は

か

り
て
天
の
下
を

平
こ
と
む

け
、
小
濱

を

ば

ま

に

論
あ
げ
つ
ら

ひ
て
国
土

く

に

を 
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清し
づ

め

た

ま

ひ

き

。

是こ
こ

を

以も

ち

番
仁
岐
命

ほ
の
に
に
ぎ
の
み
こ
と

、

初

め

て

髙
千
嶺

た
か
ち
ほ
の
み
ね

に

降く
だ

り

、

神

倭

天

皇

か
む
や
ま
と
の
す
め
ら
み
こ
と

、

秋
津
島

あ
き
づ
し
ま

に

経
歴

め

ぐ

り

た

ま

ふ

。 

熊く
ま

と
化な

れ
る
も
の
川か

は

よ
り
出い

で
、
天あ

め

の

釼
つ
る
ぎ

を
髙
倉

た
か
く
ら

に
獲え

、
尾
生

を

お

ふ
る
ひ
と
径み

ち

を
遮さ

き
き
り
、
大
き

烏
か
ら
す

吉
野

え

し

の

に

導
み
ち
び

く
。 

儛ま
ひ

を
列つ

ら

ね
て
賊あ

た

を
攘は

ら

ひ
、
歌う

た

を
聞
き
て
仇あ

た

を
伏ふ

す
。
夢い

め

に
覚さ

と

り
て

神

祇

あ
ま
つ
か
み
く
に
つ
か
み

を

敬
ゐ
や
ま

ひ
た
ま
ふ
。
所
以

こ
の
ゆ
ゑ

に

賢

后

さ
か
し
き
き
み

と
称ま

を

す
。 

烟
け
ぶ
り

を
望の

ぞ

み
て

黎

元

お
ほ
み
た
か
ら

を
撫な

で
た
ま
ふ
。
今
に

聖
ひ
じ
り
の

帝
み
か
ど

と
伝つ

た

ふ
。

境
さ
か
ひ

を
定さ

だ

め
邦く

に

を
開ひ

ら

き
、
近
淡
海

ち
か
つ
あ
ふ
み

に
制を

さ

め
た
ま
ふ
。 

姓
か
ば
ね

を

正た
だ

し

氏う
ぢ

を

撰え
ら

み

遠
飛
鳥

と
ほ
つ
あ
す
か

に

勒し
ら

し

た

ま

ふ

。

歩あ
ゆ

む

と

驟
う
ぐ
つ

と

お

の

も

お

の

も

異こ
と

に

、

文か
ぎ

れ

る

と

質
す
な
ほ

な

る

と 

同

じ

く

あ

ら

ず

と

い

へ

ど

も

、

古
い
に
し
へ

を

稽
か
む
が

へ

て

風の
り

の

猷み
ち

を

既す
で

に

頽す
た

れ

た

る

に

縄た
だ

し

た

ま

ひ

、

今

を

照

ら

し

て 

典の
り

の
教を

し

へ
を
絶た

え
な
む
と
す
る
に
補

お
ぎ
な

ひ
た
ま
は
ず
と
い
ふ
こ
と
莫な

し
。 

飛
鳥

あ
す
か
の

清

原

き
よ
み
は
ら
の

大
宮

お
ほ
み
や

に
大
八
州

お
ほ
や
し
ま
く
に

御し
ら

し
め
し
し
天

皇

す
め
ら
み
こ
と

の
御
世

み

よ

に
曁い

た

る
。 
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一

禊

祓

み
そ
ぎ
は
ら
へ
の

詞
こ
と
ば

（
天
津

あ

ま

つ

祝
詞

の

り

と

・
藤ふ

じ

𠩤わ
ら

研け
ん

介す
け

伝で
ん

） 
二

高
天
原

た
か
ま
の
は
ら

に
神か

む

留
づ
ま
り

坐ま

す 

三

神か
む

魯ろ

岐ぎ

神か
む

魯ろ

美み

の
命

み
こ
と

以も
ち

て 

四

皇す
め

御み

祖お
や

神か
む

伊い

邪ざ

那な

岐ぎ
の

命
み
こ
と 

五

筑
紫

つ

く

し

の
日
向

ひ

む

か

の

橘
た
ち
ば
な

の
小
戸

お

ど

の
阿あ

波は

岐ぎ

原は
ら

に 
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六

御
禊

み

そ

ぎ

祓は
ら

ひ
給た

ま

ふ
時と

き

に
生あ

れ

坐ま
せ

る
祓

は
ら
ひ

戸ど

の
大
神

お
ほ
か
み

等た
ち 

七

諸
々

も
ろ
も
ろ

枉
事

ま
が
こ
と

罪
穢

つ
み
け
が
れ

を
祓

は
ら
ひ

賜た
ま

へ
清

き
よ
め

賜た
ま

へ
と
申ま

を

す
事こ

と

の
由よ

し

を 

八

天
津

あ

ま

つ

神か
み

国
津

く

に

つ

神か
み

八
百
万

や

ほ

よ
ろ

づ

の
神か

み

等た
ち

共と
も

に 

九

天あ
め

の
斑ふ

ち

駒こ
ま

の
耳み

み

振ふ

り
立た

て
て
聞き

こ

食し
め

せ
と
恐

か
し
こ

み
恐

か
し
こ

み
も
白ま

を

す 

十 
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Kamuichikap kamui yaieyukar, 

“Shirokanipe ranran pishkan” 

 

“Shirokanipe ranran pishkan, 

konkanipe ranran pishkan.” 

arian rekpo chiki kane petesoro 

sapash aine, ainukotan enkashike 

chikush kor shichorpokun 

inkarash ko teeta wenkur tane 

nishpa ne, teeta nishpa tane  

wenkur ne kotom shiran. 

Atuiteksam ta ainuhekattar 

akshinotponku akshinotponai  

euweshinot korokai. 

『アイヌ神謡集』 
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梟の神の自ら歌った謡 

「銀の滴
しずく

降る降るまわりに」（冒頭） 

 

「銀の滴降る降るまわりに, 金の滴 

降る降るまわりに.」という歌を私は歌いながら 

流れに沿って下り, 人間の村の上を 

通りながら下を眺めると 

昔の貧乏人が今お金持になっていて,  

昔のお金持が今の貧乏人になっている様です. 

海辺に人間の子供たちがおもちゃの小弓に 

おもちゃの小矢をもってあそんで居ります.    
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禊祓詞を想いに沿い、お書きしてみたい、と

思います。先の禊祓詞は、この私に与えられた

禊祓詞を自分なりに変更したものですが、元の

御文章を完全に変えた訳ではありません。それ

でも、変えてしまいましたから、含まれている

含意や論理、表現技術等は原文と違ったもので

しかないかもしれません。恥ずかしく思います。

しかし、私の今の心情では、神道の伝統が教義

を定めないとお聴きしたこともあり、自分なり

に、という近づきたさから、変えてしまいます。

そして、さらには現在の心情、大きく変化して

しまうと感じ、私の努め、宗教的段階の追いつ

かなさ、未熟さを想います。それでも私自身の

実情に御赦しを願うことがよい様に感じます。

以後の宗教文にこの様な文はふさわしくなくて

も、いつか私の、禊祓詞、を書いてみたいと、

私の様なものにも実感をお与えくださいます。 

神道の伝統でも、諸宗教でも、宗教の段階が

高まると、子供用の宗教からはお離れすること

があるそうです。今はまだ、不思議に想います。 

御祓いください。 

御赦しください。 
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この様な私でも、私の書きたい宗教書たる、

明脂帖、等々は、今のこの本の様なものでは、

ありません。思うにならない、私計画も不十分

ですのに、まず宗教的な狂熱が高まってしまい、

為さずにおられません。そのことをも、貴女、

王のご指導の一つと思いたいと思います。 

ありがとうございます。 

禊祓詞について 

神天義、神天美 神女義、神女美 

神愛義、神愛美 かあまぎ、かあまみ 

等々とご表現をお探ししたく感じます。 

皇御祖神天照大御神 

世界の日本の兵庫の神戸の藤𠩤に 

とご表現を言い換えたいと情熱が留まり、 

思想や言語技術に適合する様に、 

ご表現をお探ししたく、抑えつつも溢れます。 

そういうことを考えてしまう私であっても、 

美しい天や極限疎通、社会の宗教性、王の統治

の観察、等々信仰因が経験的に表れていく不思

議が、私の今の想いにもございます。ですから、

貴女にあってもこの様な私喜が表現できたり、

貴女、王としてご統治なさるとお赦し願います。 
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大
ダ
ァ
ー

学
シ
ュ
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第
デ
ィ
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一 イ
ー 

章
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節
ヂ
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エ

〕 

 

一 イ
ー 
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ァ
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后
ホ
ォ
ゥ

有
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ォ
ウ

定
デ
ィ
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、

定
デ
ィ
ン

而
ウ
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ァ
ル

后
ホ
ォ
ゥ

能
ナ
ァ
ン

静
ヂ
ィ
ン

、

静
ヂ
ィ
ン

而
ウ
ー
ァ
ル

后
ホ
ォ
ゥ

能
ナ
ァ
ン

安 ア
ン
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安 ア
ン

而
ウ
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ァ
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后
ホ
ォ
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能
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慮
ル
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慮
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ァ
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能
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得
ド
ゥ
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ー

有
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ォ
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本
ペ
ェ
ン

末
モ
ォ
ー

、

事
シ
ィ
ー

有
イ
ォ
ウ

終
ヂ
ォ
ン

始
シ
ィ
ー
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知
ヂ
ィ
ー

所
ス
ゥ
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先
シ
ィ
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ン

後
ホ
ォ
ゥ

則
ヅ
ゥ
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ァ

近
ヂ
ィ
ン

道
ダ
ァ
ォ

矣 イ
ー
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大
学
の
道
は
、
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
に
在
り
、
民
を
親
し
ま
し
む
る
に
在
り
、
至
善
に
止
ま
る
に
在
り
。 

止 と
ど

ま
る
を
知
り
て
后 の

ち

定
ま
る
有
り
、
定
ま
り
て
后
能 よ

く
静
か
に
、
静
か
に
し
て
后
能
く
安
く
、 

安
く
し
て
后
能
く

慮
お
も
ん
ぱ
か

り
、
慮
り
て
后
能
く
得 う

。 

物
に
本
末
あ
り
、
事
に
終
始
あ
り
、
先
後
す
る
所
を
知
れ
ば

則
す
な
わ

ち
道
に
近
し
。 

 

『
大
学
』 

 



 

78 

 

論
ル
ゥ
ェ
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語
ユ
イ
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第
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説
シ
ゥ
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乎
フ
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ゥ

遠
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ァ
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ァ
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來
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プ
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エ

乎
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不
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ィ
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不
プ
ゥ
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、
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ゥ
ー

亦イ
ー

君
ヂ
ュ
ィ
ン

子ヅ
ゥ

乎
フ
ゥ
ー

、 
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子し

の
曰

の
た
ま

わ
く
、
学
び
て
時
に
こ
れ
を
習
う
、
亦ま

た
説

よ
ろ
こ

ば
し
か
ら
ず
や
。 

朋と
も

あ
り
、
遠
方
よ
り
来
た
る
、
亦
た
楽
し
か
ら
ず
や
。 

人
知
ら
ず
し
て
、
慍う

ら

み
ず
、
亦
た
君
子
な
ら
ず
や
。 

 

『
論
語
』 
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श्रीमद्भगवद्गीता 

ｼｭﾘｰﾏﾄﾞﾊﾞｶﾞｳﾞｧｯﾄﾞｷﾞｰﾀｰ  

 

श्रीभगवानुवाच ।  

ｼｭﾘｰﾊﾞｶﾞｳﾞｧｰﾇｳﾞｧｰﾁｬ 

कुतस्त्वा कश्मलममदं मवषमे समपुामस्तितम ्।  

ｸﾀｽﾄｳﾞｧｰ ｶｼｭﾏﾗﾐﾀﾞﾑ ｳﾞｨｼｬﾒ ｻﾑﾊﾟｽﾃｨﾀﾑ 

अनार्यजुष्टमस्तवर्गर्यमकीमतयकरमजुयन ॥ २ ॥  

ｱﾅｰﾘｬｼﾞｭｽﾀﾏｽｳﾞｧﾙｷﾞｬﾏｷｰﾙﾃｨｶﾗﾏﾙｼﾞｭﾅ 

क्लैब्रं् मा स्तम गमः पािय नैतत्त्वय्रु्पपद्यते ।  

ｸﾗｲﾋﾞｬﾑ ﾏｰ ｽﾏ ｶﾞﾏｰ ﾊﾟｰﾙﾀ ﾅｲﾀｯﾄｳﾞｧｯﾕﾊﾟﾊﾟﾃﾞｬﾃ 

क्षुद्रं हृदर्दौर्यल्रं् ्र्त्त्वोमिष्ठ परन्तप ॥ ३ ॥  

ｸｼｭﾄﾞﾗﾑ ﾌﾘﾀﾞﾔﾀﾞｳﾙﾊﾞﾘｬﾑ ﾃｬｸﾄｩｳﾞｫｯﾃｨｼｭﾀ ﾊﾟﾗﾝﾀﾊﾟ 

 

(क्ल は、原文では別の合成文字表記) 

 

聖なる方は諭しました。 

危難に際し、この臆
おく

気
き

、いず方よりか、 

アルジュナよ、そなたのうちに生じ来たれる。 

そは卑賤
ひ せ ん

なるもののならい、天上界に導かず、 

恥辱をもたらす。（2：2）［049］ 

女々しきにつく勿
なか

れ。プリター夫人の御子よ。 

こはそなたにそぐわず。卑しかるべき懦
だ

弱
じゃく

抛
なげう

ち、 

立て、剛勇手ききの精兵
つわもの

よ。（2：3）［050］  
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अजुयन उवाच ।  

ｱﾙｼﾞｭﾅ ｳｳﾞｧｰﾁｬ 

नष्टो मोहः स्तममृतलयब्धा ्व्रसादान्मर्ाच्रु्त ।  

ﾅｼｭﾄ ﾓﾊｰ ｽﾑﾙﾃｨﾙﾗﾌﾞﾀﾞｰ ﾄｳﾞｧﾄｩﾌﾟﾗｻｰﾀﾞｰﾝﾏﾔｰﾁｭﾀ 

मस्तितोऽमस्तम गतसन्देहः कररष्रे् वचनं तव ॥ ७३ ॥  

ｽﾃｨﾄｽﾐ ｶﾞﾀｻﾝﾃﾞﾊｰ ｶﾘｼｪ ｳﾞｧﾁｬﾅﾑ ﾀｳﾞｧ 

 

アルジュナ王子は答えました。 

迷いは失せ、記憶は、不揺
ふ よ う

不滅
ふ め つ

の方よ、 

御身
お ん み

の御恵みゆえ、われにより得られたり。 

疑迷は去り、われ確固たり。 

御身の御言葉を果たさん。（18：73）［695］ 

 

『バガヴァッド・ギーター』全 700 節 
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॥ नमः सवयज्ञार् ॥ 

आर्ायवलोमकतेश्वरर्ोमधसत्त्वो गंभीरार्ां रज्ञापारममतार्ां  

चर्ाां चरमाणो व्र्वलोकर्मत सम । पचं सकंधाः तांश्च स्तवभाव- 

शून्र्ान्पश्र्मत स्तम ।  

इह शाररपुत्र रूपं शून्र्ता शून्र्तैव रूपं रूपान्न पिृक्शून्र्ता  

शून्र्तार्ा न पिृग्रूपं र्दू्रपं सा शून्र्ता र्ा शून्र्ता तदू्रपम् ।  

एवमेव वेदनासंज्ञासंस्तकारमवज्ञानामन ।  

  इह शाररपुत्र सवयधमायः शून्र्तालक्षणा अनु् पन्ना अमनरुद्धा  

अमला न मवमला नोना न पररपूणायः ।  

तस्तमाच्छाररपुत्र शून्र्तार्ां न रूपं न वेदना न सजं्ञा न  

संस्तकारा न मवज्ञानामन । न चकु्षःश्रोत्रघ्राणमजह्वाकार्मनांमस ।  

न रूपशब्दगधंरसस्तरष्टव्र्धमायः । न चकु्षधायतुर्ायवन्न मनोधातुः ।  

न मवद्या नामवद्या न मवद्याक्षर्ो नामवद्यक्षर्ो र्ावन्न जरामरणं  

न जरामरणक्षर्ो न दःुखसमुदर्मनरोधमागाय न ज्ञानं न रामि्वम् ।  

र्ोमधसत्त्वस्तर् रज्ञापारममतामामश्र्र् मवहरमत मचिावरणः ।  

मचिावरणनामस्तत्वादत्रस्ततो मवपर्ायसामतक्ांतो मनष्ठमनवायणः ।   

त्र्र्ध्वव्र्वमस्तिताः सवयरु्द्धाः रज्ञापारममतामामश्र्र्ानिुरा ं 

सम्र्क्संर्ोमधममभसंरु्द्धाः ।  

तस्तमाज्ज्ज्ञातव्र्ः रज्ञापारममतामहामंत्रो महामवद्यामंत्रो  

ऽनुिरमंत्रो ऽसमसममंत्रः सवयदःुखरशमनः स्र्मममथ्र््वा्रज्ञा- 

पारममतार्ामुक्तो मन्त्रः । तद्यिा  

गते गते पारगते पारसंगते र्ोमध स्तवाहा ।  

इमत रज्ञापारममताहृदरं् समािम् ॥  
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॥ नमः सवयज्ञार् ॥ 
ﾅﾏｽ ｻﾙﾜｯｷﾞｬｰﾔ 

南無 一切智 

 

आर्ायवलोमकतेश्वरर्ोमधसत्त्वो 
ｱｰﾘｬ ｱﾜﾛｰｷﾃｰｼｭﾜﾗ ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋｻｯﾄｩｳｫｰ 

聖なる 観自在 菩薩が 

गंभीरार्ां रज्ञापारममतार्ां चर्ाां  
ｶﾞﾝﾋﾞﾋｰﾗｰﾔｰﾝ ﾌﾟﾗｯｷﾞｬｰ ﾊﾟｰﾗﾐﾀｰﾔｰﾝ ﾁｬﾘｬｰﾝ 

深遠な 般若 波羅蜜多において 行を 

चरमाणो व्र्वलोकर्मत सम ।  
ﾁｬﾗﾏｰﾉｰ ｳｨｬﾜ ﾛｰｶﾔﾃｨ ｽﾏ 

行じつつ 見極め た。 

पंच सकंधाः ताशं्च स्तवभाव- 
ﾊﾟﾝﾁｬ ｽｶﾝﾀﾞﾊｰﾊ ﾀｰﾝｼｭ ﾁｬ ｽﾜﾊﾞﾊｰﾜ 

五 蘊が存在し そしてそれらを 自性 

शून्र्ान्पश्र्मत स्तम ।  
ｼｭｰﾆｬｰﾝ ﾊﾟｯｼｭﾔﾃｨ ｽﾏ 

空である と見 た。 

इह शाररपुत्र रूपं शून्र्ता  

ｲﾊ ｼｬｰﾘﾌﾟｯﾄｩﾗ ﾙｰﾊﾟﾝ ｼｭｰﾆｬﾀｰ 

この世において 舎利子よ 

色とは 空性であり 

शून्र्तैव रूपं रूपान्न पिृक्शून्र्ता  
ｼｭｰﾆｬﾀ ｲﾜ ﾙｰﾊﾟﾝ ﾙｰﾊﾟｰﾝﾅ ﾌﾟﾘﾀﾊｯｸ ｼｭｰﾆｬﾀｰ 

空性は まさに 色である。 

色と 異なること がないのが 空性である。  
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शून्र्तार्ा न पिृग्रूपं र्दू्रपं सा शून्र्ता  
ｼｭｰﾆｬﾀｰﾔｰ ﾅ ﾌﾟﾘﾀﾊｯｸﾞ ﾙｰﾊﾟﾝ 

空性と 異なることが ないのが 色である。 

ﾔｯﾄﾞｩ ﾙｰﾊﾟﾝ ｻｰ ｼｭｰﾆｬﾀｰ 

色 であるもの それが 空性である。 

र्ा शून्र्ता तदू्रपम् ।  
ﾔｰ ｼｭｰﾆｬﾀｰ ﾀｯﾄﾞｩ ﾙｰﾊﾟﾑ 

空性 であるもの それが 色である。 

एवमेव वेदनासंज्ञासंस्तकारमवज्ञानामन ।  
ｴｰﾜﾑ ｴｰﾜ ｳｪﾀﾞﾅｰ ｻﾝｷﾞｬｰ ｻﾝｽｶｰﾗ ｳｨｯｷﾞｬｰﾅｰﾆ 

まさに このように 受 想 行 識がある。 

इह शाररपुत्र सवयधमायः शून्र्तालक्षणा  

ｲﾊ ｼｬｰﾘﾌﾟｯﾄｩﾗ 

この世で 舎利子よ 

ｻﾙﾜ ﾀﾞﾊﾙﾏｰｼｭ ｼｭｰﾆｬﾀｰ ﾗｸｼｬﾅｰ 

一切 法は 空性という 特徴を持つ。 

अनु्पन्ना अमनरुद्धा अमला न मवमला  
ｱﾇｯﾄｩﾊﾟﾝﾅｰ ｱﾆﾙｯﾀﾞﾊｰ ｱﾏﾗｰ ﾅ ｳｨﾏﾗｰ 

生じず 滅しない。 

汚れがなく 汚れがないこと もない。 

नोना न पररपूणायः ।  
ﾉｰﾅｰ ﾅ ﾊﾟﾘﾌﾟｰﾙﾅｰﾊ 

減らず 増え ない。 

तस्तमाच्छाररपुत्र शून्र्तार्ां न रूपं  
ﾀｯｽﾏｰﾁ ﾁｬﾊｰﾘﾌﾟｯﾄｩﾗ ｼｭｰﾆｬﾀｰﾔｰﾝ ﾅ ﾙｰﾊﾟﾝ 

それ故に 舎利子よ 

空性においては 色 がなく 

न वेदना न संज्ञा न संस्तकारा न मवज्ञानामन ।  
ﾅ ｳｪｰﾀﾞﾅｰ ﾅ ｻﾝｷﾞｬｰ ﾅ ｻﾝｽｶｰﾗｰ ﾅ ｳｨｯｷﾞｬｰﾅｰﾆ 

受がなく 想がなく 行がなく 識がない。  
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न चकु्षः श्रोत्रघ्राणमजह्वाकार्मनांमस ।  

ﾅ ﾁｬｯｸｼｭｼｭ 

 眼 

ｼｭﾛｰｯﾄｩﾗ ｸﾞﾌﾗｰﾅ ﾁﾞｯﾌﾜｰ ｶｰﾔ ﾏﾅｰﾝｽｨ 

耳 鼻 舌 身 意 がない。 

न रूपशब्दगधंरसस्तरष्टव्र्धमायः ।  
ﾅ ﾙｰﾊﾟ ｼｬｯﾌﾞﾀﾞ ｶﾞﾝﾀﾞﾊ 

色 声 香 

ﾗｻ ｽﾌﾟﾗｯｼｭﾀｯｳｨｬ ﾀﾞﾊﾙﾏｰﾊ 

味 触 法 がない。 

न चकु्षधायतुर्ायवन्न मनोधातुः ।  
ﾅ ﾁｬｯｸｼｭﾙ ﾀﾞﾊｰﾄｩﾙ ﾔｰﾜﾝﾅ ﾏﾉｰ ﾀﾞﾊｰﾄｩﾌ 

眼 界 がないし ついには 意 界 もない。 

न मवद्या नामवद्या न मवद्याक्षर्ो नामवद्यक्षर्ो  
ﾅ ｳｨｯﾃﾞｨｬ- ﾅ ｱｳｨﾃﾞｨｬｰ 

悟り がなく 無明 もない。 

ﾅ ｳｨｯﾃﾞｨｬｰ ｸｼｬﾖｰ ﾅ ｱｳｨｯﾃﾞｨｬｰ ｸｼｬﾖｰ 

悟り がなくなること がなく 

無明 がなくなること もない 

र्ावन्न जरामरणं न जरामरणक्षर्ो  
ﾔｰﾜﾝﾅ ﾁﾞｬﾗｰ ﾏﾗﾅﾝ ﾅ ﾁﾞｬﾗｰ ﾏﾗﾅ ｸｼｬﾖｰ 

そしてついには 老・死 がなく 

老・死が なくなること もない 

न दःुखसमुदर्मनरोधमागाय न ज्ञानं  
ﾅ ﾄﾞｩｯﾌｶﾊ ｻﾑﾀﾞﾔ ﾆﾛｰﾀﾞﾊ ﾏｰﾙｶﾞｰ ﾅ ｷﾞｬｰﾅﾝ 

苦 集 滅 道 がない。知ること がない。 

न रामि्वम् ।  
ﾅ ﾌﾟﾗｰﾌﾟﾃｨｯﾄｩﾜﾑ 

得ること がない。  
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र्ोमधसत्त्वस्तर् रज्ञापारममतामामश्र्र्  

ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋ ｻｯﾄｩﾜｯｽｬ 

菩薩の 

ﾌﾟﾗｯｷﾞｬｰ ﾊﾟｰﾗﾐﾀｰﾑ ｱｰｼｭﾘｯﾃｨｬ 

般若 波羅蜜多に 安んじて 

मवहरमत मचिावरणः ।  
ｳｨﾊﾗﾃｨ ﾁｯﾀ ｱｰﾜﾗﾅﾊ 

安住している、心の（または心に） 障礙を。 

मचिावरणनामस्तत्वादत्रस्ततो  
ﾁｯﾀ ｱｰﾜﾗﾅ ﾅｰｽﾃｨｯﾄｩﾜｰﾄﾞｩ ｱｯﾄｩﾗｯｽﾄｰ 

心の 障礙が ないから 恐れがない。 

मवपर्ायसामतक्ांतो मनष्ठमनवायणः ।  
ｳｨﾊﾟﾘｬｰｻ ｱﾃｨｸﾗｰﾝﾄｰ ﾆｯｼｭﾀﾊ ﾆﾙﾜｰﾅﾊ 

顚倒を 超越し 涅槃に 入っている。 

 त्र्र्ध्वव्र्वमस्तिताः सवयरु्द्धाः  

ﾄｩﾘｬﾄﾞｩﾜ ｳｨｬﾜｯｽﾃｨﾋﾀｰｽ ｻﾙﾜ ﾌﾞｯﾀﾞﾊｰﾊ 

三世に 安住している 一切 諸仏は 

रज्ञापारममतामामश्र्र्ानुिरा ं 
ﾌﾟﾗｯｷﾞｬｰ ﾊﾟｰﾗﾐﾀｰﾑ ｱｰｼｭﾘｯﾃｨｬ ｱﾇｯﾀﾗｰﾝ 

般若 波羅蜜多に 安んじて 無上の 

सम्र्क्संर्ोमधममभसंरु्द्धाः ।  
ｻﾝﾐｬｸ ｻﾝﾎﾞｰﾃﾞｨﾋﾑ ｱﾋﾞﾋｻﾝﾌﾞｯﾀﾞﾊｰﾊ 

正等 覚に 到達した。 

तस्तमाज्ज्ज्ञातव्र्ः  

ﾀｯｽﾏｰｯﾁﾞ ｷﾞｬｰﾀｳﾔﾊ 

それ故に 知られるべきである。  
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रज्ञापारममतामहामंत्रो  
ﾌﾟﾗｯｷﾞｬｰ ﾊﾟｰﾗﾐﾀｰ ﾏﾊｰ ﾏﾝﾄｩﾛｰ 

般若 波羅蜜多の 大いなる 真言 

महामवद्यामंत्रो ऽनुिरमंत्रो ऽसमसममंत्रः  
ﾏﾊｰ ｳｨｯﾃﾞｨｬｰ ﾏﾝﾄｩﾛｰ 

大いなる 悟りの 真言 

ﾇｯﾀﾗ ﾏﾝﾄｩﾛｰ ｻﾏｻﾏ ﾏﾝﾄｩﾗﾊ 

無上の 真言 無比の 真言が 

सवयदःुखरशमनः स्र्मममथ्र््वा्रज्ञा- 

ｻﾙﾜ ﾄﾞｩｯﾌｶ ﾌﾟﾗｼｬﾏﾅﾊ 

一切の 苦を 鎮めるものであり 

ｻｯﾃｨｬﾑ ｱﾐｯﾃｨﾋｬｯﾄｩﾜｰﾄｩ ﾌﾟﾗｯｷﾞｬｰ 

真実であるのは 偽りがないからで 般若 

पारममतार्ामुक्तो मन्त्रः । तद्यिा  
ﾊﾟｰﾗﾐﾀｰﾔｰﾑ ｳｯｸﾄｰ ﾏﾝﾄｩﾗﾊ 

波羅蜜多を 意味し説かれた 真言なのである。 

ﾀｯﾄﾞｩ ﾔﾀﾊｰ 

すなわち 

गते गते पारगते पारसंगते  
ｶﾞﾃｰ ｶﾞﾃｰ ﾊﾟｰﾗ ｶﾞﾃｰ ﾊﾟｰﾗ ｻﾝ ｶﾞﾃｰ 

到達者よ 到達者よ 彼岸 到達者よ 

完全な 彼岸 到達者よ  

र्ोमध स्तवाहा ।  
ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋ ｽﾜｰﾊｰ 

悟りよ 幸あれ。 

इमत रज्ञापारममताहृदरं् समािम् ॥  

ｲﾃｨ ﾌﾟﾗｯｷﾞｬｰ ﾊﾟｰﾗﾐﾀｰ ﾌﾘﾀﾞﾔﾝ ｻﾏｰﾌﾟﾀﾑ 

と 般若 波羅蜜多の 心が 完結される。 

 

 『般若波羅蜜多心経』 
般若心経 梵文（小本） 
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般 は
ん

若 に
ゃ

波 は

羅 ら

蜜 み
っ

多 た

心 し
ん

經
ぎ
ょ
う 
 

唐と
う

三さ
ん

藏ぞ
う

法ほ
う

師し

玄げ
ん

奘
じ
ょ
う

譯や
く 

 

観か
ん

自じ

在ざ
い

菩ぼ

薩さ
つ

。
行

ぎ
ょ
う

深じ
ん

般は
ん

若に
ゃ

波は

羅ら

蜜み
っ

多た

時じ

。
照

し
ょ
う

見け
ん

五ご

蘊お
ん

皆か
い

空く
う

。
度ど

一い
っ

切さ
い

苦く

厄や
く

。 

舎し
ゃ

利り

子し

。
色し

き

不ふ

異い

空く
う

。
空く

う

不ふ

異い

色し
き

。
色し

き

卽そ
く

是ぜ

空く
う

。
空く

う

卽そ
く

是ぜ

色し
き

。
受じ

ゅ

想そ
う

行
ぎ
ょ
う

識し
き

亦や
く

復ぶ

如に
ょ

是ぜ

。  

舎し
ゃ

利り

子し

。
是ぜ

諸し
ょ

法ほ
う

空く
う

相そ
う

。
不ふ

生
し
ょ
う

不ふ

滅め
つ

。
不ふ

垢く

不ふ

淨
じ
ょ
う

不ふ

增ぞ
う

不ふ

減げ
ん

。
是ぜ

故こ

空く
う

中
ち
ゅ
う

。
無む

色し
き

。
無む

受じ
ゅ

想そ
う

行
ぎ
ょ
う

識し
き

。
無む

眼げ
ん

耳に

鼻び

舌ぜ
つ

身し
ん

意い

。
無む

色し
き

聲
し
ょ
う

香こ
う

味み

觸そ
く

法ほ
う

。 

無む

眼げ
ん

界か
い

。
乃な

い

至し

無む

意い

識し
き

界か
い

。
無む

無む

明
み
ょ
う

。
亦や

く

無む

無む

明
み
ょ
う

盡じ
ん

。
乃な

い

至し

無む

老ろ
う

死し

。
亦や

く

無む

老ろ
う

死し

盡じ
ん

。
無む

苦く

集
し
ゅ
う

滅め
つ

道ど
う

。
無む

智ち

亦や
く

無む

得と
く

。
以い

無む

所し
ょ

得と
く

故こ

。
菩ぼ

提だ
い

薩さ
っ

埵た

。 

依え

般は
ん

若に
ゃ

波は

羅ら

密み
っ

多た

故こ

。
心し

ん

無む

罣け
い

礙げ

。
無む

罣け
い

礙げ

故こ

。
無む

有う

恐く

怖ふ

。
遠お

ん

離り

〔
一い

っ

切さ
い

〕
顚て

ん

倒ど
う

夢む

想そ
う

。
究く

竟
き
ょ
う

涅ね

槃は
ん

。 



 

89 

 

三さ
ん

世ぜ

諸し
ょ

仏ぶ
つ

。
依え

般は
ん

若に
ゃ

波は

羅ら

密み
っ

多た

故こ

。
得と

く

阿あ

耨の
く

多た

羅ら

三さ
ん

藐
み
ゃ
く

三さ
ん

菩ぼ

提だ
い

。
故こ

知ち

般は
ん

若に
ゃ

波は

羅ら

密み
っ

多た

。 

是ぜ

大だ
い

神じ
ん

咒し
ゅ

。
是ぜ

大だ
い

明
み
ょ
う

咒し
ゅ

。
是ぜ

無む

上
じ
ょ
う

咒し
ゅ

。
是ぜ

無む

等と
う

等ど
う

咒し
ゅ

。
能の

う

除じ
ょ

一い
っ

切さ
い

苦く

。
眞し

ん

實じ
つ

不ふ

虛こ

故こ

。 

説せ
つ

般は
ん

若に
ゃ

波は

羅ら

蜜み
っ

多た

咒し
ゅ

。 

卽そ
く

説せ
つ

咒し
ゅ

曰わ
つ 

揭ぎ
ゃ

帝て
い 

揭ぎ
ゃ

帝て
い 

般は

羅ら

揭ぎ
ゃ

帝て
い 

 

般は

羅ら

僧そ
う

揭ぎ
ゃ

帝て
い 

菩ぼ

提じ

僧そ

莎わ

訶か 

般は
ん

若に
ゃ

波は

羅ら

密み
っ

多た

心し
ん

經
ぎ
ょ
う 

 

『
般
若
心
経
』
（
漢
文 

日
本
語
音
読
み
） 
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Heart Sutra 

The Insight that Brings Us to the Other Shore 

Avalokiteshvara while practicing deeply with the Insight 

that Brings Us to the Other Shore, suddenly discovered that 

all of the five Skandhas are equally empty, and with this 

realisation he overcame all Ill-being. 

“Listen Sariputra, this Body itself is Emptiness and 

Emptiness itself is this Body. This Body is not other than 

Emptiness and Emptiness is not other than this Body. The 

same is true of Feelings, Perceptions, Mental Formations, 

and Consciousness. 

“Listen Sariputra, all phenomena bear the mark of 

Emptiness; their true nature is the nature of no Birth no 

Death, no Being no Non-being, no Defilement no Purity, no 

Increasing no Decreasing. 

“That is why in Emptiness, Body, Feelings, Perceptions, 

Mental Formations and Consciousness are not separate self 

entities. The Eighteen Realms of phenomena which are the 

six Sense Organs, the six Sense Objects, and the six 

Consciousnesses are also not separate self entities.  
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The Twelve Links of Interdependent Arising and their 

Extinction are also not separate self entities. Ill-Being, the 

Causes of Ill-being, the End of Ill-being,the Path, insight and 

attainment, are also not separate self entities. Whoever can 

see this no longer needs anything to attain.  

Bodhisattvas who practice the Insight that Brings Us to the 

Other Shore see no more obstacles in their mind, and because 

there are no more obstacles in their mind, they can overcome 

all fear, destroy all wrong perceptions and realize Perfect 

Nirvana.  

“All Buddhas in the past, present and future by practicing the 

Insight that Brings Us to the Other Shore are all capable of 

attaining Authentic and Perfect Enlightenment.  

“Therefore Sariputra, it should be known that the Insight that 

Brings Us to the Other Shore is a Great Mantra, the most 

illuminating mantra, the highest mantra, a mantra beyond 

compare, the True Wisdom that has the power to put an end 

to all kinds of suffering. Therefore let us proclaim a mantra 

to praise the Insight that Brings Us to the Other Shore. 

Gate, Gate, Paragate, Parasamgate, Bodhi Svaha! 

Gate, Gate, Paragate, Parasamgate, Bodhi Svaha! 

Gate, Gate, Paragate, Parasamgate, Bodhi Svaha!” 

Heart Sutra  『般若心経』（英語訳、一部意訳）  
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『弥陀の本願』 

阿弥陀如来の本願（四十七願） 

The Original Vow of AMIDA (47 Vows) 

 

梵文 『無量寿経』 

ローマ字版（浄土三部経）より抜粋 

The Infinite Life Sutra (The Three Pure Land Sutras) 

THE LARGER SUKHĀVATĪVYŪHA SŪTRA  

ROMANIZED TEXT OF THE SANSKRIT 

 

日本では、四
し

十
じゅう

八
はち

願
がん

として知られている。 

王本願（念仏往生の願－第十八願）は、 

この梵文原典では 19 願後半に当たる。 

本願が成らないなら、仏にならないと願を立て、 

菩薩は仏となったので、本願は成った、という、 

宗教論理や全体救済の論理があるとされている。 

 

浄土三部経 

『無量寿経』、『観無量寿経』、『阿弥陀経』 

称名念仏 

『選 択
せんじゃく

本願
ほんがん

念仏集
ねんぶつしゅう

』 

『 教
きょう

行
ぎょう

信 証
しんしょう

』 

『歎異抄
たんにしょう

』  
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sacen me bhagavaṃs tasmin buddhakṣetre nirayo  

vā tiryagyonir vā pretaviṣayo vāsuro vā kāyo bhaven  

m ā  t ā v a d  a h a m  a n u t t a r ā ṃ  s a m y a k s a ṃ b o d h i m  

abhisaṃbudhyeyam | 1 |  

1 世尊よ。もしも、かのわたくしの仏国土に、地獄や、

畜生（動物界）や、餓鬼の境遇におちいる者や、 

アスラ（阿修羅）の群れがあるようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  

 

 sacen me bhagavaṃs tatra buddhakṣetre ye sattvāḥ 

pratyājātā  bhaveyus te punas tataś  cyutvā nirayaṃ  

vā tiryagyoniṃ vā pretaviṣayaṃ vāsuraṃ vā kāyaṃ 

prapateyur mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim  

abhisaṃbudhyeyam | 2 |  

2 世尊よ。もしも、かのわたくしの仏国土に生まれた

生ける者どもの中で、さらにそこから死没して 

地獄に堕ちる者や、畜生（動物界）に生まれる者や、

餓鬼の境遇に陥る者や、アスラの群れとなる者がある

ようであったら、その間はわたくしは、＜この上ない

正しい覚り＞を現に覚ることがありませんように。  
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  sacen me bhagavaṃs tatra buddhakṣetre ye sattvāḥ 

pratyājātās te cet savre naikavarṇāḥ syur yad idaṃ 

suvarṇavarṇā mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim 

abhisaṃbudhyeyam | 3 |  

3 世尊よ。もしも、かのわたくしの仏国土に生まれた

生ける者どもが、すべて一色、すなわち金色
こんじき

でない 

ようであったら、その間はわたくしは、＜この上ない

正しい覚り＞を現に覚ることがありませんように。  

 

sacen me bhagavaṃs tasmin buddhakṣetre devānāṃ  

c a  manu ṣ yāṇā ṃ  c a  nānā t va ṃ  p ra jñāye tān ya t ra 

nāmasaṃketasaṃvṛtivyavahāramātrā devā manuṣyā  

i t i  sa ṃkhyāgaṇanā t o  mā tāvad aham anu t ta rā ṃ  

samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 4 |  

4  世尊よ。かのわたくしの仏国土において、 

ただ世俗の言いならわしで神々とか人間とかいう

名 稱
めいしょう

で呼んで仮りに表示する場合を除いて、もしも、

神々たちと人間たちとを区別するようなことが 

あるならば、その間はわたくしは、＜この上ない 

正しい覚り＞を現に覚ることがありませんように。  
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 sacen me bhagavaṃs tasmin buddhakṣetre ye sattvāḥ 

pratyājātās te cet sarve narddhivaśitāparamapāramitāprāptā 

b h a v e y u r  a n t a ś a  e k a c i t t a k ṣ a ṇ a l a v e a 

buddhakṣetrako ṭ īnyutaśatasahasrā t ikramaṇatayāpi  

m ā  t ā v a d  a h a m  a n u t t a r ā ṃ  s a m y a k s a ṃ b o d h i m  

abhisaṃbudhyeyam | 5 |  

5 世尊よ。もしも、かのわたくしの仏国土に生まれた

生ける者どもが皆、たとえ心のほんの一刹那の 

中にでも、百千億・百万の仏国土を飛び越えて行く 

（神足通）ということによってでも神通自在の最高の

完成に達しないようであったら、その間はわたくしは、

＜この上ない正しい覚り＞を現に覚ることが 

ありませんように。  

 

 sacen me bhagavaṃs tasmin buddhakṣetre ye sattvāḥ 

pratyājātā bhaveyus te cet sarve na jātismarāḥ syur antaśaḥ 

kalpakoṭīniyutaśatasahasrānusmaraṇatayāpi mā tāvad aham  

anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 6 |  

6 世尊よ。もしも、かのわたくしの仏国土に生まれた

生ける者どもが皆、少なくとも百千億・百万劫の 

過去の生涯を思い出すほどの前世の記憶（宿命通）が

ないようであったら、その間はわたくしは、＜この上

ない正しい覚り＞を現に覚ることがありませんように。 

  



 

96 

 

 sacen me bhagavaṃs tasmin buddhakṣetre ye sattvāḥ 

p r a t y ā j ā y e r a ṃ s  t e  s a r v e  na  d i v ya s y a  c a k ṣ u ṣ o  

l ā b h i n o  b h a v e y u r  a n t a ś o 

l o k a d h ā t u k o ṭ ī n a y u t a ś a t a s a h a s r a d a r ś a n a t a y ā p i  

m ā  t ā v a d  a h a m  a n u t t a r ā ṃ  s a m y a k s a ṃ b o d h i m  

abhisaṃbudhyeyam | 7 |  

7 世尊よ。もしも、かのわたくしの仏国土に生まれた

生ける者どもが皆、少なくとも百千億・百万の 

諸世界を見るだけの超人的な透視力（天眼通）を 

もっていないようであったら、その間はわたくしは、

＜この上ない正しい覚り＞を現に覚ることが 

ありませんように。  

 

sacen me bhagavaṃs tasmin buddhakṣetre ye sattvāḥ 

pratyājāyeraṃs te sarve na divyasya śrotrasya lābhino 

bhaveyur antaśo buddhakṣetrakoṭīnayutaśtasahasrād api 

yugapat saddharmaśravaṇatayā mā tāvad aham anuttarāṃ  

samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 8 |  

8 世尊よ。もしも、かのわたくしの仏国土に生まれた

生ける者どもが皆、少なくとも百千億・百万の諸々の

仏国土からでも同時に正しい理法を聞くだけの 

超人的な聴覚（天耳通）を持っていないようで 

あったら、その間はわたくしは、＜この上ない正しい

覚り＞を現に覚ることがありませんように。 
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 sacen me bhagavaṃs tasmin buddhakṣetre ye sattvāḥ 

pratyājāyeraṃs te sarve na paracittajñānakovidā bhaveyur 

antaśo buddhakṣetrakoṭīnayutaśatasahasraparyāpannānāṃ 

sattvānāṃ cittacaritaparijñānatayā mā tāvad aham anuttarāṃ 

samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 9 |  

9 世尊よ。もしも、かのわたくしの仏国土に生まれた

生ける者どもが皆、少なくとも百千億・百万の諸々の

仏国土に属する生ける者どもの心の動きをすっかり 

知る超人的な読心力（他心通）を持っていないようで

あったら、その間はわたくしは、＜この上ない正しい

覚り＞を現に覚ることがありませんように。  

 

sacen me bhagavaṃs tasmin buddhakṣetre ye sattvāḥ 

pratyājāyeraṃs teṣāṃ kācit parigrahasaṃjñotpadyetāntaśaḥ 

svaśarīre ʼpi mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim  

abhisaṃbudhyeyam | 10 |  

1 0  世尊よ。もしも、かのわたくしの仏国土に 

生まれた生ける者どもが、少なくとも自分の 

身体について少しでも執着する想いを起こすようで 

あったら、その間はわたくしは、＜この上ない正しい

覚り＞を現に覚ることがありませんように。 
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 sacen me bhagavaṃs tasmin buddhakṣetre ye sattvāḥ 

pratyājāyeraṃs te sarve na niyatāḥ syur yad idaṃ samyaktve 

yāvan mahāparinirvāṇād mā tāvad aham anuttarāṃ  

samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 11 |  

1 1  世尊よ。もしも、かのわたくしの仏国土に 

生まれた生ける者どもが皆、大いなる心の平安 

（パリニルヴァーナ）に至るまでの間、いつかは 

正しく目ざめ（仏とな）るに決っている状態にいない

ようであったら、その間はわたくしは、＜この上ない

正しい覚り＞を現に覚ることがありませんように。  
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sacen me bhagavaṃs tasmin buddhakṣetre ʼnuttarāṃ 

samyaksaṃbodhim abhisaṃbuddhasya kaścid eva sattvaḥ 

ś r ā v a k ā ṇ ā ṃ  g a ṇ a n ā m  a d h i g a c c h e d  a n t a ś a s 

trisāhasramahāsāhasraparyāpannā api sarvasattvāḥ 

pratyekabuddhabhūtāḥ kalpakoṭīniyutaśatasahasram api 

gaṇayanto mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim  

abhisaṃbudhyeyam | 12 |  

12 世尊よ。もしも、わたくしがこの上ない正しい 

覚りを現に覚った後に、生ける者の誰かが、この 

（わたくしの）仏国土における＜教えを聞くのみの 

修行者＞の数を数えて知るようなことがあったら、 

たとえ、三千大千（の世界）に属する生ける者ども 

すべてが＜独居する修行者＞となって百千億・百万劫

の間数えたのであったとしても、（とにかく、 

わたくしの仏国土における教えを聞くのみの修行者の

数が知られるようであったら）、その間はわたくしは、

＜この上ない正しい覚り＞を現に覚ることが 

ありませんように。 
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sacen me bhagavann anuttarāṃ samyaksaṃbodhim 

a b h i s a ṃ b u d d h a s y a  t a s m i n  b u d d h a k ṣ e t r e  

p r ā m ā ṇ i k ī  m e  p r a b h ā  b h a v e d  a n t a ś o 

bu dda k ṣ e t rak o ṭ ī na yu ta ś a ta s a has r ap ra m āṇ enā p i  

m ā  t ā v a d  a h a m  a n u t t a r ā ṃ  s a m y a k s a ṃ b o d h i m  

abhisaṃbudhyeyam | 13 |  

1 3  世尊よ。もしも、わたくしが＜この上ない 

正しい覚り＞を現に覚った後に、この（わたくしの） 

仏国土において、わたくしの光が量の限られたもので

あるようであったら、たとえ百千億・百万もある 

諸々の仏国土の量（というような無限に近い量）に 

よって限られているのであったとしても、（とにかく、

量で限られているようであったら）、その間は 

わたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を現に覚る 

ことがありませんように。  
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 sacen me bhagavaṃs tasmin buddhakṣetre ʼnuttarāṃ 

samyaksaṃbodhim abhisaṃbuddhasya  sa ttvānāṃ 

p r a m ā ṇ ī k ṛ t a m  ā y u ṣ p r a m ā ṇ a ṃ  b h a v e d  a n y a t r a 

p r a ṇ i d h ā n a v a ś e n a  m ā  t ā v a d  a h a m  a n u t t a r ā ṃ  

samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 14 |  

14 世尊よ。もしも、わたくしがこの上ない正しい 

覚りを現に覚った後に、このわたくしの仏国土に 

おいて、誓願の力によって〔寿命を短縮する〕ものは

別として、（とにかく）生ける者どもの寿命の量が、

量り得られるようなものであるようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 

 

 sacen me bhagavan bodhiprāptasyāyuṣpramāṇaṃ 

p a r y a n t ī k ṛ t a ṃ  b h a v e d  a n t a ś a ḥ 

kalpakoṭīnayutaśatasahasragaṇanayāpi mā tāvad aham  

anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 15 |  

15 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

わたくしの寿命の量が、たとえ百千億・百万劫 

（というような無限に近い数まで）数えたとしても、

（とにかく）限界のあるものとされるようであったら、

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。   
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sacen me bhagavan bodhiprāptasya tasmin buddhakṣetre 

s a t tvānām akuś a la s ya  n āmadheyam  ap i  bhaven  

m ā  t ā v a d  a h a m  a n u t t a r ā ṃ  s a m y a k s a ṃ b o d h i m  

abhisaṃbudhyeyam | 16 |  

16 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得たを後に、

かの仏国土の生ける者どもの間に、＜悪い者＞という

名称だけでもあるようであったら、その間は 

わたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を現に覚る 

ことがありませんように。  

 

 sacen me bhagavan bodhiprāptasya nāprameyeṣu 

buddhakṣetreṣv aprameyāsaṃkhyeyā buddhā bhagavanto 

nāmadheyaṃ  parik ī r tayeyur na varṇaṃ  bhāṣeran  

na praśaṃsām abhyud ī rayeyur na samud ī rayeyur  

m ā  t ā v a d  a h a m  a n u t t a r ā ṃ  s a m y a k s a ṃ b o d h i m  

abhisaṃbudhyeyam | 17 |  

17 世尊よ、もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

無量の諸仏国土における無量・無数の世尊・目ざめた

人たち（＝諸仏）が、わたくしの名を称えたり、ほめ

讃えたりせず、賞賛もせず、ほめことばを宣揚したり

弘めたりもしないようであったら、その間はわたくし

は、＜この上ない正しい覚り＞を現に覚ることがあり

ませんように。  
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sacen me bhagavan bodhiprāptasya ye sattvā anyeṣu 

lokadhātuṣv anuttarāyāṃ samyaksaṃbodhau cittam utpādya 

mama nāmadheyaṃ śrutvā prasannacitā mām anusmareyus 

teṣāṃ ced ahaṃ maraṇakālasamaye pratyupasthite 

bhikṣusaṃghaparivṛtaḥ puraskṛto na puratas tiṣṭheyaṃ yad 

idaṃ cittāvikṣepatāyai mā tāvad aham anuttarāṃ 

samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 18 |  

18 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

他の諸々の世界にいる生ける者どもが、＜この上ない

正しい覚り＞を得たいという心をおこし、わたくしの

名を聞いて、きよく澄んだ心（信ずる心）を以て 

わたくしを念いつづけていたとしよう。ところで 

もしも、かれらの臨終の時節がやって来たときに、 

その心が散乱しないように、わたくしが修行僧たちの

集いに囲まれて尊敬され、かれらの前に立つという 

ことがないようであったら、その間はわたくしは、 

＜この上ない正しい覚り＞を現に覚ることが 

ありませんように。 
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sacen me bhagavan bodhiprāptasyāprameyāsaṃkhyeyeṣu 

buddhakṣetreṣu ye sattvā mama nāmadheyaṃ śrutvā tatra 

buddhakṣetre cittaṃ preṣayeyur upapattaye kuśalamūlāni ca 

pariṇāmayeyus te ca tatra buddhakṣetre nopapadyerann 

a n t a ś o  d a ś a b h i ś  c i t t o t p ā d a p a r i v a r t a i ḥ 

s t h p ā y i t v ā n a n t a r y a k ā r i ṇ a ḥ 

s a d d h a r m a p r a t i k ṣ e p ā v a r a ṇ ā v ṛ t ā ṃ ś  c a  s a t t v ā n  

m ā  t ā v a d  a h a m  a n u t t a r ā ṃ  s a m y a k s a ṃ b o d h i m  

abhisaṃbudhyeyam | 19 |  

19 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

無量・無数の仏国土にいる生ける者どもが、 

わたくしの名を聞き、その仏国土に生まれたい 

という心をおこし、いろいろな善根がそのために 

熟するようにふり向けたとして、そのかれらが、 

――無間業の罪を犯した者どもと、正法（正しい教え）

を誹謗するという（煩悩の）障碍に蔽われている 

者どもとを除いて――たとえ、心をおこすことが 

十返に過ぎなかったとしても、〔それによって〕 

その仏国土に生まれないようなことがあるようで 

あったら、その間はわたくしは、＜この上ない正しい 

覚り＞を現に覚ることがありませんように。   
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 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre ye 

bodhisattvāḥ pratyājāyeraṃs te sarve na dvātriṃśatā 

mahāpuruṣalakṣaṇaih samanvāgatā bhaveyur mā tāvad aham 

anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 20 |  

20 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

その仏国土に生まれるであろう菩薩たちが皆、 

偉大な人物に具わる三十二の特徴を身に具える 

ようにならないのであったら、その間はわたくしは、 

＜この上ない正しい覚り＞を現に覚ることが 

ありませんように。  
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 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre ye 

sattvāḥ pratyājātā bhaveyus te sarve naikajātipratibaddhāḥ 

syur anut tarāyāṃ  samyaksaṃbodhau sthāpayi tvā 

p ra ṇ i dhānav i śe ṣāṃ s  t eṣ ām eva  bodh i s a t tv ān āṃ 

m a h ā s a t t v ā n ā ṃ  m a h ā s a ṃ n ā h a s a ṃ n a d d h ā n ā ṃ 

sarvalokārthasaṃnaddhānāṃ sarvalokārthābhiyuktānāṃ 

sarvalokaparinirvāpitābhiyuktānāṃ sarvalokadhātuṣu  

bodhisat tvacaryāṃ  cari tukāmānāṃ  sarvabuddhān 

satkartukāmānāṃ  gaṅgānadīvā lukāsamān sa ttvān 

anuttarāyāṃ samyaksaṃbodhau pratiṣṭhāpakānāṃ bhūyaś 

cottaricaryābhimukhānāṃ samantabhadracaryāniyatānāṃ 

m ā  t ā v a d  a h a m  a n u t t a r ā ṃ  s a m y a k s a ṃ b o d h i m  

abhisaṃbudhyeyam | 21 |  
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21 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

かの仏国土に生まれるであろう生ける者どもが皆、 

＜この上もない正しい覚り＞に向うものであり、 

それを得るために＜もう一生だけこの世に縛られて 

いるだけの身＞とならないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。ただし、（それは） 

大いなる（誓願の）鎧を身にまとい、すべての世間の 

利益のために鎧を身にまとい、一切の世間のために 

努力し、一切の世間を永遠の平安（ニルヴァーナ）に

入らせるために努力し、一切の世界で求道者（菩薩）

の行ないを実行しようと願い、一切の目ざめた人々に

恭しく仕えようと願い、ガンジス河の砂（の数）に 

等しい（無数に多くの）生ける者どもを＜この上ない

正しい覚り＞に向って安定させ、さらにその上の行の

実践に向かい、サマンタ・バドラ（普賢）の行を 

実現することに定まっている求道者たち・すぐれた 

人々のたもつかの特別な誓願を除いてのことである。  
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 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tadbuddhakṣetre ye 

b o d h i s a t t v ā ḥ  p r a t y ā j ā t ā  b h a v e y u s  t e  s a r v a 

ekapurobhaktenānyāni buddhakṣetrāṇi gatvā bahūni 

b u d d h a ś a t ā n i  b a h ū n i  b u d d h a s a h as r ā ṇ i  b a h ū n i 

buddhaśatasahasrāṇi bahvīr buddhakoṭīr yāvad bahūni 

b u d d h a k o ṭ ī n i y u t a ś a t a s a h a s r ā ṇ i  n o p a t i ṣ ṭ h e r a n 

sarvasukhopadhānair yad idaṃ  buddhānubhāvena  

m ā  t ā v a d  a h a m  a n u t t a r ā ṃ  s a m y a k s a ṃ b o d h i m  

abhisaṃbudhyeyam | 22 |  

22 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

かの仏国土に生まれるであろう求道者（菩薩）たちが

皆、朝食前の（僅かな）時間に他の諸々の仏国土に 

行って、数百の多くの仏たち（諸仏）、数千の 

目ざめた人たち、数百千の多くの目ざめた人たち、 

数 億 の 多 く の 目 ざ め た 人 た ち 、 さ ら に 、 

数百千億・百万の多くの目ざめた人たちに至るまで、

楽しみを生ずるために必要なあらゆる種類のものを 

以て供養すること――それはすなわち仏の威力に 

よ っ て そ う す る の で あ る が ――が で き な い 

ようであったら、その間はわたくしは、＜この上ない 

正しい覚り＞を現に覚ることがありませんように。 
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 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre ye 

bodhisattvā yathārūpeir ākārair ākāṃkṣeyuḥ kuśalamūlāny 

avropayi tuṃ  yad idaṃ  suvarṇena vā  raja tena vā 

m a ṇ i m u k t ā v a i ḍ ū r y a ś a ṅ k h a ś i l ā p r a v ā ḍ a s p h a ṭ i -

k a m u s ā r a g a l v a l o h i t a m u k t ā ś m a g a r b h ā d ī n ā ṃ 

vānyatamānyatamaiḥ sarvaratnair vā sarvapuṣpagandhamā-

lyavilepanacūrṇacīvaracchatradhvajapatākāpradīpair vā 

sarvanṛtygītavādyair vā teṣāṃ cet tathārūpā ākārāḥ 

sahacittotpādān na prādurbhaveyur mā tāvad aham  

anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 23 |  

23 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

かの仏国土にいる求道者（菩薩）たちが、黄金や、 

銀や、宝石や、真珠や、瑠璃や、螺貝や、石や、 

珊瑚や、水晶や、琥珀や、赤真珠や、瑪瑙などの 

うちのどれか一つを以てでも、あるいはあらゆる 

宝をもってでも、あるいはまた一切の花や、薫香や、

花かずらや、塗香や、抹香や、衣服や、傘や、幢や、

幡や、燈明や、あるいはまた、あらゆる踊りや、歌や、

音楽などの、どのような形のものを以てしてでも、 

（仏を供養して）善根を植えようと願った時に、 

このような形のものが、かれらがその心をおこすと 

同時にあらわれて来ないようであったら、その間は 

わたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を現に覚る 

ことがありませんように。 
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 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre ye 

sattvāḥ pratyājātā bhaveyus te sarve na sarvajñatāsahagatāṃ 

dharmāṃ kathāṃ kathayeyur mā tāvad aham anuttarāṃ  

samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 24 |  

24 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

かの仏国土に生まれるであろう生ける者どもが皆、 

＜一切を知る智＞（＝仏の智）をともなった法話を 

話し得ないようであったら、その間はわたくしは、 

＜この上ない正しい覚り＞を現に覚ることが 

ありませんように。  
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sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre 

bodhisattvānām evaṃ cittam utpādyeta yan nv ihaiva vayaṃ 

lokadhātau sthitvāprameyāsaṃkhyeyeṣu buddhakṣetreṣu 

buddhān bhagavataḥ satkuryāmo gurukuryāmo mānayemaḥ 

p ū j a y e m o  y a d  i d a ṃ 

c ī v a r ap i ṇ ḍ ap ā t a ś a y a nā s a n a g l ā nap r a t y a ya b h a i -

ṣ a j y a p a r i ṣ k ā r a i ḥ 

p u ṣ p a d h ū p a g a n d h a m ā l y a v i l e p a n a c ū r ṇ a c ī v a r a -

c c h a t r a d h a v a j a p a t ā k ā b h i r 

nānāvidhanṛttagītavāditaratnavarṣair iti teṣāṃ cet te buddhā 

bhagavantaḥ sahacittotpādāt tan na pratigṛhṇīyur yad idam 

anukamp ā n  upādāya  mā  t āvad  aham anu t t a r āṃ  

samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 25 |  
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25 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

かの仏国土における求道者たちが、『われわれはこの

世界に住んで、〔Ⅰ〕衣服や、〔Ⅱ〕飲食物や、 

〔Ⅲ〕臥床・座席や、〔Ⅳ〕病を癒す医薬という 

〔四種の〕生活用具や、花や、薫香や、香料や、 

花かずらや、塗香や、抹香や、衣服や、傘や、幢や、

幡や、種々の踊りや、歌や、音楽や、宝石の雨を以て、

無量・無数の仏国土にまします世尊・目ざめた人 

たちを恭敬し、尊敬し、尊重し、供養しよう。』 

という心をおこしたとして、その時に、かれらがその

心をおこすと同時に、世尊・目ざめた人たちが、 

あわれみの心をおこしてこれらを受け入れるような 

ことがないようであったら、その間はわたくしは、 

＜この上ない正しい覚り＞を現に覚ることが 

ありませんように。 
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 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tadbuddhakṣetre ye 

b o d h i s a t tv ā ḥ  p r a t y ā jā tā  b ha ve y us  t e  s a r ve  n a  

nārāyaṇavajrasaṃhatanātmabhāvasthāmapratilabdhā 

bhaveyur mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim  

abhisaṃbudhyeyam | 26 |  

26 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

かの仏国土に生まれるであろう求道者たちが皆、 

ナーラーヤナ神が金剛で打つような強固な体や力を 

得るようにならないようであったら、その間は 

わたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を現に覚る 

ことがありませんように。  
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 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre 

kaścit sattvo ʼlaṃkārasya varṇaparyantam anugṛhṇīyād 

antaśo na divyenāpi cakṣuṣaivaṃvarṇam evaṃvibhūtīdaṃ 

buddhakṣetram iti nānāvarṇatāṃ saṃjānīyān mā tāvad aham  

anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 27 |  

27 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

かの仏国土にいる生ける者どもの誰かが、飾りの 

美しさの限界をとらえていて、たとえ超人的な透視力

（天眼）によってであったとしても、『この仏国土は

このような美しさである、このような壮麗さである。』

と、種々の美しさを〔知ることはできないはずである

のに、〕もしもその美しさを知っているようなことが

あるようであったら、その間はわたくしは、＜この上

ない正しい覚り＞を現に覚ることがありませんように。  
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 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre  

y a ḥ  s a r v a p a r ī t t a k u ś a l a m ū l o  b o d h i s a t t v a ḥ  s a 

ṣoḍaśayojanaśatocchritam udāravarṇabodhivṛkṣaṃ na 

saṃjānīyān mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim  

abhisaṃbudhyeyam | 28 |  

28 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

かの仏国土において善根を積むこと極めて少ない 

いかなる求道者であっても、少なくとも高さが 

千六百ヨージャナある彩りすぐれた菩提樹を 

認め知るようなことがないようであったら、その間は

わたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を現に覚る 

ことがありませんように。  

 

 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre 

kasyacit sattvasyoddeśo vā svādhyāyo vā kartavyaḥ syān na 

te sarve pratisaṃvitprāptā bhaveyur mā tāvad aham  

anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 29 |  

29 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

かの仏国土にいる或る生ける者が、（法を） 

説示したり、（経文を）誦えたりせねばならぬことが

あったとして、（そのときに）かれらすべてが、 

とどこおりの無い理解表現力を得ないようであったら、

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  
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 sacen me bhagavan bodhiprāptasya naivaṃ prabhāsvaraṃ 

t a d  b u d d h a k ṣ e t r a ṃ  b h a v e d  y a t r a  s a m a n t ā d 

aprameyāsamkhyeyācintyātulyāparimāṇāni buddhakṣetrāṇi 

saṃdṛśyeraṃs tad yathāpi nāma suparimṛṣṭa ādarśamaṇḍale 

m u k h a m a ṇ ḍ a l a ṃ  m ā  t ā v a d  a h a m  a n u t t a r ā ṃ  

samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 30 |  

30 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

かの仏国土が、たとえばよく磨かれて清らかな円鏡の

中に映った顔面のように、その中であまね く 

無量・無数・不可思議・無比・無限の諸仏国土が 

見られ得るような、輝かしい光あるものとならない 

ようであったら、その間はわたくしは、＜この上ない 

正しい覚り＞を現に覚ることがありませんように。  
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 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre 

d h a r a ṇ i t a l a m  u p ā d ā y a  y ā v a d  a n t a r ī k ṣ ā d 

devamanuṣyaviṣayātikrāntasyābhijā tasya dhūpasya 

tathāgatabodhisattvapūjāpratyarhasya sarvaratnamayāni 

nānāsurabhigandhaghaṭikāśatasahasrāṇi sadā nirdhūpiāny 

eva na syur mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim  

abhisaṃbudhyeyam | 31 |  

31 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

かの仏国土において、地面から天空に至るまで、 

神 々 と 人 間 の 境 域 を 超 え て 香 り 高 い 薫 香 、 

如来と求道者（菩薩）とを供養するにふさわしい 

薫香が、あらゆる宝石からできていて種々の芳香ある

百千の香炉に常に焚かれて薫っているようで 

なかったら、その間はわたくしは、＜この上ない 

正しい覚り＞を現に覚ることがありませんように。   
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 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre na 

sadābhipraviṣṭāny eva sugandhinānāratnapuṣpavarṣāṇi sadā 

pravāditāś ca manojñasvarā vādyameghā na syur  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim  

abhisaṃbudhyeyam | 32 |  

32 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、か

の仏国土に、芳香ある種々の宝石の花の雨が常に降り

そそぐことが無く、また妙なる音声を出す楽器の雲が

常に（音楽を）奏でているということがないようであ

ったら、その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚

り＞を現に覚ることがありませんように。 

 

 s a cen  me  bhagavan  bod h ip r ā p ta s ya  ye  s a t tv ā 

aprameyāsaṃkhyeyācintyātulyeṣu lokadhātuṣv ābhayā 

sphuṭā bhaveyus te sarve na devamanuṣyasamatikrāntena 

sukhena samanvāgatā bhaveyur mā tāvad aham anuttarāṃ  

samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 33 |  

33 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

無量・無数・不可思議・無比の諸世界にいる 

生ける者どもが（わたくしの）光に照らされて 

はっきりと明らかに見えるようになったとして、 

かれらすべてが、神々と人間とを超えた幸せを 

そなえるようにならないようであったら、その間は 

わたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を現に覚る 

ことがありませんように。  
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 s a cen  me  bhagava n  bod h i p r āp ta s ya  s aman t āc 

cāprameyāsaṃkhyeyācintyātulyāparimāṇeṣu buddakṣetreṣu 

b o d h i s a t t a v ā  m a m a  n ā m a d h e y a ṃ  ś r u t v ā 

tacchravaṇasahagatena kuśalamūlena jātivyativṛttāḥ santo 

n a  d h ā r a ṇ ī p r a t i l a b d h ā  b h a v e y u r  y ā v a d 

bodhimaṇḍaparyantam iti mā tāvad aham anuttarāṃ  

samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 34 |  

34 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

あまねく無量・無数・不可思議・無比・無限量の 

諸仏国土にいる求道者たちがわたくしの名を聞いて、

それを聞いたことにともなう善根によって、迷いの 

生存を除いているから、以後、覚りの座に至るまで、

神秘な保持能力（記憶して忘れない力）を得ない 

ようであったら、その間はわたくしは、＜この上ない 

正しい覚り＞を現に覚ることがありませんように。  
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sacen me bhagavan bodhiprāptasya samantād 

aprameyāsaṃkhyeyācintyātulyāparimāṇeṣu buddhakṣetreṣu 

yāḥ striyo mama nāmadheyaṃ śrutvā prasādaṃ 

saṃjānayeyur bodhicittaṃ cotpādayeyuḥ strībhāvaṃ ca 

vijugupserañ jātivyativṛttāḥ samānāḥ saced dvitīyaṃ 

strībhāvaṃ pratilabheran mā tāvad aham anuttarāṃ 

samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 35 |  

35 世尊よ。わたくしが覚りを得た後に、あまねく 

無量・無数・不可思議・無比・無限量の諸仏国土に 

いる女人たちがわたくしの名を聞いて、きよく澄んだ

心を生じ、覚りに向かう心をおこし、女人の身を 

厭うたとして、（その女人たちが）（この世での） 

生を脱してからふたたび女人の身をうけるような 

ことがあったら、その間はわたくしは、＜この上ない 

正しい覚り＞を現に覚ることがありませんように。  
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sacen me bhagavan bodhiprāptasya samantād daśasu dikṣv 

aprameyāsaṃkhyeyācintyātulyāparimāṇeṣu buddhakṣetreṣu 

ye bodhisattvā mama nāmadheyaṃ śrutvā praṇipatya 

p a ñ c a m a ṇ ḍ a l a n a m a s k ā r e ṇ a  v a n d i ṣ y a n t e  t e 

bodhisattvacaryāṃ  caranto na sadevakena lokena 

satkriyeran mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim  

abhisaṃbudhyeyam | 36 |  

36 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

あまねく十方の無量・無数・不可思議・無比・無限量

の諸仏国土にいる求道者たちが、わたくしの名を 

聞いて、五体投地の礼によってわたくしに敬礼し、 

求道者の行ないを実行しているのに、神々と人間との

世間から敬礼されないようであったら、その間は 

わたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を現に覚る 

ことがありませんように。  
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 s a c e n  m e  b ha ga v an  bo d h i p r ā p ta s y a  ka s y a c i d 

bodhisattvasya cīvaradhāvanaśoṣaṇasīvanarajanakarma 

kartavyaṃ bhaven na navanavābhijātacīvararatnaiḥ 

prāv ṛ tam evā tmānaṃ  saṃ jān īyuḥ  sahaci t to tpādā t 

ta thāgatā jñānu jñā ta i r  mā  tāvad aham anut ta r āṃ  

samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 37 |  

37 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

かの仏国土にいる求道者の中の誰かが、衣服の洗濯や

乾燥や裁縫や染色をしようと思い立つと同時に如来が

許された宝のような立派な新調の衣服を自分の 

身につけていることも気がつかないで、衣服の洗濯や

乾燥や裁縫や染色の仕事をしなければならない 

ようであったら、その間はわたくしは、＜この上ない 

正しい覚り＞を現に覚ることがありませんように。 
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 sasen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre 

sahotpannāḥ sattvā naivaṃvidhaṃ sukhaṃ pratilabheraṃs 

t ad  ya thāp i  nāma  n i ṣ pa r i dā has yā rha to  b h ik ṣ os 

tṛtīyadhyānasamāpannasya mā tāvad aham anuttarāṃ  

samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 38 |  

38 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

かの仏国土にいる生ける者どもが、生まれると同時に、

あたかも第三の心の安定（第三禅）を得て燃えさかる

苦悩のなくなった敬わるべき人・修行僧のような 

安楽さを得ないようであったら、その間はわたくしは、

＜この上ない正しい覚り＞を現に覚ることが 

ありませんように。  

 

 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre  

y e  b o d h i s a t t v ā ḥ  p r a t y ā j ā t ā s  t e  y a t h ā r ū p a ṃ 

buddhakṣetraguṇālaṃkāravyūham ākāṃkṣeyus tathārūpaṃ 

nānāratnavṛkṣebhyo na saṃjān īyur mā tāvad aham  

anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 39 |  

39 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

かの仏国土に生まれた求道者たちが、希望する通りの

仏国土のみごとな特徴や装飾や配置を、さまざまな 

宝石のあいだから気づき認めることができない 

ようであったら、その間はわたくしは、＜この上ない 

正しい覚り＞を現に覚ることがありませんように。  
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 sacen me bhagavan bodh ip r āp tas ya  ta ṃ  mama 

nāmadheyaṃ śrutvānyabuddhakṣetropapannā bodhisattvā 

indriyabalavaikalyaṃ nirgaccheyur mā tāvad aham  

anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 40 |  

40 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

他の仏国土に生まれた求道者たちがわたくしの名を 

聞いて、しかも、いずれかの感官の能力を欠いている

ようであったら、その間はわたくしは、＜この上ない 

正しい覚り＞を現に覚ることがありませんように。  
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 s a c e n  m e  b h a g a v a n  b o d h i p r ā p t a s y a 

tadanyabuddhakṣetrasthā bodhisattvā mama nāmadheyaṃ 

śrutvā sahaśravaṇān na suvibhaktavatīṃ nāma samādhiṃ 

pratilabheran yatra  samādhau sthitvā  bodhisattvā 

e k a k ṣ a ṇ a v y a t i h ā r e ṇ ā p r a m e y ā s a ṃ k h y e y ā - 

cintyātulyāparimāṇān buddhān bhagavataḥ paśyanti sa 

caiṣāṃ samādhir antarā vipraṇaśyen mā tāvad aham  

anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 41 |  

41 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

かの（仏国土以外の）他の仏国土に住む求道者たちが

わたくしの名を聞いて、聞くと同時に＜よくことばを

分別する＞と名づける心の安定――その心の安定に 

住していながら求道者たちが、一刹那の間に 

無 量 ・ 無 数 ・ 不 可 思 議 ・ 無 比 ・ 無 際 限 の 

目 ざ め た 人 た ち ・ 世 尊 た ち を 見 る こ と が 

できるのであるが、――を得ることができず、また、そ

の心の安定が中間で消えてしまうようであったら、そ

の間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 
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 sacen me bhagavan bodhiprāptasya mama nāmadheyaṃ 

śrutvā tacchravaṇasahagatena kuśalamū lena sattvā 

n ā b h i j ā t a k u l o p a p a t t i ṃ  p r a t i l a b h e r a n  y ā v a d 

bodhimaṇḍaparyanataṃ  mā tāvad aham anuttarāṃ  

samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 42 |  

42 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

〔かの（仏国土以外の）他の仏国土にいる〕生ける者

どもがわたくしの名を聞いて、それを聞くと同時に、

（ 聞 く こ と に よ っ て 積 ま れ た こ と に な る ） 

善根によって、（その時から）覚りの座を究めるに 

至るまでの間、高貴の家柄に生まれることが 

できないようであったならば、その間はわたくしは、

＜この上ない正しい覚り＞を現に覚ることが 

ありませんように。 
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s acen  me  bhagavan  bodh ip r āp tasya  t adanye ṣ u 

buddhakṣetreṣu ye sattvā mama nāmadheyaṃ śrutvā 

t a c c h r a v a ṇ a s a h a g a t e n a  k u ś a l a m ū l e n a  y ā v a d 

b o d h i p a r y a n t a ṃ  n a  s a r v e  b o d h i s a t t v a - 

caryāpr ī t i p rāmodyaku śalamū lasamavadhānaga tā  

bhaveyur mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim  

abhisaṃbudhyeyam | 43 |  

43 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

かの（仏国土以外の）他の仏国土の生ける者どもが 

わたくしの名を聞いて、それを聞くと同時に 

（ 聞 く こ と に よ っ て 積 ま れ た こ と に な る ） 

善根によって、ついに（その時から）覚りを究めるに

至るまでの間、皆、求道者の行ないを喜び、歓喜する

善根に会い合する（＝身につける）ことができない 

ようであったならば、その間はわたくしは、＜この上 

ない正しい覚り＞を現に覚ることがありませんように。  
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 s a c e n  m e  b h a g a v a n  b o d h i p r ā p t a s y a 

sahanāmadheyaśravaṇāt tadanyeṣu lokadhātuṣu bodhisattvā 

na samantānugataṃ nāma samādhiṃ pratilabheran yatra 

s t h i t v ā  b o d h i s a t t v ā  e k a k ṣ a ṇ a -

vyatihāreṇāprameyāsaṃkhyeyācintyātulyāparimāṇān 

buddhān bhagavataḥ satkurvanti sa caiṣāṃ samādhir antarā 

vipraṇaśyed yāvad bodhimaṇḍaparyantaṃ mā tāvad aham  

anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 44 |  

44 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

かの（仏国土以外の）他の諸々の世界にいる 

求道者たちが、（わたくしの）名を聞くと同時に、 

＜あまねく至る＞と名づけられる心の安定―― 

求道者たちがその心の安定に住して、一刹那の 

経過の間に無量・無数・不可思議・無比・無限量なる

（多くの）目ざめた人たち・世尊たちを恭敬する 

ことが でき るの であ るが 、 ――を得る こと が 

できなくて、また、かれらのその心の安定が、 

覚りを究めるに至るまでの間に中間で消えてしまう 

ようであったならば、その間はわたくしは、＜この上 

ない正しい覚り＞を現に覚ることがありませんように。  
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sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre ye 

bodhisat tvāḥ  pra tyā jā tā  bhaveyus  te  ya thā rūpāṃ 

dharmadeśanām ākāṃkṣeyuḥ  ś rotuṃ  ta thā rūpāṃ 

sahacittotpādān na śṛṇuyur mā tāvad aham anuttarāṃ  

samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 45 |  

45 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

かの仏国土に生まれたであろう求道者たちが、説法を

聞きたいと願ってそういう心をおこすと同時に、 

期待するとおりの説法を聞くことができない 

ようであったら、その間はわたくしは、＜この上ない 

正しい覚り＞を現に覚ることがありませんように。  

 

 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre 

tadanyeṣu buddhak ṣetreṣu ye  bodhisa t tvā  mama 

nāmadheyaṃ  śṛṇuyus te sahanāmadheyaś ravaṇān 

nāvaivartikā bhaveyur anuttrāyāḥ samyaksaṃbodher  

m ā  t ā v a d  a h a m  a n u t t a r ā ṃ  s a m y a k s a ṃ b o d h i m  

abhisaṃbudhyeyam | 46 |  

46 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

かの（仏国土以外の）他の諸々の仏国土において 

わたくしの名を聞くであろう求道者たちが、 

名を聞くと同時に＜この上ない正しい覚り＞から 

退かない者になれないようであったならば、その間は

わたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を現に覚る 

ことがありませんように。 
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sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre ye 

b o d h i s a t t v ā  m a m a  n ā m a d h e y a ṃ  ś ṛ ṇ u y u s  t e 

sahanāmadheyaśravaṇān na prathamadvitīyatṛtīyāḥ kṣāntīḥ 

pratilabheran nāvaivartikā bhaveyur buddhadharmebhyo  

m ā  t ā v a d  a h a m  a n u t t a r ā ṃ  s a m y a k s a ṃ b o d h i m  

abhisaṃbudhyeyam | 47 |  

47 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

かの仏国土にいる求道者たちがわたくしの名を 

聞 く で あ ろ う が 、 名 を 聞 く と 同 時 に 

第一、 第二、第三の認知（忍）を得ることができず 

目 ざ め た 人 の 法 か ら 退 か な い 者 に な れ な い 

ようであったならば、その間はわたくしは、＜この上 

ない正しい覚り＞を現に覚ることがありませんように。 

 

『弥陀の本願』（無量寿経） 
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『歎
たん

異
に

抄
しょう

』  

第二条   抜粋（古典仮名遣い） 

念仏は、まことに浄 土

じゃうど

にむまるゝたねにてやはんべ

るらん、また地獄

ぢごく

におつべき業

ごふ

にてやはんべるらん、

総

そう

じてもて存知

ぞんち

せざるなり。たとひ法

ほふ

然

ねん

聖

しゃふ

人

にん

に

すかされまひらせて、念仏して地獄におちたりとも、

さらに 後 悔

こうくわい

すべからずさふらふ。そのゆへは、 

自余

じ よ

の 行

ぎょう

をはげみて 仏

ぶつ

になるべかりける身

み

が、 

念 仏 を ま う し て 地 獄 に も お ち て さ ふ ら は ゞ 

こ そ 、 す か さ れ た て ま つ り て と い ふ 後

こう

悔

くわい

 

もさふらはめ、いづれの行もをよびがたき身なれば、 

とても地獄は 一

いち

定

ぢょう

すみかぞかし。弥陀の 本

ほん

願

ぐわん

 

まことにおはしまさば、 釈 尊

しゃくそん

の説教、虚 言

きょごん

なる 

べからず。仏 説

ぶっせつ

まことにおはしまさば、善 導

ぜんどう

の 

御

おん

釈

しゃく

、虚 言

きょごん

したまふべからず。善 導

ぜんどう

の御

おん

釈

しゃく

まことならば、法然のおほせそらごとならんや。法

ほふ

然

ねん

のおほせまことならば、親鸞がまうすむね、またもて

むなしかるべからずさふらふ歟

か

。詮

せん

ずるところ愚

ぐ

身

しん

の信 心

しんじん

にをきては、かくのごとし。このうへは、 

念仏をとりて信じたてまつらんとも、またすてんとも、

面 々

めんめん

の御

おん

はからひなりと、云 々

うんぬん

。
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TAN-NI-SHOW 

(A Tractate Deploring Heresies Against True Faith)& Others 

 

The Second Chapter     Excerpt  

（Historical KANA orthography） 

 

I  d o n ’ t  k n o w  a t  a l l  w h e t h e r  

the NEMBUTSU may truly be the cause  

to rebirth in Pure land or may be  

the karma to go down to hell. Even if  

I were deceived by my teacher, Saint 

Honen, and as a result I were turned  

i n t o  h e l l  i n  s p i t e  o f  c a l l i n g  

the NEMBUTSU, I would never repent 

of that. This is the reason why : Were I 

the sort of man who could become  

a BUDDHA through devotion to  

the other, stern, ascetic exercises, and 

y e t  d e s c e n d e d  i n t o  h e l l  b y  

the NEMBUTSU, then I might regret  

having been deceived by my teacher. 
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 But since I am such a man as can’t 

attain any religious practice, hell is 

supposed to be my dwelling place  

after all.  If The Original Vow of 

AMIDA be true, the preaching of 

Shakamuni can’t false. If the teaching of 

S h a k a m u n i  b e  n o t  f a l s e ,  

the commentaries of Zendo must be true. 

If the commentaries of Zendo be true, 

how cann the words of Honen be false? 

And if the words of Honen be not false, 

can the words which I, Shinran speak  

be vain? After all, the faith of such  

an ignorant person as myself is like that. 

Now that I have told you in that way,  

it surely depends upon your discretion 

w he the r  you  wou ld  accep t  and  

b e l i e v e  i n  t h e  N E M B U T S U  

or cast it aside. 

 

『歎異抄』抜粋 英訳 
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ॐ नमः श्रीवज्रसत्त्वार् 

ｵｰﾑ ﾅﾏﾊ ｼｭﾘｰｳﾞｧｼﾞｭﾗｻｯﾄｩｳﾞｧｰﾔ 

 श्रीगुह्यसमाजतन्त्रम ्  

ｼｭﾘｰｸﾞﾋｬｻﾏｰｼﾞｬﾀﾝﾄｩﾗﾑ 

सवयतिागतसमामधमण्डलामधष्ठानं नाम 

ｻﾙﾜﾀﾀｰｶﾞﾀｻﾏｰﾃﾞｨﾏﾝﾀﾞﾗｰﾃﾞｨｼｭﾀｰﾅﾑ ﾅｰﾏ 

प्रथमः पटलः 

ﾌﾟﾗﾀﾏﾊ ﾊﾟﾀﾗﾊ 

 

समरे् भगवान्  न्मर्ा श्रतुम ्। एकमस्तमएवं  [B.1,G.1] 

ｴｰﾜﾑ ﾏﾔｰ ｼｭﾙﾀﾑ ｴｰｶｽﾐﾝ ｻﾏｲｪｰ ﾊﾞｶﾞｳﾞｧｰﾝ 

-दर्हृसवयतिागतकार्वामक्चि 

ｻﾙﾜﾀﾀｰｶﾞﾀｶｰﾔｳﾞｧｰｸﾁｯﾀﾌﾘﾀﾞﾔ 

 नमभलापरै्ःपर्ाअनमभलामवजहार वज्रर्ोमषद्भगेषु  

ｳﾞｧｼﾞｭﾗﾖｰｼﾄﾞｩﾊﾞｹﾞｰｼｭ ｳｨｼﾞｬﾊｰﾗ ｱﾅﾋﾞﾗｰﾋﾟｬｰﾅﾋﾞﾗｰﾋﾟｬｲﾊ 

-समै रुपरमाणरुजःत्रसुमेसवयर्ुद्धक्षे 

ｻﾏｲ ﾊｻﾙﾜﾌﾞｯﾀﾞｸｼｪｰﾄｩﾗｽﾒｰﾙﾊﾟﾗﾏｰﾇﾗｼﾞｬ   

।  सिवैःर्ोमधसत्त्वैमयहा 

ﾊﾙﾎﾞｰﾃﾞｨｻｯﾄｩｳﾞｧｲﾙﾏﾊｰｻｯﾀｳﾞｧｲ 

, सत्त्वेनमहा र्ोमधसत्त्वेनण च नाम जे्रसमर्व―तद्यिा 

ﾀﾃﾞｬﾀｰ ｻﾏﾔｳﾞｧｼﾞｭﾚｰﾅ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

मधसत्त्वेन महासत्त्वेन, र्ोकार्वज्रेण च नाम  

ｶｰﾔｳﾞｧｼﾞｭﾚｰﾅ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

ण च नाम र्ोमधसत्त्वेन महासत्त्वेन, जे्रवार्गव 

ｳﾞｧｰｸﾞｳﾞｧｼﾞｭﾚｰﾅ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

 मचिवज्रेण च नाम र्ोमधसत्त्वेन महासत्त्वेन, 

ﾁｯﾀｳﾞｧｼﾞｭﾚｰﾅ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 
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समामधवज्रेण च नाम र्ोमधसत्त्वेन महासत्त्वेन,  

ｻﾏｰﾃﾞｨｳﾞｧｼﾞｭﾚｰﾅ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

जपवज्रेण च नाम र्ोमधसिवेन महासत्त्वेन,  

ｼﾞｬﾊﾟｳﾞｧｼﾞｭﾚｰﾅ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

 ,र्ोमधसत्त्वेन महासत्त्वेनवीवज्रेण च नाम पमृि 

ﾌﾟﾗﾃｨｳﾞｨｰｳﾞｧｼﾞｭﾚｰﾅ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

अब्वज्रेण च नाम र्ोमधसत्त्वेन महासत्त्वेन,  

ｱﾌﾞｳﾞｧｼﾞｭﾚｰﾅ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

तेजोवजे्रण च नाम र्ोमधसत्त्वेन महासत्त्वेन,  

ﾃｰｼﾞｮｰｳﾞｧｼﾞｭﾚｰﾅ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

न महासत्त्वेन, वारु्वजे्रण च नाम र्ोमधसत्त्वे 

ｳﾞｧｰﾕｳﾞｧｼﾞｭﾚｰﾅ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

च नाम र्ोमधसत्त्वेन महासत्त्वेन,  ज्रेणवआकाश 

ｱｰｶｰｼｬｳﾞｧｼﾞｭﾚｰﾅ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

रूपवजे्रण च नाम र्ोमधसत्त्वेन महासत्त्वेन,  

ﾙｰﾊﾟｳﾞｧｼﾞｭﾚｰﾅ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

 शब्दवज्रेण च नाम र्ोमधसत्त्वेन महासत्त्वेन, 

ｼｬﾌﾞﾀﾞｳﾞｧｼﾞｭﾚｰﾅ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

गन्धवज्रेण च नाम र्ोमधसत्त्वेन महासत्त्वेन,  

ｶﾞﾝﾀﾞｳﾞｧｼﾞｭﾚｰﾅ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

 च नाम र्ोमधसत्त्वेन महासत्त्वेन, णरसवज्रे 

ﾗｻｳﾞｧｼﾞｭﾚｰﾅ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

 

 स्तपशयवज्रेण च नाम र्ोमधसत्त्वेन महासत्त्वेन, [G.2] 

ｽﾊﾟﾙｼｬｳﾞｧｼﾞｭﾚｰﾅ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

 धमयधातुवजे्रण च नाम र्ोमधसत्त्वेन महासत्त्वेन । 

ﾀﾞﾙﾏﾀﾞｰﾄｩｳﾞｧｼﾞｭﾚｰﾅ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

 



 

137 

 

नमभलापरै्ः एवंरमखुैरनमभलापर्ा 

ﾊｴｰﾜﾑﾌﾟﾗﾑｶｲﾗﾅﾋﾞﾗｰﾋﾟｬｰﾅﾋﾞﾗｰﾋﾟｬｲ 

-समैर्ोमध–क्षेत्रसुमेरुपरमाणुंरजः सवयर्ुद्ध 

ｻﾏｲﾙﾎﾞｰﾃﾞｨ ﾊﾝﾗｼﾞｬﾇﾄｩﾗｽﾒｰﾙﾊﾟﾗﾏｰﾀﾞｸｼｪｰｯｻﾙﾜﾌﾞ 

 तिागतैः । श्चतैध्मासत्त्वैमयहासत्त्वैराकाशधातुसमा 

ﾊﾀﾀｰｶﾞﾀｲ ﾀｲｼｭﾁｬｻｯﾄｩｳﾞｧｲﾙﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｧｲﾗｰｶｰｼｬﾀﾞｰﾄｩｻﾏｰﾄﾞｩﾏｰ 

च नाम तिागतेन,  णवज्रेभ्र्अक्षो―िाद्यत 

ﾀﾃﾞｬﾀｰ ｱｸｼｮｰﾋﾞｬｳﾞｧｼﾞｭﾚｰﾅ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾀﾀｰｶﾞﾃｰﾅ 

वैरोचनवज्रेण च नाम तिागतेन,  

ｳﾞｧｲﾛｰﾁｬﾅｳﾞｧｼﾞｭﾚｰﾅ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾀﾀｰｶﾞﾃｰﾅ 

र्नकेतुवजे्रण च नाम तिागतेन,  

ﾗﾄｩﾅｹｰﾄｩｳﾞｧｼﾞｭﾚｰﾅ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾀﾀｰｶﾞﾃｰﾅ 

अममतवज्रेण च नाम तिागतेन,  

ｱﾐﾀｳﾞｧｼﾞｭﾚｰﾅ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾀﾀｰｶﾞﾃｰﾅ 

 तिागतेन ।ण च नाम अमोघवज्रे 

ｱﾓｰｶﾞｳﾞｧｼﾞｭﾚｰﾅ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾀﾀｰｶﾞﾃｰﾅ 

तिागतैः ।  एवंरमखुैः सवायकाशधातुसमाध्मातैश्च 

ﾊﾀﾀｰｶﾞﾀｲ ｻﾙﾜｰｶｰｼｬﾀﾞｰﾄｩｻﾏｰﾄﾞｩﾏｰﾀｲｼｭﾁｬ ﾊｴｰﾜﾑﾌﾟﾗﾑｶｲ 

अमप नाम मतलमर्म्र्ममव―िाद्यत 

ﾀﾃﾞｬﾀｰ ｱﾋﾟ ﾅｰﾏ ﾃｨﾗﾋﾞﾑﾊﾞﾐﾜ 

 । मस श्र्तेसन्ृसवयतिागतैः  पररपूणयः सवायकाशधातुः  

ｻﾏ ﾃｰｬｼｭﾙｻﾝﾄﾞｩ ﾊｻﾙﾜﾀﾀｰｶﾞﾀｲ ﾊｻﾙﾜｰｶｰｼｬﾀﾞｰﾄｩ ﾊﾘﾌﾟｰﾙﾅﾊﾟ 

 

『秘密
ひ み つ

集会
しゅうえ

タントラ』（グヒャサマージャ・タントラ） 
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秘密
ひ み つ

集会
しゅうえ

タントラ 

1 一切如来が三摩地
さんまぢ

に入り曼荼羅
まんだら

を加持する第一分  

〔通序〕 

以上のように私は聞いた。ある時、世尊は 

一切如来の身語心の心髄である諸々の金剛妃の女陰

（ v a j r a y o ṣ i d b h a g a ） に 住 し て お ら れ た 。 

 〔ときに〕数えきれないものの中でもとくに 

数 え き れ な い ほ ど の あ ら ゆ る 仏 国 土 の 

（須弥山
しゅみせん

の）極微の塵の数にも等 し い菩薩、 

摩 訶 薩 、 す な わ ち 、 三昧耶
さ ん ま や

金 剛 、 

身 金 剛 、 語 金 剛 、 心 金 剛 、 

三 摩 地 金 剛 、 勝 金 剛 、 

地金剛、水金剛、火金剛、風金剛、虚空金剛、 

色金剛、声金剛、香金剛、味金剛、触金剛、 

法界金剛、以上のような菩薩、摩訶薩を上首とする 

数 え き れ な い も の の 中 で も と く に 

数えきれないほどの数の仏国土の（須弥山の） 

極 微 の 塵 の 数 に も 等 し い 菩 薩 、 摩 訶 薩 と 、 

阿閦
あしゅく

金 剛 、 毘盧
び る

遮那
しゃな

金 剛 、 宝幢
ほうとう

金 剛 、 

阿弥陀金剛、不空金剛、以上のような如来を 

上 首 と す る 如 来 た ち が 、 あ た か も 

胡麻
ご ま

の 莢
さや

の よ う に 、 あ ら ゆ る 虚 空 界 に 

満ちあふれて出現なさった。 
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Θεογονία 

 

αὗται μὲν θνητοῖσι παῤ ἀνδράσιν εὐνηθεῖσαι  

ἀθάναται γείναντο θεοῖς ἐπιείκελα τέκνα.  

νῦν δὲ γυναικῶν φῦλον ἀείσατε, ἡδυέπειαι  

Μοῦσαι Ὀλυμπιάδες, κοῦραι Διὸς αἰγιόχοιο.  

『神統記』（テオゴニア） 

 

神統記 （新序詞） 

 

身は不死ながら 

死すべき身の人間
おとこ

らに添寝して 

神にも似た子供たちを生みたもうた  

女神
かたがた

は 

以上のとおり。 

さあ 今度
こたび

は 

女たちの 族
やから

を歌いまつれ 

神楯
アイギス

もつゼウスの娘 

オリュンポスの声甘い 

詩歌女神
ム ゥ サ

たちよ。 
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БИБЛИЯ     ТОРА 

Первая книга Моисея 

Бытие 

1 В начале сотворил Бог небо и землю. 2 Зем- 

ля была пуста и пустынна, тьма была над 

пучиной, и Дух Божий веял над водами. 

3 И сказал Бог: «Да будет свет». И появился 

свет. 4 Бог увидел, как хорош свет, и отделил 

его от тьмы, 5 дал свету имя «день», а тьме ― 

имя «ночь». Настал вечер, настало утро ― 

первый день. 

『聖書』（トーラー、創世記、ロシア語訳） 

 

1初めに神は天と地を創造された。 

2地は混沌として、闇が深淵の面
おもて

にあり、 

神の霊が水の面を動いていた。  

3神は言われた。「光あれ。」   

すると、光があった。  

4神は光を見て、良しとされた。 

神は光と闇を分け、   

5光を昼と呼び、闇を夜と呼ばれた。 

夕べがあり、朝があった。 

第一の日である。  
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НОВЫЙ ЗАВЕТ  от Матфея 6.9-6.13 

  Отец наш на Небесах! 

  Да будет свято имя Твое, 

10 да придет Царство Твое, 

  да исполнится и на земле воля Твоя, 

как на Небе. 

11 Дай нам сегодня насущный наш хлеб. 

12 И прости нам наши долги, 

как и мы прощаем тем, кто нам должен. 

13 Не подвергай нас испытанию, 

но защити нас от Злодея. 

『新約聖書』（主の祈り、ロシア語訳） 

 

天
てん

にまします我
われ

らの父
ちち

よ 

ねがわくは み名
な

をあがめさせたまえ 

10み国
くに

を 来
きた

らせたまえ 

みこころの天
てん

になるごとく 

地
ち

にもなさせたまえ 

11我
われ

らの日 用
にちよう

の糧
かて

を今日
きょう

も与
あた

えたまえ 

12我
われ

らに罪
つみ

をおかす者
もの

を我
われ

らがゆるすごとく

我
われ

らの罪
つみ

をもゆるしたまえ 

13我
われ

らをこころみにあわせず 

悪
あく

より救
すく

い出
いだ

したまえ  
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創世記 

人工言語-まんこう語群 訳 

 

1初めに、神は天空大地を創造されました。 

2地は混沌として、闇が深淵の面
おもて

にあり、 

神の霊が水の面を動いていた。  

3神は言われた。「光あれ。」   

すると、光があった。  

4神は光を見て、良しとされた。 

神は光と闇を分け、   

5光を昼と呼び、闇を夜と呼ばれた。 

夕べがあり、朝があった。 

第一の日である。 

 

藤𠩤 研介 訳  
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主の祈り 

天
てん

にまします私
わたし

の美
び

処女
しょじょ

たちよ 

ねがわくは 御
おん

名
な

をあがめさせたまえ 

10御国
くに

を 来
きた

らせたまえ 

御心の天
てん

になるごとく 

地
ち

にもなさせたまえ 

11我
われ

らの日の精
せい

糧
りょう

を今日
きょう

も与
あた

えたまえ 

12我
われ

らに罪
つみ

をおかす者
もの

を我
われ

らがゆるすごとく

我
われ

らの罪
つみ

をもゆるしたまえ 

13我
われ

らをこころみにあわせず 

悪
あく

より救
すく

い出
いだ

したまえ 

御国
く に

と威力
ち か ら

と栄光
さ か え

とは 

限
かぎ

りなく 

(共 同
きょうどう

一体
いったい

たる) 汝
なんじ

らのものなればなり 

アメーン 

 

藤
ふじ

𠩤
わら

 研
けん

介
すけ

 訳
やく
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La Bible フランス語訳聖書 

 

Genèse 創世記 

 
1Au commencement, Dieu créa les cieux et la terre. 

2La terre était informe et vide: il y avait des ténèbres 

à la surface de l’abîme, et l’esprit de Dieu se 

mouvait au-dessus des eaux. 

3Dieu dit: Que la lumière soit! Et la lumière fut. 

4Dieu vit que la lumière était bonne; et Dieu sépara 

la lumière d’avec les ténèbres. 

5Dieu appela la lumière jour, et il appela les 

ténèbres nuit. Ainsi, il y eut un soir, et il y eut un 

matin: ce fut le premier jour. 

 

 

Notre Père 主の祈り 

 

Notre Père qui es aux cieux! Que ton nom soit 

sanctifié; 

10que ton règne vienne; que ta volonté soit faite sur 

la terre comme au ciel. 

11Donne-nous aujourd’hui notre pain quotidien; 

12pardonne-nous nos offenses, comme nous aussi 

nous pardonnons à ceux qui nous ont offensés; 

13ne nous induis pas en tentation, mais délivre-nous 

du malin. Car c’est à toi qu’appartiennent, dans tous 

les siècles, le règne, la puissance et la gloire. Amen! 
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Die Bibel ドイツ語訳聖書 

 

DIE SCHÖPFUNG 創世記 

 

11Am Anfang schuf Gott Himmel und Erde. 

2Und die Erde war wüst und leer, und Finsternis lag 

auf der Tiefe; und der Geist Gottes schwebte über 

dem Wasser. 

3Und Gott sprach: Es werde Licht! Und es ward 

Licht. 

4Und Gott sah, dass das Licht gut war. Da schied 

Gott das Licht von der Finsternis 

5und nannte das Licht Tag und die Finsternis Nacht. 

Da ward aus Abend und Morgen der erste Tag. 

 

Das Vaterunser 主の祈り 

 

Unser Vater im Himmel! 

Dein Name werde geheiligt. 

10Dein Reich komme. 

Dein Wille geschehe 

wie im Himmel so auf Erden. 

11Unser tägliches Brot gib uns heute. 

12Und vergib uns unsere Schuld, 

wie auch wir vergeben unsern Schuldigern. 

13Und führe uns nicht in Versuchung, 

sondern erlöse uns von dem Bösen. 

[Denn dein ist das Reich und die Kraft und die 

Herrlichkeit in Ewigkeit. Amen.]  
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La Sacra Bibbia イタリア語訳聖書 

 

Genesi 創世記 

 
1In principio Dio creò il cielo e la terra. 

2La terra era informe e deserta e le tenebre 

ricoprivano l’abisso e lo spirito di Dio aleggiava 

sulle acque. 

3Dio disse: «Sia la luce!». E la luce fu. 

4Dio vide che la luce era cosa buona e Dio separò la 

luce dalle tenebre. 

5Dio chiamò la luce giorno, mentre chiamò le 

tenebre notte. E fu sera e fu mattina: giorno primo. 

 

Padre nostro 主の祈り 

 

Padre nostro che sei nei cieli, 

sia santificato il tuo nome, 

10venga il tuo regno, 

sia fatta la tua volontà, 

come in cielo così in terra. 

11Dacci oggi il nostro pane quotidiano, 

12e rimetti a noi i nostri debiti 

come anche noi li rimettiamo ai nostri debitori, 

13e non abbandonarci alla tentazione, 

ma liberaci dal male.  
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De Bijbel オランダ語訳聖書 

 

Genesis 創世記 

 
1In den beginne schiep God den hemel en de aarde. 

2De aarde nu was woest en ledig, en duisternis was 

op den afgrond; en de Geest Gods zweefde op de 

wateren. 

3En God zeide: Daar zij licht! En daar werd licht. 

4En God zag het licht, dat het goed was; en God 

maakte scheiding tussen het licht en tussen de 

duisternis. 

5En God noemde het licht dag, en de duisternis 

noemde Hij nacht. Toen was het avond geweest, en 

het was morgen geweest, de eerste dag. 

 

 

Onzevader 主の祈り 

 

Onze Vader, Die in de hemelen zijt! Uw Naam 

worde geheiligd. 

10Uw Koninkrijk kome. Uw wil geschiede, gelijk in 

den hemel alzo ook op de aarde. 

11Geef ons heden ons dagelijks brood. 

12En vergeef ons onze schulden, gelijk ook wij 

vergeven onzen schuldenaren. 

13En leid ons niet in verzoeking, maar verlos ons 

van den boze. Want Uw is het Koninkrijk, en de 

kracht, en de heerlijkheid, in der eeuwigheid, amen.   
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THE HOLY BIBLE 英語訳聖書 

GENESIS 創世記 

 
1In the beginning God created the heaven and the 

earth. 

2And the earth was without form, and void; and 

darkness was upon the face of the deep. And the 

Spirit of God moved upon the face of the waters. 

3And God said, Let there be light: and there was 

light. 

4And God saw the light, that it was good: and God 

divided the light from the darkness. 

5And God called the light Day, and the darkness he 

called Night. And the evening and the morning 

were the first day. 

 

The Lord’s Prayer 主の祈り 

 

Our Father which art in heaven,  

Hallowed be thy name. 

10Thy kingdom come. Thy will be done in earth,  

as it is in heaven. 

11Give us this day our daily bread. 

12And forgive us our debts,  

as we forgive our debtors. 

13And lead us not into temptation,  

but deliver us from evil: 

For thine is the kingdom, and the power,  

and the glory, for ever. Amen.  
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世界の言葉 

アラビア語   الله 

アッラー 

ا.   ش ك ر 

シュクラーン。 

ギリシャ語 Θεός 

テオス 

Ευχαριστώ. 

エウハリストー。 

梵語 ब्रह्मन् 

ブラフマン 

धन्र्वाद. 

ダニャヴァーダ。 

ドイツ語 Gott 

ゴット 

Danke. 

ダンケ。 

日本語 神さま 

Kami-sama 

ありがとう。 

Arigatou. 

ヘブライ語 ֲלֺהִים  א 

エロヒーム 

. דָהֲוֹתּ  

トダー。 

明和語 010, 

ス 

∵〇◎▲■★ 

ｩｨｧイアエオウー。 

中国語 上帝 

シァンディー 

谢谢。 

シエシエ。 

ロシア語 Бог 

ボーフ 

Спасибо. 

スパシーバ。 

English God 

ゴッド 

Thank you. 

サンキュー。 

 

細かい表記は情報源や状況で変わる様です。 

その情報源もご統治の影響を受けますが、その

変化すらも、きっとご本人の為だと思います。

私は私で精確にお調べし、入力したつもりでも

読まれる段階では変わっているかもしれません

から。それも喜べる様になりたいものです。  
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挨拶 

中国 

拱 手
きょうしゅ

（ゴォン シォゥ）（揖
ゆう

）：左右の四本の

指を左右それぞれ揃え、一方の 掌
てのひら

をもう一方

の手の甲にあてたり、手を折りたたみ、包みま

す。掌側を自身の内側に向け、左右の親指を合

わせ、両手を祈る様に合わせることで敬意を表

します。男性は左手で右手を包み、女性は左右

逆です。凶事の場合も左右が逆です。お辞儀や 

ﾕﾀﾞﾔ教も前後に揺れ動いて特別な意味を表すﾕﾀﾞﾔ教も

こともあります。武術においては、文武拳とい

う似た礼もあるので、注意が必要。 

 

インド 

नमस्त （ナマステー）：挨拶の一つ。ナマスは

敬礼、テーは、あなたに、の意味を持ちます。 

仏教も合掌仏教も（胸の前で両手の指を揃え、指先

を上に向け、両方の掌を美しく合わせること） 

 

日本 

11ありがとう。21感謝
かんしゃ

します、31サンキュー！ 

 

15お願いします。 

 

等の挨拶があります。 

五十音（四十八音、五十一音、等）の字母は、 

梵語由来あかさたなはまやらわ、で配置梵語され、

その母音は、あいうえお、と配置されます。 

挨拶の語頭の字母にも特に注意をしたいです。  



 

151 

 

ヘブライ語（ユダヤ教の言語） 

。こんにちは、の挨拶：（シャローム）שָׁלוֹם

（平安、を意味する言葉） 

大変ありがとう：（トダー ラバー）תּוֹדָהֲרַבָּה

ございます、の挨拶。トダーが ありがとう、

を意味します。ヘブライ語ではֲתが最後の字母

で、その前がֲׁשです。シャロームとの関係や、

アレフベートの字母の順番の論理に注目したい

です。そして、倒語が、ハ、バラー（創造をも

意味するバラーと音が似る。）、ドートゥ。

（ユダヤ教はヤハドゥートと呼ばれ、ダアトゥ

は宗教の意味。童貞、に通じ注意。） 

 

キリスト教（ギリシャ語とヘブライ語） 

ἀμὴν   ֲןֲ׀ֲ֯אָמֵן  アメーン（アーメン日本では） אָמֲֵ 

然り まことにそうです 

（マタイによる福音書 5 章 18 節、他。 

ネヘミヤ記 8 章 6 節） 

Ἁλληλουϊά   ֲַלוֲּ֯ה ׃ֲהּיֲָ ־ל   ハレルヤ  ׀ֲֲהֲּיֲָ ֲלוֲּ֯לֲ הֲַ  

ヤハをほめたたえよ 

（ヨハネの黙示録。詩篇 113～118 篇。） 

Ὡσαννὰ   ֲֹהֲשֲִׁהו נָָּ֑הֲי֯עָ   ホサナ 

どうか、救ってください 

（マタイによる福音書 21 章 9 節、他。 

詩篇 118 篇 25 節。） 

 

イスラーム諸国（アラビア語） 

م  ع ل   ي ك م  السَّلَ   アッサラーム アレイクム 

あなた方の上に平安があります様に  
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ありがとう。  

お願いします。  

私
わたくし

、 藤
ふじ

𠩤
わら

 研
けん

介
すけ

です。   

 

君たちのことを想い、本を書きました。 

私のこの人生は、私にとっては、とてもとても

難しいことでしたが、そんな時にも、君たちの

ことを想うと、心が和らぐのを感じました。   

君たちは、私よりも、真であり、清く、 

強く、明るく、正しく、美しく、快もあり、 諸々

のよいものを持ち、生まれついています。      

神天如と、そして君たちと共に生きて 

いければ、私は幸福になれると思います。 

だから、私とも共に、幸福になり生きてほしい

です。 

私のそばにいつもいてくれて、 

ありがとう。 

神天如を、いつも喜びをもって 

求められる様に。 

私と共に喜んでくれて、 

ありがとう。 

ずっと、喜びもある愛や幸福が続く様に。 

Спаси́бо.  

.הבֲָּהֲרֲַדֲָוֹתּ  

Thank you.  

ありがとう。  

!!    ⇈^∀^^∀  ̂            謝↖      

    ⇆ﾟ○ﾟﾟ▽ﾟ         王 अ          
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∀^^_^⇈    0ا     ↗  ̂                     

    ⇈^◇ﾟ^▽  ゚              Α↖א✡ 

  

君が代は  

千代に八千代に  

さざれ石の  

いわおとなりて  

苔のむすまで  

 

南無阿弥陀仏 南無阿弥陀仏 南無阿弥陀仏  

 

初めに神は天と地を創造された。  

 

国と権と栄とは 

  限りなく 汝のものなればなり  

 

慈悲ふかく慈愛あまねき  

アッラーの御名において……  

 

神如主霊和、天皇。  

 

AaEeIioOuU? AMIDA! 

 

  יהוה,ֲאתיֲלךֲ.

 

!!                    ●,,         ✡              
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文章解析一例  

0.起動文 死の恐怖によった憐み （十字） 

1.区別文  ⚌ ⚏ ⚌⚌ ⚏ ⚏⚏⚏ ⚌⚏ 

2.母音文  I OOU U I O u AAAEI  

3.子音文 S N KyH N Y tT AWRM  

4.方向文 ─／‐╵ ｜‐┐- ╵ ┐  

5.画数文 6 1 10 8 3 2 1 4 16 2  

6.音節  シノｷｮｳﾌニヨッタｱﾜﾚﾐ（十三音）  

7.英訳  The compassion by fear of death  

8.倒語一例 ﾐﾚ、ﾜ、ｱｯﾀ、ﾖﾆﾌｳ、ﾖｷ、ﾉｼ  

9.ぎなた読み一例 ｼﾉｷ、ﾖｳﾌﾆ、ﾖｯﾀｱ、ﾜﾚﾐ  

A:絵 K:沓冠 S:字画 T:倒語 N:なぞかけ  

H:ﾊﾟﾝｸﾞﾗﾑ M:ﾓｰﾄﾞ Y:訳 R:ﾘﾌｫｰﾑ W:私の考え  

文章抽出一例  

0.モザイク画視点 ■□■■□□□□■□ 

1.欧文符号信号化 ETITOA TEMESN   

和文符号信号化 ﾍﾑﾞﾑﾚｲ ﾑﾍﾖﾍﾗﾀ  

2.母音の出現回数 A3 I3 U2 E1 O3 u1  

3.子音パングラム A1K1S1T1N2H1M1Y1R1W1 

4.AuKiSaTeNo 翻訳 イアクウコイオ  

5.画数合計や積算  

53（合計）368640（掛け算の積算）  

6.押韻や強勢  3 音目、7 音目、12 音目  

7.英文リズム ﾄﾄﾝﾄｯﾄﾝﾄﾝﾄﾄﾄﾄﾄﾝ  

8.子母音倒語  

IMERAWAATtOYINUHUOyKONIS  

9.初字と終字  死の→憐み SiNo→ReMi  
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言葉遊びの論理による予想文章の一例  

死の恐怖によった憐み。  

合せようか、天ら誉む笑み。（ﾎﾑｴﾐ、ﾎﾎｴﾐ） 

（3.子音パングラムと余り 6.押韻、沓冠等） 

 

・日本語  

死の恐怖によった憐み  

合せようか、天ら誉む笑み  

・英語  

The compassion by fear of death 

Could you smile with the skies praise  

・ヘブライ語 

מִים  צָעוּבֲּ ֲרַח     תֲאֵימַתֲמָוֶתאֶמ 

שֲֶׁל,ֲחִיּוּיַחַדֲכֲֺּ    חִיםבֲּ שֲַׁמַיִםֲמֲ רֲהַשֲָךְֲא 

・ロシア語  

Жа́лость путём страх сме́рти  

Дава́йте смея́ться вме́сте,  

улы́бками, кото́рые небеса́ хваля́т  

・まんこう語（万幸語） 

                                      ∈ ‖                   あ↗↗             

‖       ＝                   ↖✡ 

                    ^∀^ 婦 RS ⇆  

         !!     ⇆,> 笑 ML L's 共 ,,‖      

  

・明和語（みょうわご） 
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序文   

神天如、死後のよい生を信じ、待つべき存在

や好む性愛者を想い、考え、やってみること。 

これが本書の論旨です。なんだそんなことか

ということが、死の問題や世界没落体験等の緩

和的解決と思うのですが、環境とのコミュニケ

ーションにしろ、大なる呼びかけがあったとし

ても、感得することは難しいと思います。これ

らについて、実際に自分が関心を持たないと、

進まなかったです。しかし、本書を読んで、共

感が生まれるならとも思います。超越的な、環

境とのコミュニケーションも面白いのです。環

境とのコミュニケーションが成立しても、偶然

でしかないという反論よりも、むしろ実際にコ

ミュニケーションができている時の方が問題か

もしれません。天や塵といった、規模や精密性

等が問われる場合は、特にそう感じられますし

面白いです。私に起こった苦しい原体験群につ

いて、私個人での最終解決は私にとっては難し

いですが、本にしたり、考えをオープンにする

ことを通して、私のように、激しい苦しみが与

えられるべく定められている、よい存在を助け

たいです。 

神天如、死後のよい生を信じる生には、 

生きるに値する、こころよい生も、 

私たちにあることに賭けています。 

 

合わせようか、天ら誉む笑み  

藤𠩤 研介  
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床想 

ぼくは、神天如のなさる快いことを受け入

れ、かの時も、あなたの御心、御言葉や御業、

諸々を喜びたい。それはあなたこそがいつも、

わたしを想ってくださり、不思議とわたしも、

あなたを想う様に、してくださったからです。

そしてあなたや、あなたと共に愛する、伴侶達

を想うことが、今のわたしにとって大きな慰め

だからです。 

わたしも死の恐怖にあって嘆かない様に。 

それはあなたの憐みであるから。 

わたしすら、御世にあって挫けない様に。 

それはあなたの備えであるから。 

さあ、今あなたと共に。 

 

恐怖の原体験 

 ……（そんなっ！神様！） …… 

「あとぅい！あとぅい！」それが、藤𠩤研介

の恐怖経験での言葉だった。舌を強く噛んでお

り、大腿部は挫滅していた。記憶も、恐怖の頂

点に達した時のものは消えている。恐怖のあま

りなのか、記憶が飛んでいるのだ。自然的な死

の恐怖とは違う、人為的なものであるが、死の

恐怖に似た、本当に凄まじい恐怖だった。自然

的な人間の肉体から引き出せる、恐怖の限界で

あるかのようだ。世界の底が抜けた様で、圧倒

的な物量に飲み込まれ、行きつく先は、絶大な

苦痛かもしれないという、誤った確信から来る

『そんなっ！』という恐怖であった。   
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漠然とした死の恐怖 

肉体的反応としての恐怖と妄想的想像の恐怖 

がごちゃごちゃになることを避ける!!  

・日常に戻れ     

・快感情            

・発声    

・生活を丁寧に行いつつ、肉体の苦痛を除く 

・感謝をし、記録を見返して、精神を沈静化 

・想像する時は、声に出すことで危険を察知 

 

 

 

 

 

 過大な恐怖を伴う、死の妄想を抱く過程は憶

えている限りでは、以下のようだと思う。 

 まず、漠然と死の恐怖を抱く。現に肉体的  

苦痛を感じているために、死んだら無になるの

かな、とか埋葬時や死後も苦痛があったらどう

しよう等の、普段は考えないような、アタマで

は大丈夫、と理解していても、拭えない不安を

考える。死んだら無になるとか、死は眠りのよ

うなものと、漠然と考えていたが、人生を努め

てきた、この自分というものが、肉体的苦痛を

伴いながら、全く永遠に消えてしまうかもしれ

ない、ということに恐怖を感じる。眠るように

死ぬことはあっても、実際の自分の恐怖と、照

らし合わせてみると、死と眠りが、全く違うこ

とに気づき、恐怖する。  
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時間感覚の狂いや死の兆候の想像 

予め楽しみのある修行方法を見つけておき、 

確立した修行法によるルーチンを辿る!!  

・学      ✏ 

・修行        
・美と性愛                   

・臨死体験や、臨終時の状況等を学んでおく 

・自然的死において、苦痛はないことを学ぶ 

・無意識の肉体も反応する、肯定修行を実践 

・呼吸を止める、と呼吸が止まる、では言葉と

しても肉体反応としても異なることを学ぶ。 

 

 

 

そしてここから、恐怖のあまりか、体感時間が

長くなる。死ぬのが怖い、死んだら無、私が消

えるかもしれないとの思いから、時が止まって

でも、自分を保ち、生が存続すればよい等と考

える。しかし、時間は進むので、いつかは死に

たどり着くこと、時が進むこと自体に恐怖を抱

くようになる。さらに体感時間が長くなり、肉

体的苦痛を感じたまま、時が長くなるのでは、

と不安が増す。そこから、死の兆候の呼吸停止

や心臓停止になったらどうなるのか、等を考え

る。私の死において、苦しみを味わったまま、

時が止まるのでは、とも妄想する。呼吸が止ま

り、心臓が止まると、苦しみを味わい、埋葬後

の長い時でも続くのかと、妄想が膨らみ、不安

になる。   
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死んだら無、という考えに関する恐怖 

死後も苦痛が続くのではという恐怖や、自己 が

消え去るかもという恐怖には、祈ること。  

神天如や霊を信じる                        

・死んだら無、という考えか、霊という考え 

かで迷ったら、霊という考えを採用すること 

・死後のよい生を積極的に認め、信じること  

・人生経験や超越的と感じること等を精査する

こと。宗教等を通して、死後のよい生を信じて

もよいかな、という根拠を積極的に探すこと 

・神如がなさる、よい賜物として考えること 

 

 

 

ここで、精神の死の恐怖と合わさり、肉体の

死と苦痛の継続の恐怖に捕えられる。そして、

死んだら無になる等の、漠然とした考えでは、

対抗できないことを思う。死んだら無になり、

苦痛などない、と強く思いたい気持ちと、精神

の死が怖くて、肉体的に死んだとしても何らか

の形で、生が存続する、してほしい、という強

い思いが、矛盾し、対立した考えの中で、激し

くぶつかりあう。肉体的苦痛から逃れたいあま

り、死んだら無、死んだら無、と自分に言い聞

かせるが、眠りとは異なる死、自分の永遠的消

失や何らかの肉体的苦痛の継続ということが頭

から離れず、死んだら無という考えでは、乗り

越えられない恐怖を味わう。そこから、霊や霊

体といったものがあればいいと考える。  



 

161 

 

神如や霊を信じられない時の恐怖 

・人生経験の精査         

・発想を探すこと           

・先人の宗教教理                     

・人生経験での不思議、感謝すべきことを思い

出し、記録し、暗記して深く考えてみること 

・発想をより思いやりある考えに変えること 

神天如のなさることなら、仮に無となっても、

当事者に快や善美等があるであろうこと 

 

 

 

 

 さらに、新しい別の体なら肉体的苦痛もない

だろうと、何らかの形で健全な生が存続するこ

とを、強く望むようになる。健全な生の存続、

という考えが優勢になるも、死んだら無という

考えが、恐怖となって続く。世俗の生活で、死

んだら無等と、考えていたにも関わらず、霊や

霊体があるのではと、急激に考えを変えること

になり、信じることも難しいために、恐怖の中

で、死後の生はある、と言い聞かせることにな

る。そして、精神の存続が存在することを信じ

たい、ということに、思考が切り替わることに

なる。しかし、世俗的に破廉恥なことをしてい

たし、宗教的な事柄を深く信じていなかったた

めに、罰が与えられるのではと、恐れるように

なる。つまりは、地獄へ行くのではと、眼を見

開く様に非常に恐怖する。   



 

162 

 

地獄などの悪い想像が止まらない恐怖 

今起こっている苦痛の緩和等に集中すべきで 

起こっていない苦痛と起こっている苦痛を、 

きちんと分類、整理し、対策する。 

声に出すこと。 

・祈り                   

・聖典の暗唱や懸命な祈りが効くこともある 

・表象から肯定的な意味だけを汲み取ること 

・人間存在が、苦しみの最大許容量と考える 

のではなく、より深い許容量をもつ、格の深 

い善美存在が統治しておられることを思うこと 

・当事者がよりよくなるための所に行くこと  

 

 

今まで、死後の生を信じてこなかったし、死

んだら無という考えであったから、今更手放し

の救済を、信じることも難しい。そこで、自然

法則のようなもので、死後の生を信じた度合に

よって死後の体も決まってくるのか等と、即席

の妄想を作り出す。私の精神が、自然法則の様

に死後も存続しても、信じてこなかった私は、

新しい体の方が手に入らず、呼吸を止めた苦し

みのまま、今の肉体が消滅するのでは等の妄想

を抱く。無慈悲な法則のように苦しみが迫り、

地獄の口が開いているかのように感じる。さら

に走馬灯のように、頭の中を映像が、駆け巡っ

てくる。自分が昔に考えた、残酷なことや暴力

表現等の映像表象であり、それらで頭が一杯に

なる。   
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世界観の転倒による恐怖 

世界観の転倒は、快楽のある死後を想像する 

だけでなく、妄想を捨てる根拠を挙げること 

・味方の性愛者を想像              

・今までにあった恩恵や快楽を思い出すこと 

（苦しい人生と思っても、食べ物の快楽など 

自然の与える快楽は、意外に多いはず。） 

・いつでも味方をしてくれる存在を想うこと 

・今まで生まれた人、これから生まれる人の 

中なら、私の苦しみはどの程度のものか考え 

ること。密かな名誉と感動があるはずだから  

 

 

 

そこから助かるには、罰を受けなければな 

らないんだ、と思うようになり、自罰的にも 

なって、身体に圧力を加えた。一度憑りつか 

れた妄想が強固になっていき、もう二度と肉 

体が戻らないことと、消滅して苦痛を受け続 

けるとの思い、それが永遠、という時の重さ 

が巨大な壁のように、のしかかってきた。直 

近の芸術作品等の妄想的脳内映像が、頭の中に

流れつつ、どうしてこのような、永遠的苦しみ

を受けなくてはならないのかと恐怖する。そこ

で、私一人を血祭りに上げる為の壮大ないじめ

だと感じるようになる。神さまを信じてこなか

ったり、馬鹿な行いをしてきた人を、祭りあげ

て、いじめのように追い込んで、苦しみを受け

させようとしている、と感じる。    
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恐怖ではないが不思議な体験をする時 

不思議な体験をする時、倫理的に動揺しない 

ことも大切だから、自分でよく考えること。 

・自らの大本の教え        

・自らの人生経験の集大成をも発揮すること 

・快や楽しい体験ならば、楽しんでおくこと 

・記録を付けることも、為になることがある 

・楽しいなら、無理に話さなくてもよいこと 

・倫理や正しいと思うことを手放さないこと 

・宗教や紙に書いてあるということが支えに 

なることもあるから記録をつけ暗記しておく   

 

そして、後悔などが押し寄せると同時に、 

取り返しのつかない、地獄に連れていかれる 

という考えが止まらなくなってくる。罰を受 

ければ、許されると思ってか、さらに自罰的 

になる。このあたりで（そんなっ！神さま！）

と記憶に留まる程強く、頭の中で叫び、意識が

沈潜した。自罰を加えた体が、高熱を発しなが

らオーバーヒートし、サードマン現象のように

体の外から、自分を眺めている脳内映像が流れ

て、「あとぅい！あとぅい！」と叫び、意識が

飛んだ。記憶が曖昧で順番がおかしい部分や、

記憶が飛んでいる部分も多いのだが、これらが

大体の、例の恐怖経験（Ziq）であった。死の

未知性から恐怖が始まり、死の恐怖の具体化と

脳内映像により妄想が強化されていって、宗教

的、死生観的脆弱さから、危険な妄想が確信さ

れ、絶大な恐怖を体験したものと思われる。   
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過大な死の恐怖とならないために 

意識の不調が病気以外にも、身体に影響する 

ほど、死の恐怖等が高まりうるため、不調の 

ピークを予防して、最大値を軽減すること。 

・感情の矛先 あ        
・日常では考えないだけで済んでいたことが、

差し迫り、肉体にも襲いくる事を知る 

・計画的に、感情等の爆発先をつくっておく 

・恐怖のピークを避けること、避けられない 

時には、感情や修行法の吐き出し先を、予め 

作っておくこと（聖典の御言葉やお題目等）   

 

 

この経験前の私は、科学信者であって、死後

は無になると思い、神様も存在するかもしれな

いが、偶然を支配する位のものだ、と思ってい 

た。いわゆる世俗的な無宗教の日本人という感

じで、家の宗教も葬式仏教と言われるような、

葬式や行事の時だけしか、宗教と関わることは

なかった。今回の経験は、技術的で、作為的な

経験であると思う。だから、自然的な死の恐怖

と似た点や学べる部分もあると思うが、ここま

での恐怖を感じることは、自然的な死では起こ

らないはずだから、過度に不安に思う必要はな

い。しかし、この経験について対策し、設計さ

れた、自分の死生観、宗教観を持っておくこと

は、あなた方の死や例のような苦しみや困難に

おいても、役立つと思う。死生観が大事だ。  
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自力でできる計画補助問題のまとめ 

・人生関心と修行の結合       

・対策修行法の確立✏        

・信仰する自我イメージ         

・補助問題ではあるが、死には、準備が必要 

であることを知っておき、関心をもつこと。 

・人生の関心を宗教的考え事や言語、呼吸等

の、意識の最後まであるものにもっておくと、

死の対策修行や他力に任せる導入がしやすい。  

 

 

 

 

 私は、この体験を経てから、宗教や学問、言

語や教育等に大きな関心を寄せるようになった

し、安易な自死を考えないようにもなった。超

越的存在を畏れる気持ちも持とうとするように

なったから、人格としてはよくなったと思う。

これは、死の恐怖にも言えうることだと思う。

死の問題によっても私たちは、改善すべきこと

を見つけていくべきだし、死の間際でも、死後

のよい生をよくするためにも、苦しみや恐怖が

起こっているのだと、肯定的に考えるべきだ。

この体験から得られる要点は下記の様になる。 

 

神天如 後生も快生 信じてん 

よい方を 想い求めて 生き続け 

考えた 解決法を やってみる 

 



 

167 

 

信仰詩 

神女方は私を救った。だから存在す。 

神天如 YH  。なはもっとも救われた。 

なぜなら、最も清く正しく美
うっつ

く、諸々のよさ

も。だからか。 

Богиня меня спсла. Поэтому я живу.  

,богиня, неба, ушедший, ях,  

наиболее спасает.  

Потому что чистейшая, хорошо, красивая,  

потому что имеет различную доброту. Так что.   

,:       ^x ﾟﾟ x ﾟ     //^x^XEV SA ⮅     

:: ^◎^=◎ ⇄☱〇 ייה       

        ✡            💛◎⭧救⭧       

 ,:▲      ✝                  

 ,◎=▽✝         ¯ ,〇☲⭦       

 ::       ^▽ﾟﾟ▲  ゚   ◎ьте им ▽        ̄          

::〇☱ 

 

Your skies with me 

Huum, I’m suffering. (With sighing.) 

Your sky is GREAT! 

(With impressed and feeling like cry.) 

Uum. (With lifting chin and deeply feeling) 

天の詩 

ふう、苦しいなぁ。（ため息をつきながら） 

天、すげぇなぁ！ 

（感極まって泣きそうになりながら） 

うーん。 

（あごを持ち上げながら、感慨深く） 
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遊びの一例 

しりとり 連想ゲーム（山手線ゲーム）  

なぞなぞ 字の定義から造語するゲーム  

何でもお題に結び付ける連想ゲーム  

人工言語によるスゴロク 文章を書く  

本を使って対話してみる 極限疎通遊び  

手話の指文字を使ってじゃんけんをする  

ツボ押し、按摩、自慰行為で極限疎通  

社会事業の空想、なりきり、コスプレ  

時空間や宗教書での対話 エッチな本 タロット 

人工言語、造語 おもちゃ 表情でスロット遊び 

挨拶を考える 人の名前予想 麻雀牌  

本の文字遊び カップリングを考える  

周囲の方に似合うものを考える 読経、読誦 

何でも快楽にしたり快楽に結び付ける空想  

映像写真の言語化 宗教存在を招待する空想  

想い出ノート 人生アルバム作りや暗記  

空想的性愛存在の想像 看取り者の空想 

ボードゲームのアレンジ 看護タルパ空想  

日常讃美、天体音楽 始動心発揮空想  

死のシミュレーション 散歩、風景疎通  

体や表情の体操 礼、所作、ダンスの哲学 

プレゼント空想 国造りの空想 生活ゴミ等を少

しでも芸術的に整え廃棄すること 想い出文章

等の暗記や関連付け 手で遊ぶ 指を人形に見立

てて演劇する 布団の塵や食事の極限疎通対象

が演劇し慰めてくれると考える 髪の毛を捨て

る時にまとめたり極限疎通 宗教戒律の真似事 

言葉を簡易芸術に仕立て直す 言語と折り紙  
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おかしくても、お考えした慰めの思考技術 

 既存言語での当てはめ、造語、言葉探し 

言葉遊び 律速段階となる人間のカテゴリーに

快や美を与える方法 快表象や快体験を言語と

結びつけること（和合） 既存の学問や既存の

疎通法、公式とされる世俗は、穴を用意してお

られて、探求しても改良ができたり、隠された

ものがあること 自力で発見したと思った自作

言語法の再発見は宗教でも暗示されていたこと 

極限疎通の存在と隠された肯定的な世界統治へ

の関心と探求 生活に多言語や自作言語を導入

し、讃美と思ってやってみることと呼応した王

の統治の快発露 社会統治の観察と宗教の結び

つき 女性らが、理由は不明で隠れた快疎通を

くださったこと その新しい女性らと癒しの想

い出ができることや隠れて贈る言葉の表現探求 

その女性らの名を分析すると集団として体系化

されていたこと それが宗教言葉の分析で出て

きた技術に似ていたこと 癒しの想い出を生活

に配置し、繰り返し暗記すること 環境や作品

と自作言語の簡易疎通が結び付いたこと 俗語

での思考や独り言の習慣を敬語表現や多国語で

思考することを段階にし、自作言語を思考言語

へ転換しようとすること よい来世も自我存続

し、待つべき神女ら、天女らがおられると仮定

し、出逢いのお言葉を訓練しようとすること 

その形の探求が明脂帖の今の探求表現で、最初

の執筆の動機から変化したこと 美しい女性ら

が中心の導きが変えてくださったこと 今も 
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シェマー・イスラエル ユダヤ教 祈祷の御言葉

ד׃ֲ הוָ הֲ׀ֲאֶחָ  ינוֲּי  לֺהֵַ֖ הוָ הֲא  לֲי  רָאֵָּ֑ עֲיִשׂ  מַַ֖  שׁ 

ｼｪﾏｰ ｲｽﾗｴﾙ ｱﾄﾞﾅｲ ｴﾛﾍｲﾇｰ ｱﾄﾞﾅｲ ｴﾊｯﾄﾞ 

「聞け、おお、イスラエルよ、 

主は私たちの神、主はただ一人。」 

（申命記 6 章 4 節、 

  民数記 15 章 37 節-41 節） 

 

新約聖書 冒頭文 

新約聖書 マタイによる福音書 

1 章 1 節 イエス・キリストの系図 

Βίβλος γενέσεως Ἰησοῦ Χριστοῦ υἱοῦ Δαυὶδ υἱοῦ 

Ἀβραάμ. 

ﾋﾞﾌﾞﾛｽ ｹﾞﾈｰｾｵｰｽ ｲｴｽｰ ｸﾘｽﾄｩｰ ﾋｭｲｳｰ ﾀﾞｳｨﾄﾞｩ ﾋｭｲｳｰ  

ｱﾌﾞﾗｱﾑ 

アブラハムの子の、ダビデの子の、 

イエス・キリストの系図。 

 

ビスミッラー（Bismillah） 

ムスリム（イスラム教徒）の挨拶 

م      ب س 
ٱللَّّ   

アッラーの御名において…… 

アッラーには美名が多くあります。  
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 ספרֲהבריתות

 הבריתֲהחדשה

 הבשורהֲעל־פיֲמתי

ֲ

ךֲָ,שֶׁבַּשָמַיׅםֲבׅינוּ'אֲָ קַדֵשֲׁשׁׅמ  ֲ,יׅת 

 

ךֲָתָּבוֹא 10 כוּת  ךֲָיֵעָשֶׂהֲ,מַל  צוֺנ   ר 

בַשָמַיִם ֲ.בָּאָרֶץֲכֵּןֲכּ 

 

 ,הַיּוֺםֲלָנוֲּתֵּןֲקֵנוּחֲ ֲֲלֶחֶםֲאֶת 11

לַח 12 טָאֵינוֲּעַלֲלָנוֲּוּס  פִיֲח  חִיםֲֲכּ   שֶׁסּוֺל 

נוֲּגַם נַח  אִיםֲא   .לָנוֲּלַחוֺט 

אַל 31 בִיאֵנוֲּו  צֵנוֲּאִםֲכִּיֲ,נִסָּיוֺןֲלִידֵיֲתּ   מִןֲֲחַל 

ֲ'ֲ.הָרָע

『聖書』（マタイによる福音書、 

主の祈り-ヘブライ語訳) 
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   תורהֲנביאיםֲוכתובים

タナハ （ユダヤ教-ヘブライ語聖書）  

創世記 בראשית   

 

רֶץ׃ תֲֲ֯הֲָאֲָ  אֲֵ  יִםֲֲֲ֯ו  תֲֲֲ֯הַשָמֲַַ֖ יםֲאֲֵ  לֲֺהֲִָּ֑ אֲֲ֯א  יתֲבָּרֲָ  רֵאֲ֯שֲִַׁ֖  [סא]ֲ 1ֲ1ֲֲֲֲֲֲבּ 

ﾍﾞﾚｼｰﾄ ﾊﾞﾗｰ ｴﾛﾋｰﾑ ｴﾄ ﾊｯｼｬﾏｲﾑ ｳﾞｪｴﾄ ﾊｱﾚﾂ  

初め神は天と地を創造された。 

 

הֲוֲֲּ ֲֲ֯וָבֲֺ  הוּ  הֲתֲֺ  תֲָ  ֲ֯רֶץֲהָי  הֲָאָ   2ֲו 

חֲַֺ֖ ֲו  הֲֲֲָּ֑נֵי ֲ֯פֲּ ־ֲ֯ךְֲעַלשֶׁ֯    םוֹת 

ֲ ר  לֺהֲִ ֲחֲַ֯וּו  רֲַא  ׃ֲיִםמֲָ הֲֲָנֵיֲ פֲּ ־ֲפֶתֲעַלחֲֶַ֖֯יםֲמ   

ｳﾞｪﾊｱﾚﾂ ﾊｲﾀｰ ﾄﾌｰ ｳﾞｧｳﾞｫﾌｰ  

ｳﾞｪﾎｼｪﾌ ｱﾙﾍﾟﾈｲ ﾃﾎﾑ  

ｳﾞｪﾙｰｱﾊ ｴﾛﾋｰﾑ ﾒﾗﾍﾌｪﾄ ｱﾙﾍﾟﾈｲ ﾊﾏｲﾑ  

地は混沌として、 

闇が深淵の面
おもて

にあり、 

神の霊が水の面を動いていた。 

  

הִי־א ֲוֹרֲ׃ֲ ַֽי  יֲֲ֯אֲָּ֑וֹרֲוַ  הֲִ  יםֲי  לֺהֲִַ֖ אמֶרֲֲ֯א   ֲֺ  3ֲוֲַיּ

ｳﾞｧﾖﾒﾙ ｴﾛﾋｰﾑ ｲｪﾋｰ ｵﾙ ｳﾞｧｲｪﾋｰｵﾙ  

神は言われた。「光あれ。」 

すると、光があった。  



 

173 

 

אֲיַּ ַֽו4ֲֲֲַ  לֺהֲִ ר   בֲֲוֹטֲָּ֑־יכֲִּרֲֲוֹהָאֲַ֖־ֲיםֲאֶתא 

לֺהֲִ דֲֵ ב ֲ֯יֲַּוֲַ    ׃שֶׁךְיןֲהַחֲֺ וֹרֲוּבֲֵ יןֲהָאֲַ֖בֲֵּ ֲיםלֲא 

ｳﾞｧﾔﾙｰ ｴﾛﾋｰﾑ ｴﾄﾊｵﾙ ｷｨﾄｰﾌﾞ  

ｳﾞｧﾔﾌﾞｯﾃﾞﾙ ｴﾛﾋｰﾑ ﾍﾞｲﾝ ﾊｵﾙ ｳｳﾞｪｲﾝ ﾊﾎｼｪﾌ  

神は光を見て、良しとされた。 

神は光と闇を分け、 

 

לָהֲ  י  רָאֲלֲָָּ֑ לַחֲַֺ֖֯שֲֶׁךְֲקֲָ  וֹםֲו  ֲיֲ  יםֲֲ|ֲלָאֲ֯וֲֺרֲ  לֺהֲִ  אֲא  רֲָ   5ֲֲוַיִּק 

 ַֽ הִיוַ  ַֽעֲֶ ־י  הִירֶבֲוַ  ׃ֲדאֶחֲָ ֲםֲ֯וֹקֶרֲיֲ בֲַֺ֖־י    

ｳﾞｧｲｸﾗｰ ｴﾛﾋｰﾑ ﾗｵﾙ ﾖﾑ ｳﾞｪﾗﾎｼｪﾌ ｶﾗｰ ﾗｲﾗｰ  

ｳﾞｧｲｪﾋｰｴﾚｳﾞ ｳﾞｧｲｪﾋｰｳﾞｫｹﾙ ﾖﾑ ｴﾊﾄﾞ  

光を昼と呼び、闇を夜と呼ばれた。 

夕べがあり、朝があった。第一の日である。  
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ילֲֲ  דֲִ  יֲֲמַב  יִםֲוִיֲ֯הֲִ  ת ֲוֹךְֲֲהַמֲָָּ֑ יֲַעֲבּ  יֲרָקֲִַ֖ הֲִ  יםֲי  לֲֺהֲִֺ  אמֶרֲֲ֯א   ֲֺ  פ6ֲֲֲוַיּ

יִם ֲ   יןֲהַמֲַ  לֲבֲֵּ  ֲֲוַיֲַּב ֲ֯דֲֲֲֵ  ֲאֶת־ֲהָרָקִיַעֲ  לֲֺהִֺיםֲ  יִםֲלָמָ ֲ֯יִם׃7ֲֲֲוֲַיַּ עַשֲֲׂ֯א  יןֲמֲַַ֖  בֲֵּ 

שֲֶׁ שֲֶַׁ֖יןֲהַמֲַ בֲֵ יַעֲוּחַתֲלָרָקֲִ מִתֲַּ ֲרֲ א  הִיֲ֯יעֲַוַ ֲלָרָקֲִָּ֑ לֲ֯רֲמֵעֲַ יִםֲא  ֲֲן:כֲֵ ־י   

י:ֲֲ וֹםֲֲ֯שֲֵׁנֲִ  קֶרֲיֲ  הִי־בֲַֺ֖ ַֽי  רֶבֲוַ  הִי־עֲֶ  ַֽי  יִם  וַ  יַעֲשֲָׁמֲָָּ֑ רָקֲִַ֖ יםֲלֲָ  לֲֺהֲִֺ  אֲא  רֲָ   8ֲוַיֲִּק 

דֲֲ וֲֺםֲֲ֯אֶחֲָ  יִםֲ  אֶלֲ־֯מָקֲ  חַתֲהַשֲָמֲַ  יִםֲמִתֲַּ  וֲֲּהַמֲַ  יםֲיִקֲָ֯וֲ  לֲֺהֲִֺ  אֲֺמֶרֲֲ֯א  פ9ֲֲֲוַיֲּ 

וֲֵ הֲֲ מֲִ֯ק  רֶץֲוֲּל  ֲאֲֶ  יםֲ|ֲלַיַּבֲָּ֯שֲָׁהֲ  לֺהֲִ  אֲא  רֲָ  ן:10ֲֲוַיֲִּק  הִיֲ֯־ֲכֲֵ  ַֽי  הֲוַ  הֲהַיַּבֲָּשֲָָּׁ֑ תֵרֲָ֯אֲֶַ֖ ו 

אֲֲ יםֲתֲַּד ֲ֯שֲֵׁ  לֲֺהֲִֺ  אמֶרֲֲ֯א   ֲֺ וֹבֲ׃11ֲֲוַיּ יםֲכֲִּי־טֲ  לֺהֲִַ֖ אֲא  יםֲוַיַּ ַֽר  אֲיַמֲִָּ֑ יִם קָרֲָ  הַמֲַַ֖

ֲ֯  בֲשֲֶׂאֲעֵ ֲשֲֶׁדֲֶ ֲרֶץֲ הָאֲָ  רִ  מֲֲֲִ֯רִיֲ הֲפֲּ שֲֶׂיֲעֲֺ רֲִ פֲּ ֲץֲ֯רַעֲעֲֵ יַעֲזֲֶ מַז  ֲֲוֲֹינֲ ל   

שֲֶׁ  עוֹ רא  ַֽהָאֲָָּ֑־ֲעַלֲוֹבֲַ֖־זַר  הִיֲ֯רֶץֲוַ  ׃ֲןכֲֵ ־י   
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6 神は言われた。「水の中に大空があり、 

水と水を分けるようになれ。」7 神は大空を 

造り、大空の下の水と、大空の上の水とを 

分けられた。そのようになった。8 神は大空を

天と呼ばれた。夕べがあり、朝があった。 

第二の日である。 

9 神は言われた。「天の下の水は一か所に 

集まり、乾いた所が現れよ。」そのように 

なった。10 神は乾いた所を地と呼び、水の 

集まった所を海と呼ばれた。神は見て良しと 

された。11 神は言われた。「地は草木を 

生えさせよ。種をつける草と、種のある実を 

結ぶ果樹を、それぞれの種類に従って地上に 

生えさせよ。」そのようになった。  
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 ֲֲ רִ ֲי שֲֶׂהֲֲפֲּ  ץֲעֲֺ  עֲֵ  הוֲּ ו  מִיֲ֯נֲֵ  ֲל  רַעֲ  ֲ֯יַעֲזֲֶ  רִ  ֲשֲֶׁאֲעֲֵ שֲֶׂבֲמַז  רֶץֲדֶ  אֲהָאֲָ  12ֲוַתֲּוֲֹ֯צֲֵ 

שֲֶׁ  עוֹא  מִיֲֲ֯וֹבֲַ֖־רֲזַר  אוַיַּ ֲַֽהוּנֵָּ֑ל  לֺהֲִַ֖ ר  ב:ֲֲוֹטֲ ־יכֲֲֲִּיםא   

לִישִׁ ֲי:ֲֲ וֲֹם שֲׁ  קֶרֲיֲ  הִיֲ־בֲַֺ֖ רֶבֲוַ ֲי  הִי־עֲֶ֯   13ֲוַ ֲי 

וֹםֲֲֲ יןֲהַיֲּ  ילֲבֲֵּ  דֲִ  הַב  יִםֲל  יַע  הַשֲָמֲַ  קֲִ  אֲֺרֲֺ֯ת ֲֲבֲִּר  יֲמ  הֲִ  יםֲי  לֲֺהֲִ  אמֶרֲֲ֯א   ֲֺ פ14ֲֲוַיּ

הָיֲ יןֲהַלֲָָּ֑בֲֵ וּ לָהֲו  אֲֺ  וּי  מֲ וֲֲּת ֲתֲֺל  יָמֲִַ֖וֲֲּיםע דֲִ וֲֹ֯ל  שֲָׁל  ׃ֲיםנִ ֲ֯יםֲו   

ןֲ: הִיֲ֯־כֲֵ  רֶץֲוַ ֲי  יר עַל־ֲהָאֲָָּ֑ הָאֲִַ֖ יִםֲל  יַעֲהַשֲָמֲַ  קֲִ  ֲבֲִּר  אוֹרֲֺתֲ  וֲֲּלִמ  הָיֲ   15ֲו 

ֲֲ יםֲאֶת־ֲ֯הַמֲָא ֲוֹרֲהַגֲָדֲֺלֲ  דֺלֲִָּ֑ ֲתֲהַגֲ  אֲֺ֯רַֺ֖ נֵ י  הַמֲ  יםֲאֲֶ֯ת־שֲׁ  לֺהֲִ  16ֲוַיַּ עַשֲֲׂ֯א 

מֶמ ֲ֯ אֶתוֹהַיֲּ   לֶתשֲֶׁ ל  מֶמ ֲֲ֯טֺןֲ רֲהַקֲָוֹאֲ הַמֲָ־ֲ֯םֲו  אֲֵַ֖לֶתֲהַלֲַ שֲֶׁ ל  לָהֲו    תי 

רֶץ:ֲֲ ירֲעַל־ֲהָאֲָ  הָאֲִַ֖ יִם  ל  יַעֲהַשֲָמֲָָּ֑ קֲִ  יםֲבֲִּר  לֲֺהֲִַ֖ םֲא  ןֲאֲֺתֲָ  ים:17ֲֲוַיִּתֲֵּ  הַכּוֹכָבֲִ 

אֲֲ שֲֶׁךְֲוַיַּ ַֽר  יןֲהַחֲָֺּ֑ וֹרֲוּבֲֵ  יןֲהָאֲַ֖ ילֲבֲֵּ  ל הַב ֲ֯דֲִ  י ֲ֯לה  וֲּ  וֹםֲוּבַלֲַ  ֲבַּיֲּ  לִמ ֲ֯שֲֺׁלֲ  18ֲו 

י׃ בִיעֲִ  וֲֹםֲֲ֯ר  קֶרֲיֲ  הִיֲ־בֲַֺ֖ ַֽי  רֶבֲוַ  הִיֲ֯־עֲֶ  ַֽי  וֹב:19ֲֲוַ  ים  כֲִּי־טֲ  לֺהֲִַ֖   א 
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12 地は草木を生じさせ、種をつける草を 

それぞれの種類に従って、種のある実をつける

木をそれぞれの種類に従って生じさせた。 

神は見て良しとされた。13 夕べがあり、 

朝があった。第三の日である。 

14 神は言われた。「天の大空に昼と夜を 

分ける光るものがあり、季節や日や年の 

しるしとなれ。15 天の大空に光るものがあって、

地上を照らせ。」そのようになった。16 神は 

二つの大きな光るものを造られた。昼を治める

大きな光るものと、夜を治める小さな光るもの

である。また星を造られた。17 神は地上を 

照らすため、それらを天の大空に置かれた。 

18 昼と夜を治めるため、光と闇を分けるため 

である。神は見て良しとされた。19 夕べがあり、

朝があった。第四の日である。  
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ֲֺ 20ֲֲפֲ  לֺהֲִ ֲאמֶרֲ֯וַיּ ֲ֯יםֲיִשֲׁ א   הֲחַיֲֲֲָָּּ֑פֶשׁנֶ  רֶץיִםֲשֲֶַׁ֖הַמֲֲֲַוּצֲ ר 

עוֲֲֹ עוֲֲֹ֯פֲ ו  קֲִ נֵַ֖פֲּ ־רֶץֲעַלהָאֲָ ־ֲףֲעַלֲ֯פֲֵ י   ֲֲיִםֲ:מֲָ הַשֲָ  יַעיֲר 

רֲָ וַי21ֲֲֲִּ לֲֲֺאֲ֯ב  אֲֵ   יםדֺלֲִָּ֑םֲהַגֲ ינֲִַ֖נֲִ֯הַתֲַּ־ֲיםֲאֶתהֲִ א  ֲֲֲפֶשׁנֶ ־לתֲכֲָּו  תֲֲשֲֶׂ֯רֺמֲֶ הֲָ ֲֲ|ֲֲהחַיָּ ֲהַ 

שֲֶׁ צֲ שֲֲָׁרֲ א  מֲִ   יִםהַמֲַ ֲֲוּר  אֲֵ ינֵהֲֶ ל  מִיֲֲ֯נָףֲ ףֲכֲָּוֹעֲ ־לתֲכֲָּםֲו   ֲֲהוּנֲֵ ל 

לֺהֲִַ֖וַיַּ ַֽ אֲא  בֲָ 22ֲֲב:ֲֲוֹט ֲ־ֲייםֲכֲִּר  לֺהֲִַ֖אֺתֲָ ֲֲרֶךְֲ֯וַי  ֲרֲפֲּ יםֲלֵאמֲָֺּ֑םֲא  בֲ וּ  וּר  ֲֲוֲּאֲ מִל ֲ֯וֲֲֲּוּר 

הָעֲַ֖֯מֲִ יֲַּ֯בֲֲַּיִםֲ הַמֲַ ־אֶת  ֲֲרֶץ:אֲָ בֲָּ בֲרֲֶ֯ףֲיֲִ וֹיםֲו 

23ֲַֽ הִיוַ  ַֽעֲֶ ־֯י  הִירֶבֲוַ  מִישִׁ ֲֲםֲ֯וֹקֶרֲיֲ בֲַֺ֖־י   י:ֲֲח 

ֲֺ   24  פ לֺהֲִ ֲֲאמֶרֲ֯וַיּ תֲּא  הָאֲָ צֲֵ וֹיםֲ נֶ אֲ מִינֲָ   הֲ חַיֲֲֲָּפֶשׁרֶץֲ וָרֲֶ הֵמֲָ בֲּ ֲֲהּל  ֲֲמֶשֲֺהֲ

חֲַ  מִינָָּ֑אֲֶַ֖־תוֲֺי ֲ֯ו  ַֽ  הּרֶץֲל  הִיֲ֯וַ  לֺהִיםֲ ֲֲעַשֲׂ֯וַיַּ 25ֲֲכֵן:ֲֲ־ֲי  מִינֲָ   רֶץהָאֲָ ֲֲתֲ֯חַיֲַּ ־אֶתֲֲֲא  ֲֲהֲּל 

אֲֶ מִינֲָ ֲהֵמָהֲ הַבֲּ ־ֲתו  אֲֵ ֲֲהּל  דָמֲַָ֖הֲָ   מֶשׂרֲֶ ־לכֲֲָּתֲו  מִיֲ֯א  אֲֲוַיַּ ֲֲַֽהוּנֵָּ֑הֲל   ר 

לֺהֲִַ֖   ׃ֲבֲוֹטֲ ־יכֲֲּיםא 
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20 神は言われた。「水は群がる生き物で 

満ち溢れ、鳥は地の上、天の大空を飛べ。」 

2 1 神は大きな海の怪獣を創造された。 

水 に群が りうご めくあ らゆる 生き物 を 

それぞれの種類に従って、また、翼のある 

あ らゆる 鳥をそ れぞれ の種類 に従っ て 

創 造され た。神 は見て 良しと された 。 

22 神はそれらを祝福して言われた「産めよ、 

増えよ、海の水に満ちよ。鳥は地に増えよ。」

23 夕べがあり、朝があった。第五の日である。  

24 神は言われた。「地は、それぞれの種類に 

従って、家畜、這うもの、地の獣をそれぞれの 

種類に従って生み出せ。」そのようになった。 

25 神は地の獣をそれぞれの種類に従って、 

家畜をそれぞれの種類に従って、地を這う 

あらゆるものをそれぞれの種類に従って 

造られた。神は見て良しとされた。 
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םֲֲ תֲהַיֲָּ  גֲַ  ֲבִד  דוֲּ  יִר  נוּ  ו  מוֲּתֲֵָּ֑ נוֲֲּכֲִּד  מֲֵַ֖ צַל  םֲבֲּ  הֲאֲָדֲָ  ע שֲֶׂ  יםֲנֲַ  לֲֺהֲִ  אמֶרֲֲ֯א   ֲֺ 26ֲוַיּ

ע ֲ֯וּ כֲָ֯וּ  הֵמָהֲ בַבֲּ יִםֲוּמֲַ ףֲהַשֲָוֹב     רֶץהָאֲָ ־ֲלב 

כָלוּ ֲֲֲמֶשׂהָרֲֶַ֖־ב     ׃רֶץאֲָ הֲָ־ֲעַלֲשׂרֺמֲֵ הָ 

אֲאֺתֲָּ֑וֲֲֹזָכֲָ רֲֲ יםֲבֲָּרֲָ  לֺהֲִַ֖ צֶ ֲ֯לֶםֲ א  וֲֹבֲּ  צַל ֲ֯מֲ  ֲאֲָדָם ֲ בֲּ  ים | אֶת־ֲהָ  לֲֺהֲִ  אֲֲ֯א  רֲָ  27 וַיֲִּב 

קֵבֲַָ֖וּ ם׃ֲתֲָ אֲאֲֺרֲָ הֲבֲָּנ   

וֲּאֶת־ֲ וֲּוּמִל ֲ֯אֲ  בֲ  ֲוֲּ וֲּר  ר  יםֲפֲּ  לֲֺהֲִ  םֲא  אמֶרֲ֯ לָהֲֶ   ֲֺ ֲֲוַיּ לֲֺהִיםֲ  ֲא  רֶךְֲאֲֺתָםֲ  בֲָ  28 וַי 

כִב ֲ֯הָאֲַָ֖ ֲָּ֑רֶץֲו  דֲ הֲָוּשׁ  גֲַ בֲֲִּוֲּר  ע ֲ֯וּ  ם ֲתֲהַיֲָּד  יִםֲֲמֲַ ףֲהַשֲָוֹב   

כָלוּ ֲחַיֲַָּ֖־ב     ׃רֶץהָאֲָ ־עַלֲ תשֲֶׂרֺמֶ ֲ֯הֲהָ 

ֲ שֲֶׁרֲ  רַעֲא  עֲַזֲֶ  ם אֶת־כֲָּל־עֲֵ שֲֶׂבֲ | זֺרֲֵ  תֲִּיֲלָכֲֶ  ֲנָתֲַ  יםֲהִנֲֵהֲ  לֺהֲִ  אמֶרֲֲ֯א   ֲֺ 29 וַיּ

אֶת  רֶץהָאֲָ ־כָלֲֲנֵיֲ פֲּ ־עַל שֲֶׁהָעֲֵ ־ֲלכֲָּ־ֲו  רִיֲֲֲ֯וֹבֲּ ־רץֲא    םרַעֲלָכֲֶ עֲַזַָָּֽ֑ץֲזֺרֲֵ עֲֵַ֖־פ 

יֲֶַ֖יֲִ  אֲָה  לֲָ הֲל     ה:כ 

רֶץֲֲ לֲ|ֲרוֹמֵ ֲ֯שֲֲׂעֲַל־הֲָאֲָ  כֲֺ  יִםֲוּל  וֹף  הַשֲָמֲַ  כָל־עֲ֯  ֲאֲָרֶץֲוּל  כֲָ֯ל־֯חַיַּ ֲתֲֲֲ֯הָ  ל  30ֲוֲּ 

שֲֶׁ אֲָשֲֶׂרֶקֲעֲֵַ֖יֶ ַֽ־ֲלכֲָּ־הֲאֶתחַיֲָּ  פֶשֲׁנֶ ֲוֲֹ בֲּ־רא  לֲָָּ֑בֲל  ַֽכ  הִיֲ֯הֲוַ  ׃ֲןכֲֵ ־י    
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26 神は言われた。「我々のかたちに、我々の

姿に人を造ろう。そして海の魚
うお

、空の鳥、家畜、

地のあらゆるもの、地を這うものあらゆる 

ものを治めさせよう。」27 神は人を自分の 

かたちに創造された。 

神のかたちにこれを創造し 

男と女に創造された。 

28 神は彼らを祝福して言われた。 

「産めよ、増えよ、地に満ちて、これを 

従わせよ。海の魚
うお

、空の鳥、地を這うあらゆる

生き物を治めよ。」  

29 神は言われた。「私は全地の面
おもて

にある、

種をつけるあらゆる草と、種をつけて実がなる

あらゆる木を、あなたがたに与えた。それは 

あなたがたの食物となる。30 また、地の 

あらゆる獣、空のあらゆる鳥、 地を這う 

命あるあらゆるものに、すべての青草を 

食物として与えた。」 

そのようになった。  ּ 

  



 

182 

 

אֲוַיַּ 31ֲַֽ לֺהִים ֲר  שֲֶׁ ־לֲכֲָּ־אֶתֲא  הִנֲֵרֲעָשָׂ ֲא  אֲָֺּ֑  בֲ֯וֹטֲַ֖־ֲהֲ֯הֲו   דֲמ 

הִיֲוַ ֲ הֲִרֶבֲוַ ֲעֲֶ ־י   ֲֲ׃יֲהַשִשִ ֲֲֲםֲ֯וֲֹקֶרֲיֲ בֲַֺ֖־י 

כ ֲ֯ 1 2 פ הָאֲַָ֖מֲַ הַשֲֲֲָוּלֲ וַי  כָלֲיִםֲו  בֲָ֯־֯רֶץֲו   ֲֲ׃םאֲָ צ 

כֲַ 2ֲֲֲ לֺהִים ֲֲֲלֲ֯וַי  הַשֲ וֹיֲּ בֲֲֲַּא  תֲַּ֖בִיעֲִ םֲ לַאכ  מ  שֲֶׁ ֲֲוֹיֲ וַיֲִּעָשֲָָּׂ֑  רא  ֲהֲ םֲֲוֹיֲּ בֲֲֲַּת ֲבֲֺּשׁ ֯

תֲַּ֖־ֲ֯ליֲמִכֲָּבִיעֲִ הַשֲ  לַאכ  שֲֶׁ  וֲֹמ   ֲֲ׃הרֲעָשֲָׂ א 

בֲָ 3ֲֲ לֺהִים ֲֲרֶךְֲ֯וַי     יֲבִיעֲִ םֲהַשֲ וֹיֲ ־ֲאֶתֲא 

קַדֲֵַ֖ תֲּ ־ֲ֯למִכֲֲֲָּבַתֲ שֲֲֲָׁוֹיֲבֲ כֲִּ ֲֲוֲֹאֺתֲֲֲָּ֑שֲׁוַי  לַאכ  שֲֶׁ  וֲֹמ  לֺהֲֲֲִַ֖אֲ֯רֲָ בֲָּ־רא    ׃ֲתוֲֹיםֲלַע שׂ ֲא 

 

31 神は、造ったすべてのものを御覧になった。

そ れは極 めて良 かった 。夕べ があり 、 

朝があった。第六の日である。 

2 1 こうして天と地、そしてその森羅万象

が完成した。2 第七の日に、神はその業を完成

され、第七の日に、そのすべての業を終えて 

休まれた。3 神は第七の日を祝福し、これを 

聖別された。その日、神はすべての創造の業を

終えて休まれたからである。 

 

『タナハ』（律法-トーラー）創世記  
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歴代誌 ֲדבריֲהימיםֲב 

 

כֲ ־ֲלכֲֲָּסרֲַ לֶךְֲפֲָּ|ֲמֲֶ ֲרֶשׁוֹכֲּ ֲרמֲַ אֲָ־הֲכ23ֲֲֲֺּס  ל   יֲתַןֲלֲִ נָ ֲרֶץֲ הָאֲָ   תוֲֹמַמ 

ֲֲ֯ הוָה  לֺהֲֵ ֲי  הֲ מֲַ הַשֲֲָיֲ֯א  נֲ ֲעָלַיֲ  דפָקֲַ ־אֲוּיִםֲו   וֲֹלֲ ־ֲתוֹלִב 

שֲֶׁ ֲםֲִלֲַַ֖שֲָׁירוֲּבֲֲִּיִתבֲַ ֲ  ֲֲוֹעַמֲ ־לםֲמִכֲָּבָכֲֶ ־יֲמֲִ   הדֲָָּ֑יהוֲּרֲבֲִּ א 

הוָ  יֲָ ֲוֹעִמֲֲַ֖וֲ֯יֲִלֺהֲָ אֲ ֲהֲ֯י    ׃ֲלעֲַ֯ו 

ｺｰｱﾏﾙ ｺﾚｼｭ ﾒﾚﾌ ﾊﾟﾗｽ ｶﾙﾏﾒﾙﾎﾄ ﾊｱﾚﾂ ﾅﾀﾝ ﾘｲ  

ｱﾄﾞﾅｲ ｴﾛﾍｲ ﾊｯｼｬﾏｲﾑ ｳﾞｪﾌｰﾌｧｶﾄﾞｩ ｱﾗｲ ﾘｳﾞﾉﾄﾛｰ  

ｳﾞｧｲﾄ ﾋﾞﾙｼｬﾗﾐ ｱｼｪﾙ ﾋﾞｰﾌｰﾀﾞｰ ﾐｰｳﾞｧﾍﾑ ﾐｶﾙｱｯﾓ  

ｱﾄﾞﾅｲ ｴﾛﾊｲｰ ｲｯﾓ ｳﾞｪﾔｱﾙ  

  

 ペルシアの王キュロスはこのように言う。 

「 天の神 、主は 地上の すべて の王国 を 

私に与えられ、ユダのエルサレムに神殿を 

建てることを私に任された。あなたがたの中で

主 の民に 属する 者は誰 でも、 その神 、 

主がその人と共におられるように。その者は 

上って行きなさい。」 

 

『タナハ』（諸書-ケトゥービーム）歴代誌 
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Βίβλος 

ΚΑΤΑ ΜΑΘΘΑΙΟΝ 

 

3 Μακάριοι οἱ πτωχοὶ τῷ πνεύματι,  

ὅτι αὐτῶν ἐστιν ἡ βασιλεία τῶν οὐρανῶν. 

4 μακάριοι οἱ πενθοῦντες,  

ὅτι αὐτοὶ παρακληθήσονται.  

5 μακάριοι οἱ πραεῖς,  

ὅτι αὐτοὶ κληρονομήσουσιν τὴν γῆν.  

6 μακάριοι οἱ πεινῶντες καὶ διψῶντες τὴν δικαιοσύνην,  

ὅτι αὐτοὶ χορτασθήσονται.  

7 μακάριοι οἱ ἐλεήμονες,  

ὅτι αὐτοὶ ἐλεηθήσονται.  

8 μακάριοι οἱ καθαροὶ τῇ καρδίᾳ,  

ὅτι αὐτοὶ τὸν θεὸν ὄψονται.  

9 μακάριοι οἱ εἰρηνοποιοί,  

ὅτι αὐτοὶ υἱοὶ θεοῦ κληθήσονται.  

10 μακάριοι οἱ δεδιωγμένοι ἕνεκεν δικαιοσύνης,  

ὅτι αὐτῶν ἐστιν ἡ βασιλεία τῶν οὐρανῶν.  

『新約聖書』 

（マタイによる福音書 

5 章 3 節～10 節 

山上の説教-八福 The Beatitudes）  
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3「心の貧しい人々は、幸いである   

天の国はその人たちのものである。 

4 悲しむ人々は、幸いである 

その人たちは慰められる。 

5 へりくだった人々は、幸いである   

その人たちは地を受け継ぐ。 

6 義に飢え渇く人々は、幸いである   

その人たちは満たされる。 

7 憐れみ深い人々は、幸いである   

その人たちは憐れみを受ける。 

8 心の清い人々は、幸いである   

その人たちは神を見る。 

9 平和を造る人々は、幸いである   

その人たちは神の子と呼ばれる。  

10 義のために迫害された人々は、 

幸いである 

天の国はその人たちのものである。  
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マタイによる福音書 

5 章 11 節～48 節 

11 μάκαριοί ἐστε ὅταν ὀνειδίσωσιν 

ὑμᾶς καὶ διώξωσιν καὶ εἴπωσιν πᾶν 

πονηρὸν καθ᾽ ὑμῶν  [ψευδόμενοι] 

ἕνεκεν ἐμοῦ. 12 χαίρετε καὶ ἀγαλλιᾶσθε, 

ὅτι ὁ μισθὸς ὑμῶν πολὺς ἐν τοῖς 

οὐρανοῖς  ̇ οὕτως γὰρ ἐδίωξαν τοὺς 

προψήτας τοὺς πρὸ ὑμῶν.  
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1 1 わたしのためにののしられ、迫害され、 

身 に覚え のない ことで あらゆ る悪口 を 

浴びせられるとき、あなたがたは幸いである。

1 2 喜びなさい。大いに喜びなさい。天には 

大きな報いがある。あなたがたより前の 

預言者たちも、同じように迫害されたのである。」 
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Salt and Light 

13 Ὑμεῖς ἐστε τὸ ἅλας τῆς γῆς ̇ ἐὰν 

δὲ τὸ ἅλας μωρανθῇ, ἐν τίνι 

ἁλισθήσεται;  εἰς οὐδὲν ἰσχύει ἔτι εἰ μὴ 

βληθὲν ἔξω καταπατεῖσθαι ὑπὸ τῶν 

ἀνθρώπων. 14 Ὑμεῖς ἐστε τὸ φῶς τοῦ 

κόσμου. οὐ δύναται πόλις κρυβῆναι 

ἐπάνω ὄρους κειμένη  ̇ 15 οὐδέ 

καίουσιν λύχνον καὶ τιθέασιν αὐτὸν ὑπὸ 

τὸν μόδιον ἀλλ’ ἐπὶ τὴν λυχνίαν, καὶ 

λάμπει πᾶσιν τοῖς ἐν τῇ οἰκίᾳ. 16 οὕτως 

λαμψάτω τὸ φῶς ὑμῶν ἔμπροσθεν τῶν 

ἀνθρώπων, ὅπως ἴδωσιν ὑμῶν τὰ καλὰ 

ἔργα καὶ δοξάσωσιν τὸν πατέρα ὑμῶν 

τὸν ἐν τοῖς οὐρανοῖς.  
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地の塩、世の光 

13「あなたがたは地の塩である。だが、塩に 

塩気がなくなれば、その塩は何によって塩味が

付けられよう。もはや、何の役にも立たず、外

に投げ捨てられ、人々に踏みつけられるだけで

ある。14 あなたがたは世の光である。山の上に

ある町は、隠れることができない。15 また、と

もし火をともして升の下に置く者はいない。燭

台の上に置く。そうすれば、家の中のもの 

すべてを照らすのである。 1 6 そのように、 

あなたがたの光を人々の前に輝かしなさい。

人々が、あなたがたの立派な行いを見て、 

あなたがたの天の父をあがめるようになるため 

である。」 
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Teaching about the Law 

17 Μὴ νομίσητε ὅτι ἦλθον καταλῦσαι 

τὸν νόμον ἢ τοὺς προφήτας  ̇ οὐκ ἦλθον 

καταλῦσαι ἀλλὰ πληρῶσαι. 18 ἀμὴν γὰρ 

λέγω ὑμῖν ̇ ἕως ἂν παρέλθῃ ὁ οὐπανὸς 

καὶ ἡ γῆ, ἰῶτα ἓν ἢ μία κεραία οὐ μὴ 

παρέλθῃ ἀπὸ τοῦ νόμου, ἕως ἂν πάντα 

γένηται. 19 ὃς ἐὰν οὖν λύσῃ μίαν τῶν 

ἐντολῶν τούτων τῶν ἐλαχίστων καὶ 

διδάξῃ οὕτως τοὺς ἀνθρώπους, 

ἐλάχιστος κληθήσεται ἐν τῇ βασιλείᾳ 

τῶν οὐρανῶν ̇ ὃς δ᾽ ἂν ποιήσῃ καὶ 

διδάξῃ, οὗτος μέγας κληθήσεται ἐν τῇ 

βασιλείᾳ τῶν οὐρανῶν. 20 λέγω γὰρ 

ὑμῖν ὅτι ἐὰν μὴ περισσεύσῃ ὑμῶν ἡ 

δικαιοσύνη πλεῖον τῶν γραμματέων καὶ 

Φαρισαίων, οὐ μὴ εἰσέλθητε εἰς τὴν 

βασιλείαν τῶν οὐρανῶν.  
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律法について 

17「わたしが来たのは律法や預言者を廃止 

するためだ、と思ってはならない。廃止 

するためではなく、完成するためである。 

1 8 はっきり言っておく。すべてのことが 

実現し、天地が消えうせるまで、律法の 

文字から一点一画も消え去ることはない。 

19 だから、これらの最も小さな掟を一つでも 

破り、そうするようにと人に教える者は、 

天の国で最も小さい者と呼ばれる。しかし、 

それを守り、そうするように教える者は、 

天の国で大いなる者と呼ばれる。 2 0 言って 

お くが、 あなた がたの 義が律 法学者 や 

ファリサイ派の人々の義にまさっていなければ、

あなたがたは決して天の国に入ることが 

できない。」 
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Teaching about Anger 

21 Ἠκούσατε ὅτι ἐρρέθη τοῖς 

ἀρχαίοις, Οὐ φονεύσεις ̇ ὃς δ’ ἂν 

φονεύσῃ, ἔνοχος ἔσται τῇ κρίσει. 22 ἐγὼ 

δὲ λέγω ὑμῖν ὅτι πᾶς ὁ ὀργιζόμενος τῷ 

ἀδελφῷ αὐτοῦ ἔνοχος ἕσται τῇ κρίσει  ̇

ὃς δ᾽ ἂν εἴπῃ τῷ ἀδελφῷ αὐτοῦ, Ῥακά, 

ἔνοχος ἔσται τῷ συνεδρίῳ  ̇ ὃς δ’ ἂν εἴπῃ, 

Μωρέ, ἔνοχος ἔσται εἰς τὴν γέενναν τοῦ 

πυρός. 23 ἐὰν οὖν προσφέρῃς τὸ δῶρόν 

σου ἐπὶ τὸ θυσιαστήριον κἀκεῖ μνησθῇς 

ὅτι ὁ ἀδελφός σου ἔχει τι κατὰ σοῦ, 24 

ἄφες ἐκεῖ τὸ δῶρόν σου ἔμπροσθεν τοῦ 

θυσιαστηρίου καὶ ὕπαγε πρῶτον 

διαλλάγηθι τῷ ἀδελφῷ σου, καὶ τότε 

ἐλθὼν πρόσφερε τὸ δῶρόν σου. 25 ἴσθι 

εὐνοῶν τῷ ἀντιδίκῳ σου ταχύ, ἕως ὅτου 

εἶ μετ᾽ αὐτοῦ ἐν τῇ ὁδῷ, μήποτέ σε 

παραδῷ ὁ ἀντίδικος τῷ κριτῇ καὶ ὁ 

κριτὴς τῷ ὑπηρέτῃ καὶ εἰς φυλακὴν 

βληθήσῃ ̇ 26 ἀμὴν γέγω σοι, οὐ μὴ 

ἐξέλθῃς ἐκεῖθεν, ἕως ἂν ἀποδῷς τὸν 

ἕσχατον κοδράντην.    
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腹を立ててはいけない 

 21「あなたがたも聞いているとおり、昔の人は

『殺すな。人を殺した者は裁きを受ける』と 

命じられている。22 しかし、わたしは言って 

おく。兄弟に腹を立てる者はだれでも裁きを 

受 ける。 兄弟に 『ばか 』と言 う者は 、 

最高法院に引き渡され、『愚か者』と言う者は、

火の地獄に投げ込まれる。23 だから、あなたが

祭 壇に供 え物を 献げよ うとし 、兄弟 が 

自分に反感を持っているのをそこで思い出した

なら、 2 4 その供え物を祭壇の前に置き、 

まず行って兄弟と仲直りをし、それから 

帰って来て、供え物を献げなさい。25 あなたを

訴える人と一緒に道を行く場合、途中で早く 

和解しなさい。さもないと、その人はあなたを

裁判官に引き渡し、裁判官は下役に引き渡し、

あなたは牢に投げ込まれるにちがいない。 

26 はっきり言っておく。最後の一クァドランス

を返すまで、決してそこから出ることは 

できない。」 
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Teaching about Adultery 

27 Ἠκούσατε ὅτι ἐρρέθη, Οὐ 

μοιχεύσεις. 28 ἐγὼ δὲ λέγω ὑμῖν ὅτι πᾶς 

ὁ βλέπων γυναῖκα πρὸς τὸ ἐπιθυμῆσαι 

αὐτὴν ἤδη ἐμοίχευσεν αὐτὴν ἐν τῇ 

καρδίᾳ αὐτοῦ. 29 εἰ δὲ ὁ ὀφθαλμός σου 

ὁ δεξιὸς σκανδαλίζει σε, ἔξελε αὐτὸν 

καὶ βάλε ἀπὸ σοῦ  ̇ συμφέρει γάρ σοι ἵνα 

ἀπόληται ἓν τῶν μελῶν σου καὶ μὴ ὅλον 

τὸ σῶμά σου βλητῇ εἰς γέενναν. 30 καὶ 

εἰ ἡ δεξιά σου χεὶρ σκανδαλίζει σε, 

ἔκκοψον αὐτὴν καὶ βάλε ἀπὸ σοῦ  ̇

συμφέρει γάρ σοι ἵνα ἀπόληται ἕν τῶν 

μελῶν σου καὶ μὴ ὅλον τὸ σῶμά σου εἰς 

γὲενναν ἀπέλθῃ.  
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姦淫してはならない 

 2 7「あなたがたも聞いているとおり、 

『姦淫するな』と命じられている。28 しかし、

わたしは言っておく。みだらな思いで他人の 

妻を見る者はだれでも、既に心の中でその女を

犯したのである。29 もし、右の目があなたを 

つまずかせるなら、えぐり出して捨ててしまい

なさい。体の一部がなくなっても、全身が 

地獄に投げ込まれない方がましである。 

30 もし、右の手があなたをつまずかせるなら、

切り取って捨ててしまいなさい。体の一部が 

なくなっても、全身が地獄に落ちない方が 

ましである。」 
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Teaching about Divorce 

31 Ἐρρέθη δέ, Ὃς ἂν ἀπολύσῃ τὴν 

γυναῖκα αὐτοῦ, δότω αὐτῇ ἀποστάσιον. 

32 ἐγὼ δὲ λέγω ὑμῖν ὅτι πᾶς ὁ ἀπολύων 

τὴν γυναῖκα αὐτοῦ παρεκτὸς λόγου 

πορνείας ποιεῖ αὐτὴν μοιχευθῆναι, καὶ 

ὃς ἐὰν ἀπολελυμένην γαμήσῃ, μοιχᾶται.  
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離縁してはならない 

31「『妻を離縁する者は、離縁状を渡せ』と 

命じられている。32 しかし、わたしは言って 

おく。不法な結婚でもないのに妻を離縁する 

者はだれでも、その女に姦通の罪を犯させる 

ことになる。離縁された女を妻にする者も、 

姦通の罪を犯すことになる。」 
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Teaching about Oaths 

33 Πάλιν ἠκούσατε ὅτι ἐρρέθη τοῖς 

ἀρχαίοις, Οὐκ ἐπιορκήσεις, ἀποδώσεις 

δὲ τῷ κυρίῳ τοὺς ὅρκους σου. 34 ἐγὼ δὲ 

λέγω ὑμῖν μὴ ὀμόσαι ὅηως ̇ μήτε ἐν τῷ 

οὐρανῷ, ὅτι θρόνος ἐστὶν τοῦ θεοῦ, 35 

μήτε ἐν τῇ γῇ, ὅτι ὑποπόδιόν ἐστιν τῶν 

ποδῶν αὐτοῦ, μήτε εἰς Ἱεροσόλυμα, ὅτι 

πόλις ἐστὶν τοῦ μεγάλου βασιλέως, 36 

μήτε ἐν τῇ κεφαλῇ σου ὀμόσῃς, ὅτι οὐ 

δύνασαι μίαν τρίχα λευκὴν ποιῆσαι ἢ 

μέλαιναν. 37 ἔστω δὲ ὁ λόγος ὑμῶν ναὶ 

ναί, οὒ οὒ  ̇ τὸ δὲ περισσὸν τούτων ἐκ 

τοῦ πονηροῦ ἐστιν.  
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誓ってはならない 

 33「また、あなたがたも聞いているとおり、 

昔の人は、『偽りの誓いを立てるな。主に 

対 して誓 ったこ とは、 必ず果 たせ』 と 

命じられている。34 しかし、わたしは言って 

お く。一 切誓い を立て てはな らない 。 

天 にかけ て誓っ てはな らない 。そこ は 

神の玉座である。 3 5 地にかけて誓っては 

な ら な い 。 そ こ は 神 の 足 台 で あ る 。 

エルサレムにかけて誓ってはならない。 

そこは大王の都である。 3 6 また、あなたの 

頭 に か け て 誓 っ て は な ら な い 。 

髪の毛一本すら、あなたは白くも黒くも 

できないからである。 3 7 あなたがたは、 

『然り、然り』『否、否』と言いなさい。 

それ以上のことは、悪い者から出るのである。」 
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Teaching about Retaliation 

38 Ἠκούσατε ὅτι ἐρρέθη,  

Ὀφθαλμὸν ἀντὶ ὀφθαλμοῦ καὶ ὀδόντα 

ἀντὶ ὀδόντος. 39 ἐγὼ δὲ λέγω ὑμῖν μὴ 

ἀντιστῆναι τῷ πονηρῷ ̇ ἀλλ’ ὅστις σε 

ῥαπίζει εἰς τὴν δεξιὰν σιαγόνα [σου], 

στρέψον αὐτῷ καὶ τὴν ἄλλην ̇ 40 καὶ τῷ 

θέλοντί σοι κριθῆναι καὶ τὸν χιτῶνά σου 

λαβεῖν, ἄφες αὐτῷ καὶ τὸ ἱμάτιον  ̇ 41 

καὶ ὅστις σε ἀγγαρεύσει μίλιον ἕν, 

ὕπαγε μετ’ αὐτοῦ δύο. 42 τῷ αἰτοῦντί σε 

δός, καὶ τὸν θέλοντα ἀπὸ σοῦ 

δανίσασθαι μὴ ἀποστραφῇς.  
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復讐してはならない 

 38「あなたがたも聞いているとおり、目には 

目を、歯には歯を」と命じられている。 

3 9 しかし、わたしは言っておく。悪人に 

手向かってはならない。だれかがあなたの 

右の頬を打つなら、左の頬をも向けなさい。 

だれかがあなたの右の頬を打つなら、左の頬を

も向けなさい。 4 0 あなたを訴えて下着を 

取ろうとする者には、上着をも取らせなさい。

41だれかが、一ミリオン行くように強いるなら、

一緒に二ミリオン行きなさい。42 求める者には

与えなさい。あなたから借りようとする者に、 

背を向けてはならない。」 
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Love for Enemies 

43 Ἠκούσατε ὅτι ἐρρέθη, Ἀγαπήσεις 

τὸν πλησίον σου καὶ μισήσεις τὸν ἐχθρόν 

σου. 44 ἐγὼ δὲ λέγω ὑμῖν, ἀγαπᾶτε τοὺς 

ἐχθροὺς ὑμῶν καὶ προσεύχεσθε ὑπὲρ 

τῶν διωκόντων ὑμᾶς, 45 ὅπως γένησθε 

υἱοὶ τοῦ πατρὸς ὑμῶν τοῦ ἐν οὐρανοῖς, 

ὅτι τὸν ἥλιον αὐτοῦ ἀνατέλλει ἐπὶ 

πονηροὺς καὶ ἀγαθοὺς καὶ βρέχει ἐπὶ 

δικαίους καὶ ἀδίκους. 46 ἐὰν γὰρ 

ἀγαπήσητε τοὺς ἀγαπῶντας ὑμᾶς, τίνα 

μισθὸν ἔχετε; ουχὶ καὶ οἱ τελῶναι τὸ 

αὐτὸ ποιοῦσιν; 47 καὶ ἐὰν ἀσπάσησθε 

τοὺς ἀδελφοὺς ὑμῶν μόνον, τί περισσὸν 

ποιεῖτε; οὐχὶ καὶ οἱ ἐθνικοὶ τὸ αὐτὸ 

ποιοῦσιν; 48 Ἔσεσθε οὖν ὑμεῖς τέλειοι 

ὡς ὁ πατὴρ ὑμῶν ὁ οὐράνιος τέλειός 

ἐστιν.  
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敵を愛しなさい 

4 3「あなたがたも聞いているとおり、 

『隣人を愛し、敵を憎め』と命じられて 

いる。 4 4 しかし、わたしは言っておく。 

敵 を愛し 、自分 を迫害 する者 のため に 

祈りなさい。45 あなたがたの天の父の子となる

ためである。父は悪人にも善人にも太陽を昇ら

せ、正しい者にも正しくない者にも雨を 

降らせてくださるからである。 4 6 自分を 

愛 し て く れ る 人 を 愛 し た と こ ろ で 、 

あ なたが たにど んな報 いがあ ろうか 。 

徴税人でも、同じことをしているではないか。

4 7 自分の兄弟にだけ挨拶したところで、 

どんな優れたことをしたことになろうか。 

異邦人でさえ、同じことをしているではないか。

4 8 だから、あなたがたの天の父が完全で 

あられるように、あなたがたも完全な者と 

なりなさい。」 
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ΚΑΤΑ ΜΑΘΘΑΙΟΝ 
マタイによる福音書 

Κυριακή προσευχή 

主の祈 

 

Πάτερ ἡμῶν ὁ ἐν τοῖς οὐρανοῖς  ̇   

ﾊﾟﾃﾙ ﾍｰﾓｰﾝ ﾎ ｴﾝ ﾄｲｽｰﾗﾉｲｽ  

ἁγιασθήτω τὸ ὄνομά σου ̇  

ﾊｷﾞｱｽﾃｰﾄｰ ﾄ ｵﾉﾏ ｽｰ  

10 ἐλθέτω ἡ βασιλεία σου  ̇     

ｴﾙﾃﾄｰ ﾍｰ ﾊﾞｽｨﾚｰｱｰ ｽｰ  

γενηθήτω τὸ θέλημά σου,  

ｹﾞﾈｰﾃｰﾄｰ ﾄ ﾃﾚｰﾏ ｽｰ  

ὡς ἐν οὐρανῷ καὶ ἐπὶ γῆς  ̇   

ﾎｰｾﾇｰﾗﾉｰｲ ｶｲ ｴﾋﾟ ｹﾞｰｽ  

11 τὸν ἄρτον ἡμῶν τὸν ἐπιούσιον  

ﾄﾅﾙﾄﾝ ﾍｰﾓｰﾝ ﾄﾈﾋﾟｳｰｽｨｵﾝ  

δὸς ἡμῖν σήμερον  ̇   

ﾄﾞｽ ﾍｰﾐｰﾝ ｾｰﾒﾛﾝ  

12 καὶ ἄφες ἡμῖν τὰ ὀφειλήματα ἡμῶν,   

ｶｲ ｱﾍﾟｽ ﾍｰﾐｰﾝ ﾀ ｵﾍﾟｰﾚｰﾏﾀ ﾍｰﾓｰﾝ  

ὡς καὶ ἡμεῖς ἀφήκαμεν τοῖς ὀφειλέταις ἡμῶν ̇   

ﾎｰｽ ｶｲ ﾍｰﾒｰｽ ｱﾍﾟｰｶﾒﾝ ﾄｲｿﾍﾟｰﾚﾀｲｽ ﾍｰﾓｰﾝ 

13 καὶ μὴ εἰσενέγκῃς ἡμᾶς εἰς πειρασμόν,   

ｶｲ ﾒｰ ｴｰｾﾈﾝｹｰｲｽ ﾍｰﾏｰｽ ｴｰｽ ﾍﾟｰﾗｽﾞﾓﾝ  

ἀλλὰ ῥῦσαι ἡμᾶς ἀπὸ τοῦ πονηροῦ.   

ｱｯﾗ ﾘｭｰｻｲ ﾍｰﾏｰｽ ｱﾎﾟ ﾄｩｰ ﾎﾟﾈｰﾙｰ 

 

ὅτι σοῦ ἐστιν ἡ βασιλεία καὶ  

ﾎﾃｨ ｽｰ ｴｽﾃｨﾝ ﾍｰ ﾊﾞｽｨﾚｰｱｰ ｶｲ    

ἡ δύναμις καὶ  

ﾍｰ ﾃﾞｭﾅﾐｽ ｶｲ   
ἡ δόξα εἰς τοὺς αἰῶνας. ἀμήν.  

ﾍｰ ﾄﾞｸｻ ｴｰｽ ﾄｩｰｻｲﾖｰﾅｽ ｱﾒｰﾝ 

 

『新約聖書』 

マタイによる福音書 

6 章 9 節～13 節 主の祈
いのり

と頌栄
しょうえい
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主
しゅ

の 祈
いのり

 

天
てん

にまします我
われ

らの父
ちち

よ 

ねがわくは み名
な

を 

あがめさせたまえ 

み国
くに

を 来
きた

らせたまえ 

みこころの天
てん

になるごとく 

地
ち

にもなさせたまえ 

我
われ

らの日 用
にちよう

の糧
かて

を 今日
きょう

も与
あた

えたまえ 

我
われ

らに罪
つみ

をおかす者
もの

を 

我
われ

らがゆるすごとく 

我
われ

らの罪
つみ

をもゆるしたまえ 

我
われ

らを こころみにあわせず 

悪
あく

より救
すく

い出
いだ

したまえ 

国
くに

と 権
ちから

と 栄
さかえ

とは 

限
かぎ

りなく 汝
なんじ

のものなればなり 

アーメン  
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 القرآن 
ｱﾙ=ｸﾙｱｰﾝ 

ة  ح  ات  الف   ة  ور  س    
ｽｰﾗ ｱﾙﾌｧｰﾃｨﾊ 

م  ب   ن  ٱلرَّ  ٱللَّّ  س  م   يم   ح  ح  ١ ٱلرَّ  

ﾋﾞｽﾐｯﾗｰﾋ ﾙﾗﾊﾏｰﾆ ﾙﾗﾋｰﾑ 

د   م  َّ   ٱل ح  ب     للّ  ين   ر     ٱل ع  ل م   

ｱﾙﾊﾑﾄﾞｩ ﾘｯﾗｰﾋ ﾗｯﾋﾞ ﾙｱｰﾗﾐｰﾝ  

ن  ٱلرَّ  م   يم   ح  ح      ٱلرَّ  

ｱｯﾗﾊﾏｰﾆ ﾙﾗﾋｰﾑ  

ل ك   م   م   ين  ٱل  ي و     د    

ﾏｰﾘｷ ﾔｳﾐｯﾃﾞｨｰﾝ  

ٳ يَّاك   ن ع ب د   اك  ٳ يَّ  ين   و  ت ع     ن س   

ｲｯﾔｰｶ ﾅｱﾌﾞﾄﾞｩ ﾜ ｲｯﾔｰｶ ﾅｽﾀｲｰﾝ  

ن اٱه   ط   د  ر   ت ق يم   ٱلص   س     ٱل م   

ｲﾋﾃﾞｨﾅｯｽｨﾗｰﾀ ﾙﾑｽﾀｷｰﾑ  

ط   ر   ين   ص  ت   ٱلَّذ     ٲ ن ع م 

م   غ ض وب  ٱ غ ي ر   ع ا ي ه  م   ل م  آل  ين  و   ع ل ي ه  ٱاضَّ    لَ   

ｽｨﾗｰﾀｯﾗｽﾞｨｰﾅ ｱﾝｱﾑﾀ  

ｱﾗｲﾋﾑ ｶﾞｲﾘ ﾙﾏｸﾞﾄﾞｩｰﾋﾞ  

ｱﾗｲﾋﾑ ﾜﾗｯﾀﾞｰｯﾘｰﾝ  
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第1章 開扉（かいひ） 

――メッカ啓示、全 7 節―― 

  

慈悲ふかく慈愛あまねき 

アッラーの御名において……  

 

讃えあれ、アッラー、万世
よろずよ

の主、 

慈悲ふかく慈愛あまねき御神、 

審
さば

きの日の主宰者
しゅさいしゃ

。 

汝をこそ我らはあがめまつる、 

汝にこそ救いを求めまつる。 

願わくば我らを導いて 

正しき道を辿らしめ給え、 

汝の御怒りを 蒙
こうむ

る人々や、 

踏みまよう人々の道ではなく、 

汝の嘉
よみ

し給う人々の道を 

歩ましめ給え。 

     ﷽ 
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ن  م   ح  رَّ ال ة  ور  س    

ｽｰﾗ ｱｯﾗﾊﾏｰﾝ 

第 55 章 46 節～78 節 

     ﷽ 

 

نَّ ت  ان         ج 
ب  ه  ے ق ام   ر  اف   م  ن   خ  ل م   و 

ﾜﾘﾏﾝ ﾊｰﾌｧ ﾏｶｰﾏ ﾗｯﾋﾞﾋｰ ｼﾞｬｯﾅﾀｰﾝ 

ب   ف ب أ ى    ا ت ك ذ   ب  ك م  ء  ر  الَ     ن   اء   

ﾌｧﾋﾞｱｯｲ ｱｰﾗｰｲ ﾗｯﾋﾞｸﾏｰ ﾄｩｶｯﾃﾞｨﾊﾞｰﾝ 

ات آ ٨  ٲ ف ن ان   ذ و   

ﾀﾞﾜｰﾀｰ ｱﾌﾅｰﾝ 

ب   ف ب أ ى    ا ت ك ذ   ب  ك م  ء  ر  الَ     ن   اء   

ﾌｧﾋﾞｱｯｲ ｱｰﾗｰｲ ﾗｯﾋﾞｸﾏｰ ﾄｩｶｯﾃﾞｨﾊﾞｰﾝ 

ا م  ي ان   ع ي ن ان   ف يه  ر       ت ج   

ﾌｨｰﾋｰﾏｰ ｱｲﾅｰﾆ ﾀｼﾞｭﾘﾔｰﾝ 

ب   ف ب أ ى    ا ت ك ذ   ب  ك م  ء  ر  الَ  ١  ن   اء   

ﾌｧﾋﾞｱｯｲ ｱｰﾗｰｲ ﾗｯﾋﾞｸﾏｰ ﾄｩｶｯﾃﾞｨﾊﾞｰﾝ 

ا م  ن ف يه  ة   ك ل    م  ه  ك   ـ ان   ف  ج  و      ز   

ﾌｨｰﾋﾏｰ ﾐﾝ ｸｯﾘ ﾌｧｰｷﾊﾃｨﾝ ｻﾞｳｼﾞｬｰﾝ 

ب   ف ب أ ى    ا ت ك ذ   ب  ك م  ء  ر  الَ     ن   اء   

ﾌｧﾋﾞｱｯｲ ｱｰﾗｰｲ ﾗｯﾋﾞｸﾏｰ ﾄｩｶｯﾃﾞｨﾊﾞｰﾝ  
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第 55 章 

46 節～78 節 

慈悲あまねき御方 

慈悲ふかく慈愛あまねき 

アッラーの御名において 

46 だが常日頃
つねひごろ

、主
しゅ

の御前に立つことを恐れて来た者には 

緑の園が二つもあって…… 

47 これほどの主のお恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、お前も、お前も。 

48 ともにさまざまな木々が茂
しげ

り…… 

49 これほどの主のお恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、お前も、お前も。 

50 ともにさらさらと泉水
せんすい

が流れ…… 

51 これほどの主のお恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、お前も、お前も。 

52 ともにあらゆる種類の果物が二種もみのり…… 

53 これほどの主のお恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、お前も、お前も。 
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 ـ ين   تَّك  ش    ع ل ى   م  ر 
   ف 

ان  ب ط آـ   ن   ه  ق   م  ت ب ر  ن ى   ۚإ س  ج  نَّت ي ن   و       د ان   ٱل ج   

ﾑｯﾀｷｲｰﾅ ｱﾗｰ ﾌﾙｼﾝ  

ﾊﾞｰﾀｰｲﾇﾊｰ ﾐﾝ ｲｽﾀﾌﾞﾗｷﾝ  

ﾜｼﾞｬﾅｰ ﾙｼﾞｬｯﾅﾀｲﾆ ﾀﾞｰﾝ 

ب   ف ب أ ى    ا ت ك ذ   ب  ك م  ء  ر  الَ     ن   اء   

ﾌｧﾋﾞｱｯｲ ｱｰﾗｰｲ ﾗｯﾋﾞｸﾏｰ ﾄｩｶｯﾃﾞｨﾊﾞｰﾝ 

نَّ  ت   ف يه  ر    ـص  ف   ق     ٱلطَّر 

ث ه نَّ  ل م   م  لَ   م  ق ب ل ه   إ نس   ي ط  آن   و      ج   

ﾌｨｰﾋｯﾅ ｶｰｽｨﾗｰﾄｩｯﾀﾙﾌｨ  

ﾗﾑ ﾔﾄｩﾐｽﾌｯﾅ ｲﾝｽﾝ ｶﾌﾞﾗﾌﾑ  

ﾜﾗｰ ｼﾞｬｰｯﾝ 

ب   ف ب أ ى    ا ت ك ذ   ب  ك م  ء  ر  الَ     ن   اء   

ﾌｧﾋﾞｱｯｲ ｱｰﾗｰｲ ﾗｯﾋﾞｸﾏｰ ﾄｩｶｯﾃﾞｨﾊﾞｰﾝ 

ان   ٱل ي اق وت   ك ٲ نَّه نَّ  ج  ر  ٱل م  ٨   و   

 ｶｱｯﾅﾌｯﾅ ﾙﾔｰｸｰﾄｩ ﾜﾙﾏﾙｼﾞｬｰﾝ 

ب   ف ب أ ى    ا ت ك ذ   ب  ك م  ء  ر  الَ     ن   اء   

ﾌｧﾋﾞｱｯｲ ｱｰﾗｰｲ ﾗｯﾋﾞｸﾏｰ ﾄｩｶｯﾃﾞｨﾊﾞｰﾝ 

آء   ه ل   ـز  ح   ج  ن  ٱلْ    ـ ن   ٳ لََّ  س   ـ س  ح      ٱلْ    

ﾊﾙ ｼﾞｬｻﾞｰｳ ﾙｲﾊｻｰﾆ ｲｯﾗｰ ﾙｲﾊｻｰﾝ 

ب   ف ب أ ى    ا ت ك ذ   ب  ك م  ء  ر  الَ  ١  ن   اء   

ﾌｧﾋﾞｱｯｲ ｱｰﾗｰｲ ﾗｯﾋﾞｸﾏｰ ﾄｩｶｯﾃﾞｨﾊﾞｰﾝ  
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54 錦
にしき

張りつめた臥牀
ね だ い

に悠々
ゆうゆう

と手足のばせば、 

二つの園にみのる果実は取り放題。 

55 これほどの主のお恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、お前も、お前も。 

56 傳
かしず

くは目差
ま な ざ

し抑えたむすめたち、 

これまで人間にも妖霊
ジ ン

にも体を触れられたことのない…… 

57 これほどの主のお恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、お前も、お前も。 

58 その美しさ、紅玉
ル ビ ー

、珊瑚
さ ん ご

をあざむくばかり。 

59 これほどの主のお恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、お前も、お前も。 

60 よいことすれば、よい報
むく

い戴
いただ

けるのが当然のこと。 

61 これほどの主のお恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、お前も、お前も。 
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ن م  ا و  م  نه  نَّت ان   د و      ج   

ﾜﾐﾝ ﾄﾞｩｰﾆﾋﾏｰ ｼﾞｬｯﾅﾀｰﾝ 

ب   ف ب أ ى    ا ت ك ذ   ب  ك م  ء  ر  الَ     ن   اء   

ﾌｧﾋﾞｱｯｲ ｱｰﾗｰｲ ﾗｯﾋﾞｸﾏｰ ﾄｩｶｯﾃﾞｨﾊﾞｰﾝ 

ت ان   د ه آمَّ     م   

ﾑﾄﾞｩﾊｰｯﾏﾀｰﾝ 

ب   ف ب أ ى    ا ت ك ذ   ب  ك م  ء  ر  الَ     ن   اء   

ﾌｧﾋﾞｱｯｲ ｱｰﾗｰｲ ﾗｯﾋﾞｸﾏｰ ﾄｩｶｯﾃﾞｨﾊﾞｰﾝ 

ا م  ت ان   ع ي ن ان   ف يه  اخ      ن ضَّ  

ﾌｨｰﾋﾏｰ ｱｲﾅｰﾆ ﾅｯﾀﾞｰﾊﾀｰﾝ 

ب   ف ب أ ى    ا ت ك ذ   ب  ك م  ء  ر  الَ     ن   اء   

ﾌｧﾋﾞｱｯｲ ｱｰﾗｰｲ ﾗｯﾋﾞｸﾏｰ ﾄｩｶｯﾃﾞｨﾊﾞｰﾝ 

ا م  ة   ف يه  ه  ك   ـ ل   ف  ن خ  ان   و  مَّ ر  ٨   و   

ﾌｨｰﾋﾏｰ ﾌｧｰｷﾊﾄｩﾝ ﾜﾅﾊﾙﾝ ﾜﾙｯﾏｰﾝ 

ب   ف ب أ ى    ا ت ك ذ   ب  ك م  ء  ر  الَ     ن   اء   

ﾌｧﾋﾞｱｯｲ ｱｰﾗｰｲ ﾗｯﾋﾞｸﾏｰ ﾄｩｶｯﾃﾞｨﾊﾞｰﾝ  
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62 いや、このほかにもう二つ楽園があって…… 

63 これほどの主のお恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、お前も、お前も。 

64 緑したたるばかり、 

65 これほどの主のお恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、お前も、お前も。 

66 そこにこんこんと二つの泉は湧き、 

67 これほどの主のお恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、お前も、お前も。 

68 そこに果物はたわわに実
みの

る、椰子
や し

も、柘榴
ざ く ろ

も。 

69 これほどの主のお恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、お前も、お前も。 
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第 55 章 70 節～78 節 

نَّ  ي ر    ف يه  س ان   ت  خ      ح   

ﾌｨｰﾋｯﾅ ﾊｲﾗｰﾄｩﾝ ﾋｻｰﾝ  

ء   ف ب أ ى    الَ  ا ء  ب  ك م  ١    ن  اب  ت ك ذ    ر   

ﾌｧﾋﾞｱｯｲ ｱｰﾗｰｲ ﾗｯﾋﾞｸﾏｰ ﾄｩｶｯﾃﾞｨﾊﾞｰﾝ  

ت   ق ص ور   مَّ ور  ي ام   ق ى ح      ٱل خ   

ﾌｰﾙﾝｯﾏｸｽｰﾗｰﾄｩﾝ ﾌｨｰ ﾙﾋﾔｰﾑ  

ب   ف ب أ ى    ا ت ك ذ   ب  ك م  ء  ر  الَ     ن   اء   

ﾌｧﾋﾞｱｯｲ ｱｰﾗｰｲ ﾗｯﾋﾞｸﾏｰ ﾄｩｶｯﾃﾞｨﾊﾞｰﾝ  

ث ه نَّ  ل م   م  م   إ نس   ي ط  آن   ق ب ل ه  ج  لَ      و   

ﾗﾑ ﾔﾄｩﾐｽﾌｯﾅ ｲﾝｽﾝ ｶﾌﾞﾗﾌﾑ  

ﾜﾗｰ ｼﾞｬｰｯﾝ  

ب   ف ب أ ى    ا ت ك ذ   ب  ك م  ء  ر  الَ     ن   اء   

ﾌｧﾋﾞｱｯｲ ｱｰﾗｰｲ ﾗｯﾋﾞｸﾏｰ ﾄｩｶｯﾃﾞｨﾊﾞｰﾝ  

تَّك   ف  ر   ى  ع ل   ن  ي ـ  م  ر   ف ر  ى    خ ض  ع ب ق ر      ن  س اح   و   

ﾑｯﾀｷｲｰﾅ ｱﾗｰ  

ﾗﾌﾗﾌｨﾝ ﾌﾄﾞｩﾘﾝ ﾜｱﾌﾞｶﾘｯｲﾝ ﾋｻｰﾝ  

ب   ف ب أ ى    ا ت ك ذ   ب  ك م  ء  ر  الَ     ن   اء   

ﾌｧﾋﾞｱｯｲ ｱｰﾗｰｲ ﾗｯﾋﾞｸﾏｰ ﾄｩｶｯﾃﾞｨﾊﾞｰﾝ 

ك   م   ت ب  ر  ب  ك   ٱس  ى ر  ل   ذ  ام   ل   ـ ٱل خ  ر  ك  ٱلْ   ٨   و   

ﾀﾊﾞｰﾗｶ ｽﾑ ﾗｯﾋﾞｶ  

ﾃﾞｨｰ ﾙｼﾞｬﾗｰﾘ ﾜﾙｲｸﾗｰﾑ   



 

215 

 

70 そこにはまた、素晴
す ば ら

しい美女が沢山いて、 

71 これほどの主のお恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、お前も、お前も。 

72 目もとすずしい天上の乙女らが天幕の奥に、 

73 これほどの主のお恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、お前も、お前も。 

74 これまで人間にも妖霊
ジ ン

にも 

体を触れられたことのないものばかり。 

75 これほどの主のお恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、お前も、お前も。 

76 みんな緑の褥
しとね

、 

美しい敷物
しきもの

の上にゆったりと身を凭
もた

せて。 

77 これほどの主のお恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、お前も、お前も。 

78 ああなんとめでたいことか、 

主
しゅ

の御名よ、気高
け だ か

くも尊
とうと

い主の御名よ。  
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タナハ 天空大地の創造 

（創世記 1 章～2 章 3 節） 

新約聖書 八福 

（マタイによる福音書 5 章 3 節～48 節） 

クルアーン 慈悲あまねき御方 

（アッラハマーン第 55 章 46 節～78 節） 

あけしちょう 

（自由詩）（第   章 072 節～100 節） 

（秘密詩）（第   章    節～    節） 

（   ）（第   章    節～    節）  
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0.自作宗教 
1.君が代(国歌) 
2.古事記(ふることふみ) 
3.禊祓詞 
4.アイヌ神謡集 
5.禊祓詞(自作) 
6.大学(儒教) 
7.論語 
8.バガヴァッド・ギーター 
9.般若波羅蜜多心経(梵文原典小本) 
10.般若心経(漢文) 
11.Heart sutra(英文般若心経) 
12.弥陀の本願(無量寿経、梵文) 
13.六字名号(南無阿弥陀仏、念仏) 
14.歎異抄 
15.秘密集会タントラ 
16.神統記 
17.創世記(各国語翻訳) 
18.主の祈り(各国語翻訳) 
 
19.各国俗礼 
20.小自作宗教 
21.宗教聖礼 
22.主の祈り(ヘブライ語訳) 
 
23.創世記(ヘブライ語原典) 
24.歴代誌(ヘブライ語原典) 
25.八福(ギリシャ語原典) 
26.主の祈(ギリシャ語原典) 
27.開扉(アラビア語原典) 
28.アッラハマーン(アラビア語原典) 
29.自作宗教 
30.自作宗教 
31.次世代宗教 
32.次世代宗教 
33. 
34. 
    
    
    
     



 

218 

 

数字 Number 

Myouwish0～9 

∵ｩｨｧ ○イ ◎ア ▲エ ■オ ★ウー 

   ●ユ 🧡ヤ ▽イェ ◇ヨ 

 

漢数字（中国語 0～10） 

零ﾘﾝ 一ｲｰ 二ｱﾙ 三ｻｧﾝ 四ｽｩ 五ｳｰ 

六ﾘｫｳ 七ﾁｨｰ 八ﾊﾞｰ 九ﾁﾞｫｳ 十ｼｨｰ 

 

デーヴァナーガリー数字 

（サンスクリット語 0～9） 

० ｼｭｰﾝﾆｬﾑ १ ｴｰｶﾑ २ ﾄﾞｳﾞｪｰ ३ ﾄﾘｰﾆ 
४ ﾁｬｯﾄｳﾞｧｰﾘ ५ ﾊﾟﾝﾁｬ ६ ｼｬｯﾄ ७ ｻﾌﾟﾀ 
८ ｱｼｭﾀ ९ ﾅｳﾞｧ 
 

ヘブライ語 0～9 

0 ｴﾌｪｽ 1 ｱﾊｯﾄ 2 ｼｭﾀｲﾑ 3 ｼｬﾛｼｭ  

4 ｱﾙﾊﾞｰ 5 ﾊﾒｼｭ 6 ｼｪｼｭ  

7 ｼｪﾊﾞｰ 8 ｼｭﾓﾈｰ 9 ﾃｰｼｬｰ 

 

古典ギリシャ語 0～12 

ｹﾉﾝ Ⅰﾓﾉ Ⅱｼﾞ Ⅲﾄﾘ Ⅳﾃﾄﾗ Ⅴﾍﾟﾝﾀ 

Ⅵﾍｷｻ Ⅶﾍﾌﾟﾀ Ⅷｵｸﾀ Ⅸｴﾝﾈｱ Ⅹﾃﾞｶ 

Ⅺｳﾝﾃﾞｶ Ⅻﾄﾞﾃﾞｶ  
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インド数字（アラビア語 0～9） 

（男性名詞、女性名詞で異なり、 

この例では混在させている。） 

٠ｽｨﾌﾗ ١ﾜｰﾋﾀﾞ ٢ｲｽﾅﾀｰﾝ ٣ｻﾗｰｻ  

٤ｱﾙﾊﾞｱ ٥ﾊﾑｻ ٦ｽｨｯﾀ  

٧ｻﾌﾞｱ ٨ｻﾏｰﾆﾔ ٩ﾃｨｽｱ 

 

日本語 0～9 

0れい 1いち 2に 3さん  

4し 5 ご 

6ろく 7なな 8はち 9きゅう  

 

English 0～13 

Zero ｾﾞﾛ One ﾜﾝ Two ﾄｩｰ Three ｽﾘｰ 

Four ﾌｫｰ Five ﾌｧｲﾌﾞ Six ｼｯｸｽ 

Seven ｾﾌﾞﾝ Eight ｴｲﾄ Nine ﾅｲﾝ  

Ten ﾃﾝ Eleven ｲﾚﾌﾞﾝ  

Twelve ﾄｩｳｪﾙﾌﾞ Thirteen ｻｰﾃｨｰﾝ  

 

ドイツ語 0～9 

0 ﾇﾙ 1 ｱｲﾝｽ 2 ﾂｳﾞｧｲ 3 ﾄﾞﾗｲ 4 ﾌｨｰｱ 

5 ﾌﾝﾌ 6 ｾﾞｸｽ 7 ｽﾞｨｰﾍﾞﾝ 8 ｱﾊﾄ 9 ﾉｲﾝ  

 

ロシア語 0～9 

0 ﾉﾘ 1 ｱｼﾞﾝ 2 ﾄﾞｩｳﾞｧ 3 ﾄｩﾘｰ  

4 ﾁｨﾄｩｨﾘ 5 ﾋﾟｬｰﾁ 6 ｼｬｽﾁ 7 ｽｪｰﾐ  

8 ｳﾞｫｰｽｨﾐ 9 ﾁﾞｪｰｳﾞｨﾁ   
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王 
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日本国の漢字 

平成二十二年十一月三十日 

内閣告示第二号 常用漢字（2136 字） 

 

☰あ～かん 

亜
ア

哀
アイ

挨愛曖悪
アク

握圧
アツ

扱
あつかう

宛
あてる

嵐
あらし

安
アン

案暗以
イ

衣位囲

医依委威為畏胃尉異移萎偉椅彙意違維慰

遺緯域
イキ

育
イク

一
イチ

壱逸
イツ

茨
いばら

芋
いも

引
イン

印因咽姻員院淫陰

飲隠韻右
ウ

宇羽雨唄
うた

鬱
ウツ

畝
うね

浦
うら

運
ウン

雲永
エイ

泳英映栄 

営詠影鋭衛易
エキ

疫益液駅悦
エツ

越謁閲円
エン

延沿炎 

 

怨宴媛援園煙猿遠鉛塩演縁艶汚
オ

王
オウ

凹央応

往押旺欧殴桜翁奥横岡
おか

屋
オク

億憶臆虞
おそれ

乙
オツ

俺
おれ

卸
おろす

 

音
オン

恩温穏下
カ

化火加可仮何花佳価果河苛科 

架夏家荷華菓貨渦過嫁暇禍靴寡歌箇稼課 

蚊
か

牙
ガ

瓦我画芽賀雅餓介
カイ

回灰会快戒改怪拐 

 

悔海界皆械絵開階塊楷解潰壊懐諧貝
かい

外
ガイ

劾

害崖涯街慨蓋該概骸垣
かき

柿各
カク

角拡革格核殻

郭覚較隔閣確獲嚇穫学
ガク

岳楽額顎掛
かける

潟
かた

括
カツ

活 

喝渇割葛滑褐轄且
かつ

株
かぶ

釜
かま

鎌
かま

刈
かる

干
カン

刊甘汗缶完

肝官冠巻看陥乾勘患貫寒喚堪換敢棺款間 
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☱かん～けん 

閑勧寛幹感漢慣管  関歓監緩憾還館環

簡観韓艦鑑丸
ガン

含岸  岩玩眼頑顔願企
キ

伎

危机気岐希忌汽奇  祈季紀軌既記起飢

鬼帰基寄規亀喜幾  揮期棋貴棄毀旗器

畿輝機騎技
ギ

宜偽欺  義疑儀戯擬犠議菊
キク

 

 

吉
キチ

喫
キツ

詰却
キャク

客脚逆
ギャク

虐九
キュウ

久及弓丘旧休吸朽臼

求究泣急級糾宮救球給嗅窮牛
ギュウ

去
キョ

巨居拒拠

挙虚許距魚
ギョ

御漁凶
キョウ

共叫狂京享供協況峡挟

狭恐恭胸脅強教郷境橋矯鏡競響驚仰
ギョウ

暁業

凝曲
キョク

局極玉
ギョク

巾
キン

斤均近金菌勤琴筋僅禁緊錦 

 

謹襟吟
ギン

銀区
ク

句苦駆具
グ

惧愚空
クウ

偶
グウ

遇隅串
くし

屈
クツ

掘

窟熊
くま

繰
くる

君
クン

訓勲薫軍
グン

郡群兄
ケイ

刑形系径茎係型

契計恵啓掲渓経蛍敬景軽傾携継詣慶憬稽

憩警鶏芸
ゲイ

迎鯨隙
ゲキ

劇撃激桁
けた

欠
ケツ

穴血決結傑潔

月
ゲツ

犬
ケン

件見券肩建研県倹兼剣拳軒健険圏堅 

 



 

223 

 

 

 

 

 

☲けん～し 

検嫌献絹遣権憲賢謙鍵繭顕験懸元
ゲン

幻玄言

弦限原現舷減源厳己
コ

戸古呼固股虎孤弧故

枯個庫湖雇誇鼓錮顧五
ゴ

互午呉後娯悟碁語

誤護口
コウ

工公勾孔功巧広甲交光向后好江考

行坑孝抗攻更効幸拘肯侯厚恒洪皇紅荒郊 

 

香候校耕航貢降高  康控梗黄喉慌港硬

絞項溝鉱構綱酵稿  興衡鋼講購乞
こう

号
ゴウ

合

拷剛傲豪克
コク

告谷刻  国黒穀酷獄
ゴク

骨
コツ

駒
こま

込
こむ

頃
ころ

今
コン

困昆恨根婚混  痕紺魂墾懇左
サ

佐沙

査砂唆差詐鎖座
ザ

挫  才
サイ

再災妻采砕宰栽 

 

彩採済祭斎細菜最裁債催塞歳載際埼
さい

在
ザイ

材

剤財罪崎
さき

作
サク

削昨柵索策酢搾錯咲
さく

冊
サツ

札刷刹

拶殺察撮擦雑
ザツ

皿
さら

三
サン

山参桟蚕惨産傘散算酸

賛残
ザン

斬暫士
シ

子支止氏仕史司四市矢旨死糸

至伺志私使刺始姉枝祉肢姿思指施師恣紙 
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☳し～しり 

脂視紫詞歯嗣試詩  資飼誌雌摯賜諮示
ジ

字寺次耳自似児事  侍治持時滋慈辞磁

餌璽鹿
しか

式
シキ

識軸
ジク

七
シチ

叱
シツ

  失室疾執湿嫉漆質

実
ジツ

芝
しば

写
シャ

社車舎者射  捨赦斜煮遮謝邪
ジャ

蛇 

尺
シャク

借酌釈爵若
ジャク

弱寂  手
シュ

主守朱取狩首殊 

 

珠酒腫種趣寿
ジュ

受呪  授需儒樹収
シュウ

囚州舟

秀周宗拾秋臭修袖  終羞習週就衆集愁

酬醜蹴襲十
ジュウ

汁充住  柔重従渋銃獣縦叔
シュク

祝宿淑粛縮塾
ジュク

熟出
シュツ

  述
ジュツ

術俊
シュン

春瞬旬巡
ジュン

盾

准殉純循順準潤遵  処
ショ

初所書庶暑署緒 

 

諸女
ジョ

如助序叙徐除小
ショウ

升少召匠床抄肖尚招

承昇松沼昭宵将消症祥称笑唱商渉章紹訟

勝掌晶焼焦硝粧詔証象傷奨照詳彰障憧衝

賞償礁鐘上
ジョウ

丈冗条状乗城浄剰常情場畳蒸

縄壌嬢錠譲醸色
ショク

拭食植殖飾触嘱織職辱
ジョク

尻
しり
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☴しん～たい 

心
シン

申伸臣芯身辛侵信津神唇娠振浸真針深

紳進森診寝慎新審震薪親人
ジン

刃仁尽迅甚陣

尋腎須
ス

図
ズ

水
スイ

吹垂炊帥粋衰推酔遂睡穂随
ズイ

髄

枢
スウ

崇数据
すえる

杉
すぎ

裾
すそ

寸
スン

瀬
せ

是
ゼ

井
セイ

世正生成西声制姓

征性青斉政星牲省凄逝清盛婿晴勢聖誠精 

 

製誓静請整醒税
ゼイ

夕
セキ

斥石赤昔析席脊隻惜戚

責跡積績籍切
セツ

折拙窃接設雪摂節説舌
ゼツ

絶千
セン

川仙占先宣専泉浅洗染扇栓旋船戦煎羨腺  

詮践箋銭潜線遷選薦繊鮮全
ゼン

前善然禅漸膳

繕狙
ソ

阻祖租素措粗組疎訴塑遡礎双
ソウ

壮早争 

 

走奏相荘草送倉捜  挿桑巣掃曹曽爽窓

創喪痩葬装僧想層  総遭槽踪操燥霜騒

藻造
ゾウ

像増憎蔵贈臓  即
ソク

束足促則息捉速

側測俗
ゾク

族属賊続卒
ソツ

  率存
ソン

村孫尊損遜他
タ

多汰打
ダ

妥唾堕惰駄  太
タイ

対体耐待怠胎退 
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☵たい～とく 

帯泰堆袋逮替貸隊  滞態戴大
ダイ

代台第題

滝
たき

宅
タク

択沢卓拓託濯  諾
ダク

濁但
ただし

達
タツ

脱
ダツ

奪棚
たな

誰
だれ

丹
タン

旦担単炭胆探淡  短嘆端綻誕鍛団
ダン

男

段断弾暖談壇地
チ

池  知値恥致遅痴稚置

緻竹
チク

畜逐蓄築秩
チツ

窒  茶
チャ

着
チャク

嫡中
チュウ

仲虫沖宙 

 

忠抽注昼柱衷酎鋳駐著
チョ

貯丁
チョウ

弔庁兆町長挑

帳張彫眺釣頂鳥朝貼超腸跳徴嘲潮澄調聴

懲直
チョク

勅捗沈
チン

珍朕陳賃鎮追
ツイ

椎墜通
ツウ

痛塚
つか

漬
つける

坪
つぼ

爪
つめ

鶴
つる

低
テイ

呈廷弟定底抵邸亭貞帝訂庭逓停偵

堤提程艇締諦泥
デイ

的
テキ

笛摘滴適敵溺
デキ

迭
テツ

哲鉄徹 

 

撤天
テン

典店点展添転  塡田
デン

伝殿電斗
ト

吐妬

徒途都渡塗賭土
ド

奴  努度怒刀
トウ

冬灯当投

豆東到逃倒凍唐島  桃討透党悼盗陶塔

搭棟湯痘登答等筒  統稲踏糖頭謄藤闘

騰同
ドウ

洞胴動堂童道  働銅導瞳峠
とうげ

匿
トク

特得 

 



 

227 

 

 

 

 

 

☶とく～べい 

督徳篤毒
ドク

独読栃
とち

凸
トツ

突届
とどける

屯
トン

豚頓貪
ドン

鈍曇丼
どんぶり

那
ナ

奈内
ナイ

梨
なし

謎
なぞ

鍋
なべ

南
ナン

軟難二
ニ

尼弐匂
におう

肉
ニク

虹
にじ

日
ニチ

入
ニュウ

乳尿
ニョウ

任
ニン

妊忍認寧
ネイ

熱
ネツ

年
ネン

念捻粘燃悩
ノウ

納能脳農濃把
ハ

波派破覇馬
バ

婆罵拝
ハイ

杯背肺俳配排敗廃輩売
バイ

倍梅培陪媒買賠白
ハク

伯拍泊迫剝舶博薄麦
バク

漠 

 

縛爆箱
はこ

箸
はし

畑
はた

肌
はだ

八
ハチ

鉢  発
ハツ

髪伐
バツ

抜罰閥反
ハン

半

氾犯帆汎伴判坂阪  板版班畔般販斑飯

搬煩頒範繁藩晩
バン

番  蛮盤比
ヒ

皮妃否批彼

披肥非卑飛疲秘被  悲扉費碑罷避尾
ビ

眉

美備微鼻膝
ひざ

肘
ひじ

匹
ヒツ

必  泌筆姫
ひめ

百
ヒャク

氷
ヒョウ

表俵票 

 

評漂標苗
ビョウ

秒病描猫  品
ヒン

浜貧賓頻敏
ビン

瓶不
フ

夫父付布扶府怖阜  附訃負赴浮婦符富

普腐敷膚賦譜侮
ブ

武  部舞封
フウ

風伏
フク

服副幅

復福腹複覆払
フツ

沸仏
ブツ

  物粉
フン

紛雰噴墳憤奮

分
ブン

文聞丙
ヘイ

平兵併並  柄陛閉塀幣弊蔽餅 
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☷べい～り 

米
ベイ

壁
ヘキ

璧癖別
ベツ

蔑片
ヘン

辺  返変偏遍編弁
ベン

便勉

歩
ホ

保哺捕補舗母
ボ

募  墓慕暮簿方
ホウ

包芳邦

奉宝抱放法泡胞俸  倣峰砲崩訪報蜂豊

飽褒縫亡
ボウ

乏忙坊妨  忘防房肪某冒剖紡

望傍帽棒貿貌暴膨  謀頬
ほお

北
ホク

木
ボク

朴牧睦僕 

 

墨撲没
ボツ

勃堀
ほり

本
ホン

奔翻  凡
ボン

盆麻
マ

摩磨魔毎
マイ

妹

枚昧埋幕
マク

膜枕
まくら

又
また

末
マツ

  抹万
マン

満慢漫未
ミ

味魅

岬
みさき

密
ミツ

蜜脈
ミャク

妙
ミョウ

民
ミン

眠矛
ム

  務無夢霧娘
むすめ

名
メイ

命明

迷冥盟銘鳴滅
メツ

免
メン

面  綿麺茂
モ

模毛
モウ

妄盲耗

猛網目
モク

黙門
モン

紋問冶
ヤ

  夜野弥厄
ヤク

役約訳薬 

 

躍闇
やみ

由
ユ

油喩愉諭輸  癒唯
ユイ

友
ユウ

有勇幽悠郵

湧猶裕遊雄誘憂融  優与
ヨ

予余誉預幼
ヨウ

用

羊妖洋要容庸揚揺  葉陽溶腰様瘍踊窯

養擁謡曜抑
ヨク

沃浴欲  翌翼拉
ラ

裸羅来
ライ

雷頼

絡
ラク

落酪辣
ラツ

乱
ラン

卵覧濫  藍欄吏
リ

利里理痢裏 
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り～わん 

履璃離陸
リク

立
リツ

律慄略
リャク

柳
リュウ

流留竜粒隆硫侶
リョ

旅虜

慮了
リョウ

両良料涼猟陵量僚領寮療瞭糧力
リョク

緑林
リン

厘倫輪隣臨瑠
ル

涙
ルイ

累塁類令
レイ

礼冷励戻例鈴零

霊隷齢麗暦
レキ

歴列
レツ

劣烈裂恋
レン

連廉練錬呂
ロ

炉賂

路露老
ロウ

労弄郎朗浪廊楼漏籠六
ロク

録麓論
ロン

和
ワ

話

賄
ワイ

脇
わき

惑
ワク

枠
わく

湾
ワン

腕 

  



 

230 

 

 

十 
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土 
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デーヴァナーガリー文字 

 

अ ア आ アー इ イ ई イー  

उ ウ ऊ ウー  

ऋ ル or リ ऋृ ルーor リー  

ल ル or リ लॄ使われない  

ए エー ऐアイ ओオー औアウ 

 

क カ ख カ ग ガ घ ガ ङ ンガ  

च ﾁｬ छ ﾁｬ ज ｼﾞｬ झ ｼﾞｬ ञ ﾆｬ  

ट タ ठ タ ड ダ ढ ダ ण ナ  

त タ थ タ द ダ ध ダ न ナ  

प パ फ パ ब バ भ バ म マ  

य ヤ र ra ラ ल La ラ व ワ（ヴァ）  

श シャ ष シャ स サ ह ハ 

 

Ex. क = カ क  = カー  
कक = キ की = キー क  = ク क  = クー

कृ = クル कॄ =クルー  
क  = ケー क  = カイ 

क  = コー क  = カウ 
合成文字（多く存在） 

Ex. त्त = त   + त = tta =った  
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アレフベート 

  

アイン ע    ユッド ֲי   アれフ א   

ペー ּפ    カフ  ֲּכ    ベートֲּב 

 フェー פ      はフ כ ヴェート ֲב 

 ﾌｪｰｿﾌｨｰﾄ ף はﾌｿﾌｨｰﾄ  גֲ ギメる     ך

 ツァディ ֲצ  らﾒｯﾄﾞ ל ダれット ֲד 

 ﾂｧﾃﾞｨｿﾌｨｰﾄ  הֲ ヘー     מ メム    ץ

 クフ ק ﾒﾑｿﾌｨｰﾄ ם   ヴァヴ ֲו 

 レーシュ ר      ヌン נ   ザイン ֲז 

 シン ׁש ﾇﾝｿﾌｨｰﾄ ן    ヘット ֲח 

 スィン ֲׂש  サメふ ס   テット ֲט 

タヴ ֲת 

 

סעפּפףצץקרשׁשׂתֲאבּבגדהוזחטיכּכךלמםנןֲ  
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アルパベータ 

 

Α α アルパ      Ν ν ニュー  

Β β ベータ    Ξ ξ クシー  

Γ γ ガムマ   Ο ο オ ミークロン  

Δ δ デルタ    Π π ピー  

Ε ε エ プシーロン Ρ ρ ロー  

Ζ ζ ゼータ  Σ σ ς シーグマ（ς：語尾形）  

Η η エータ   Τ τ タウ  

Θ θ テータ   Υ υ ユープシーロン  

Ι ι イオータ   Φ φ ピー  

Κ κ カッパ   Χ χ キー  

Λ λ ラムダ   Ψ ψ プシー  

Μ μ ミュー    Ω ω オーメガ 

 

ΑΒΓΔΕΖΗΘΙΚΛΜΝΞΟΠΡΣΤΥΦΧΨΩ 

αβγδεζηθικλμνξοπρσςτυφχψω   
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アリフバー 

  

カーフ ق   ザーイ ز アリフ  ا 

カーフ ك スィーン س バー ب  

ラーム ل  シーン ش  ター ت  

ミーム م  サード ص  サー ث  

ヌーン ن ダード ض ジーム   ج 

ハー ه    ター ط   ハー ح  

ワーウ و    ザー ظ   ハー  خ 

ヤー ي   アイン ع ダール د  

ハムザ ء  ガイン غ ザール ذ 

ター・マルブータ ة ファー  ف  ラー ر   

          

  

上記は独立形で、 語頭、語中、語尾

で文字が変わる。 

 

 ابتثجحخدذرزسشصضطظعغفقلكمهنويءة 
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五十音  

ひらがな  

あいうえお かきくけこ さしすせそ 

たちつてと なにぬねの はひふへほ 

まみむめも やﾞﾟゆぇよ らりるれろ 

わーをっん  

 

カタカナ  

アイウエオ カキクケコ サシスセソ 

タチツテト ナニヌネノ ハヒフヘホ 

マミムメモ ヤﾞﾟユェヨ ラリルレロ 

ワーヲッン 

Ex. 

1 2 3 4 5  6 7 8 9 10 

あかさたなはまやらわ 

アカサタナハマヤラワ 

Ex. 

2：一二三四五六七八九十 

かきくけこがぎぐげご 

カキクケコがぎぐげご 
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アルファベット 

  

A a エー     N n エヌ  

B b ビー     O o オー  

C c スィー    P p ピー  

D d ディー    Q q キュー  

E e イー     R r アール  

F f エフ     S s エス  

G g ジー     T t ティー  

H h エッチ     U u ユー  

I i アイ      V v ヴイ  

J j ジェー     W w ダブリュー  

K k ケー     X x エックス 

L l エル     Y y ワイ  

M m エム    Z z ズィー  

 

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 

Abcdefghijklmnopqrstuvwxyz  
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ダイアクリティカル

マーク 

Ä ウムラウト（ドイツ等） 

É アキュート・アクセント 

Č ハーチェク（スラブ系言語） 

Ç セディーユ（ポルトガル等） 

Ő ダブルアキュート（ハンガリー） 

À グレイヴ・アクセント（イタリア） 

Â サーカムフレックス（フランス等） 

Ș コンマビロー（ルーマニア） 

Ā マクロン（ラテン語等） 

Ă ブレーヴェ（トルコ等） 

Ñ チルダ（スペイン等） 

Ą オゴネク（ポーランド等） 

Å リング（スカンジナビア諸語） 

Ċ ドット（リトアニア語等） 

Ø ストローク（北ゲルマン諸言語） 

Ơ ホーン（ヨーロッパ語等に稀） 

Ả フック（ヴェトナム） 

Ȁ ダブルグレイヴ（東欧諸語） 
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アーベーゲー 

 

А а アー  К к カー Х х ハー  

Б б ベー  Л л エル Ц ц ツェー  

В в ヴェー М м エム Ч ч チェー  

Г г ゲー Н н エヌ Ш ш シャー  

Д д デー О о オー Щ щ シシャー 

Е е イェー П п ペー Ъ ъ ﾄｳﾞｮｰﾙﾄﾞｩｲ ｽﾞﾅｰｸ  

Ё ё ヨー Р р エル Ы ы ゥイー  

Ж ж ジェー С с エス Ь ь ﾐｬｰﾌｷｲ ｽﾞﾅｰｸ  

З з ゼー  Т т テー Э э エー  

И и イー  У у ウー Ю ю ユー  

Й й ｲ ｸﾗｰﾄｶﾔ Ф ф エフ Я я ヤー 

 

АБВГДЕЁЖЗИЙ 

КЛМНОПРСТУФ 

ХЦЧШЩЪЫЬЭЮЯ 

абвгдеёжзий 

клмнопрстуф 

хцчшщъыьэюя   
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アレフベート原義集  

ALEF  Ox Master  ALL 

BET   House  BREAK OUT 

GIMEL  Camel COME and GO 

DALET   Door    DIVIDE  

HE   Window  THE (GOD) 

VOV      Pin      MALTIPLY 

ZAYIN   Spear   GO OUT  

CHET Fenced Field SURROUND 

TET    Snake   COMPLETE  

YOD   Hand      HAND  

KAF   Palm      HOLD  
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TOV    Sign     ITSELF 

SHIN     Tooth       SHINE  

RESH    Head  REACHING  

QOF    Monkey    COPY  

ZADI  Righteous  RIGHTEOUS  

PE     Mouth  FULLNESS  

AYIN    Eye      GO IN  

SAMEK  Support  SUPPORT  

NUN     Fish   CONNECT  

MEM    Water   SOURCE  

LAMED   Learn     LEARN   
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